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　現代の医学生、伊い坂さか練れん次じ郎ろうが魔ま法ほう医い療りようの溢あふれる異世界に呼ばれて二ヶ月が過ぎた。当初は現代への帰還を考えた伊い坂さかであったが、インフルエンザの治療をはじめ異世界特有の回復魔法に触れたこと。彼と共に病と戦う魔ま法ほう医いコーディとの出会いもあり、伊い坂さかはこの世界に留まる道を選択した。

　そんな彼が滞在するこの世界最大の国家〝王国〟より先日、伊い坂さかに新たな勅命が下される。

　──王国より遥はるか東、砂海を越えた東国。かの国の、王の病を癒いやして欲しい。

　王国残留を望んだ伊い坂さかは現在、魔ま法ほう医い見習いの立場にある。命令は絶対だ。そもそも伊い坂さかは患者さんが元気になるだけで、ご飯三杯に味み噌そ汁しるまで頂ける男である。喜んで承諾した彼は、相棒である魔ま法ほう医いコーディと共に、東の地を目指して立ち上がる。

　彼かれ等らの新たな治療の旅が、今こうして始まったのであった！







　……と格好良く説明してみたが、現実はとても心こころ許もとない状況であった。

　東国。正式名称、武ぶ国こくグリムヒルは砂海と呼ばれる、底なし沼のような砂漠の先にある国だ。広大な砂の海を渡るべく、伊い坂さか達たちは小さな船に揺られていた。

　イカダに縁ふちをつけた程度の木造船だ。動力源は魔法なので漂流の心配こそないものの、王国代表というには心こころ許もとない。乗員も伊い坂さかを含めた三名で限界という、漂流中の救命ボートみたいな狭さである。

　太陽はうだるように暑く、空気はカラカラに乾いている。砂すな埃ぼこりが容赦なく吹きつける中、伊い坂さかはイカダの上で正座し、汗だくでお説教を受けていた。

　彼の前に仁王立ちしているのは伊い坂さかの相棒にして王国魔ま法ほう医いコーディアリア・フランツェ様だ。うつくしい金髪にフレーム眼鏡。胸元に杖つえと十字を模したバッジを下げた彼女は自称サイキョー魔ま法ほう医いにして伊い坂さかの大切な仲間なのだが、今はその可愛かわいい顔を歪ゆがめ、大変ぷんぷんとお怒りであった。

「よく聞きなさい、イサカ。武ぶ国こくグリムヒルは鷹たかの紋章を象徴とした勇ましき国です。王国に比べれば弱小国ではありますが、強力な女性騎士団を有する気品高き国でもあります。つまり私わたし達たちにも王国代表として、相応の振る舞いが求められる。……なのに、ですよ？」

　コーディが、伊い坂さかの隣にいる少女に指を突きつけた。

「どうして王国代表の船に一般人、しかも、よりによって、この違法錬金娘を乗せたのですか！　私に秘密で！」

　彼女の指摘を受けたのは黒帽子に黒ローブ、と魔法使い代表のような格好の少女リアさん。伊い坂さかと同じ〝カガク〟を操る錬金術師だ。彼女には先日、大怪鳥という魔物を討伐するために協力して貰もらったのだが、その過程で彼女の自宅が焼失したため今回同行することになった。伊い坂さかは彼女に借金があるため断れなかった。リアさんの〝カガク〟を治療の補助にしたい、という下心もあったが……

　船が砂海に出るまでコーディに秘密にしようと提案したのもリアさんだ。出発前に見つかるとコーディに降ろされると踏んだ彼女は、イカダの片隅に木箱を置いて身を隠した。正直その隠おん密みつ度合いは段ボールに隠れる某スニーキングゲームの主人公程度の偽装だったが、コーディはぜんぜん気付かず船は出発し、現在に至る。

　指摘を受けたリアさんが、むっと唇を歪ゆがめて口火を切った。

「そもそもの原因は金髪にもある。人の家壊した犯罪者。正当な対価を要求する」

「うっ。そ、そのお金はフランツェ家から、個人的に支払うと約束したでしょう？」

「家に貴重な実験機器もあった。お金じゃダメ。だから彼が欲しい。貰もらえないなら一緒にいく」

　リアさんが伊い坂さかに、そっと身体を密着させる。

　コーディ自慢の金髪が、魔法でふわりと浮いた。

「かか、彼は私の弟子です、勝手なことは許しません！　というか離れなさい、べたべたしない！」

　怒るコーディに対してリアさんは伊い坂さかを上目遣いに窺うかがい、意地悪に笑って身体をぎゅっとくっつけた。しなやかな肌と胸の僅かな膨らみが腕をなぞり、彼女の髪から石せつ鹼けんと火薬の香りがする。伊い坂さかの心拍数が急上昇した。彼かの女じよ達たちはどちらも伊い坂さかの妹のような存在なのだが、性別を考えて欲しいと思う……

「な、なな、何してるんですかあなた！　なんて破廉恥な！」

「レンの錬金術は最高。金髪には分不相応。豚に真珠、金髪に錬金術」

「不相応とは何ですか！　しかも、レンなんて勝手に名前呼びまでして！」

「私の勝手。レンも私のこと、リアでいい。愛称。金髪がコーディなら、私もこれがいい」

　そう言われると、まあ。

「イサカ、あなたも何顔を赤くしてるのですか！　ふしだら、変態、下心厳禁！　節操を持ちなさい節操を！」

「金髪うるさい。暇なら三角フラスコ洗え。魔法邪魔」

「喧けん嘩か売ってるんですか!?　だいたい錬金術なんて不要です、私の魔法だけで十分！」

「だったら錬金術と魔法どっちが強いか決着つける」

　コーディが杖つえを摑つかみ、リアが弾丸のない拳銃を抜いた。伊い坂さかは頭を抱えた。この船は治療のために東国へ向かう素敵な旅である。スタッフ同士の協力は【チーム医療】において最重要項目だ。杖つえや拳銃を向け合う仲では困る。

　はぁ、と溜ため息いきをついた伊い坂さかは、二人が仲良くなるキッカケがあればと広大な砂海に目を向けた。砂漠にオアシスが存在するように、心安らぐ景色があれば、二人の喧けん嘩かも収まるに違いない。そんな期待を抱きながら、一面の砂世界を眺めて……

　大きな渦を見つけた。

「……は？」

　広大な砂海の中に、巨大な濁流が渦を巻いていた。大きな蟻あり地じ獄ごくを連想させる姿は明らかに異質であり、伊い坂さか達たちの船はそこに躊ちゆう躇ちよなく突っ込んでいく。って、

「こ、コーディ！　前、前見て運転！」

「いま忙しいんです、少し黙っていてください！　この錬金娘にお仕置きをひゃあっ！」

　遅かった。王国代表オンボロイカダは見事濁流に飲み込まれ、伊い坂さかはリアと共にマストにしがみつく。大嵐のような揺れの中、コーディが杖つえを掲げて制御をかける。

　震動はすぐに収まったものの、伊い坂さかが顔を上げた時、彼女はじっと眉間に皺しわを寄せていた。

「……失敗しました、イサカ。どうやら、砂の主に捕まってしまったようです」

　ええと。その砂の主とは、どちら様でしょうか？

　という質問を遮るように鈴の音が響いた。コーディが腰元の巾着から水晶球を摑つかむ。透明な水晶球は魔法による遠隔通信を行える装置であり、時に映像まで送れる優れものだ。コーディが細々と通信を開始する。

　会話はあまり聞こえなかったが、

「救援信号？」

　その声だけは、耳に届いた。

　顔をあげたコーディは、プロの魔ま法ほう医いの顔をしていた。

「緊急連絡です。近くを航行している砂上船から、病人が出たとの連絡がありました」

　伊い坂さかの心臓が、トクンと跳ねた。




　──移動時の急患対応。かの有名な【機内にお医者様はいらっしゃいませんか】。

　映画やドラマでよく聞く言葉だが、実のところ移動時の対処は困難を極める。飛行機や船とは一種の隔離空間であり、医薬品の調達ができないデメリットが大きいためだ。急患時はとにかく最寄りの空港や港に到着したのち救急搬送という流れが望ましい。

「コーディ。今からその船に向かって、患者を連れて王国に戻ると、全力でどれ位かかる？」

「……残念ながら、戻れません」

「へ？」

「子細は後で話しますが、私わたし達たちはいま砂の主という原生生物の領域に囚とらわれています。……砂の主それ自体は魔物ではありませんが、脱出はしばらく不可能です。一見すると単なる砂の渦ですが、その外周には別の力が働いていますので」

「えーと。それって僕ぼく達たちも、まずいんじゃ……？」

「ええ。ですが救援信号を出した船も、砂の主の領域内にいるようです」

　まずは信号元に接近しましょう、というコーディの裾をリアが引いた。

「金髪。それは私わたし達たちが応える義務はあるの」

「いいえ。ですが私は魔ま法ほう医い。患者がいるなら見過ごせません。……ですよね、イサカ？」

　もちろん頷うなずく。患者がいるなら力になりたい。伊い坂さか練れん次じ郎ろうの性さがである。

「錬金娘。あなたは不満でしょうが、私の仕事です。ついてきた以上、文句は駄目ですからね」

「べつに文句は言ってない。好きにすればいい」

　コーディが進路を変え、渦巻く砂の中を進み始めた。船ふな縁べりから底を覗のぞくと、船体はゆるやかに流れる砂面から僅かに浮遊していた。魔法による反重力だ。砂海を進むイカダは風も無視して直進し、やがて砂上に揺れる中世風の木造船を発見する。

　あれかなと思った伊い坂さかだが、近づくにつれ、あることに気がついた。

　……二隻、いる？

　ひとつは紅色の帆に髑どく髏ろを描いた小型船だ。いかにも海賊だと主張していそうなその船は、船体を白色の魔法バリアで包み、蛇行しながら流砂の上を進んでいた。

　で、その海賊船を追うように……

　中型の艦船が砂を蹴散らし、甲板から黄金色に輝くレーザー魔法を海賊船目がけて雨あられとばかりに撃ちまくっていた。

　鷹たかの紋章を帆に掲げ、銀の胸当てをつけた女性騎士達たちが甲板にてわーわーと叫んでいる。騎士達たちが掲げる短い銀ぎん槍そうは魔法杖つえの代用なのか、槍やり先さきから黄金の光が次々と射出、放物線を描きながら海賊船へと降り注ぐ。それらは全て魔法バリアに弾はじかれ、流れ弾がこっちにまで飛んできた。コーディが慌てて海賊と同じ魔法バリアを展開する。

「何ですかアレ、あのへっぽこ船は！　私に喧けん嘩か売ってるんですか!?　東国の船なのに！」

　コーディが激怒する前で、気品高いと噂うわさの、女性騎士団の声が聞こえてきた。

「十三騎士団の誇りを示せ───っ！」

「お宝さっさと返せ───っ！」

「武ぶ国こくナメんじゃねえぞ海賊───っ！」

　……。

　伊い坂さかはちょっと考えた。

「コーディ。病人って、あっちの骸骨の船かな？」

「違います、こっちの頭の悪そうな声のする船です！　といいますか、先程からまったく効いてないじゃないですか、あの魔法！　まあ救援信号は事実みたいですけど！」

　苛いら立だつコーディだが、彼女も立派な王国代表の魔ま法ほう医いだ。責務を果たすべく魔法の信号弾で到着を伝え、騎士団の攻撃停止を見計らいイカダを空中に浮上させた。船ごと甲板に着陸する。

　伊い坂さか達たちを迎えたのは、綺き麗れいに居並ぶ女性騎士達たちだ。人数は三十人ほど。ブーツを履いた踵かかとを一列に揃そろえ、レイピアに近い小こ槍やりを腰元に添え全員で整列している。

　そんな彼かの女じよ達たちの前に……

　小さな女騎士が、てくてくと現あらわれた。

　身長はコーディとほぼ同じ。騎士特有の銀の胸当てや白の上着はややサイズが大きく、だぶついている。頭に乗せた羽根つき兜かぶとは少々傾き、被るというより被られている。顔立ちは幼く、猫のような目鼻立ちと燃える赤毛が印象に残る。

　少女は威張るように腰に両手を当てた。

「よく来たわね魔ま法ほう医い、感謝してあげるわ。あたしは武ぶ国こくグリムヒル第十三騎士団、副隊長レシア・ミウ！　正義の味方、悪の敵よ。さあ、みんな挨拶！」

「「「「「宜よろしくお願いします！」」」」」

「声が小さーいっ！　もう一回！」

「「「「「宜よろしくお願いします！　ハイ！」」」」」

　挨拶は見事な軍隊式であった。伊い坂さかは体育会系が苦手である。リアも微妙な顔だ。

　コーディが丁寧に一礼をした。

「お出迎えありがとうございます、小さな騎士様。それで、この船の隊長様は？」

「いないわ。だから、責任者はこのあたし！」

　レシア副隊長が自分の胸に親指を当てた。……隊長様が、いない？

「このレシアが責任者。それとね。小さな騎士なんて言うけど、あなたの方が小さいから！」

　よく見ると、レシア副隊長の方が数センチほど身長は高い。

　と思ったら、コッソリ背伸びしていた。
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　コーディがむむっと眉間に皺しわを寄せ、同じく踵かかとを浮かせて対抗する。なぜ初対面でマウンティングを始めるのだろう。伊い坂さかは何となく、コーディが二人いる錯覚を見た気がした。

　リアに袖を引かれる。彼女も背伸びをしていた。

「レン。リアが一番高い。一番大人。えらい」

　張り合わなくて大丈夫です……と宥なだめている間に一段落したのか、コーディは踵かかとを下ろして魔ま法ほう医いバッジを提示した。杖つえと十字の描かれたそれは王国魔ま法ほう医いの証あかしであり、彼女の誇りだ。いまは伊い坂さかも、同じバッジを腰元に下げている。

「私は王国魔ま法ほう医いコーディアリア・フランツェ。このたびは急病人が出たと聞き、急ぎ参りました。……お話を、宜よろしいでしょうか？」

　コーディに続いて伊い坂さかも騎士達たちを窺うかがう。一見したところ異常はない。急病人は船内で休んでいるのだろう。となると重症の可能性があり、かなり不味まずいのだが──

　レシア副隊長は居並ぶ女性騎士達たちへと手を翳かざした。

「見ての通り、疲れてるのはレシアの部隊のみんなよ」

「……はい？」

　首を傾かしげる伊い坂さかに、彼女は堂々と告げた。




「全員、気合いが足りない！　ふぬけてる！」




　コーディがぽかんと呆ほうけた顔をした。伊い坂さかも同じ顔をした。

「レン。この人もしかしなくてもバカむぐっ」

　リアの口を遮る。乾いた砂漠の風が吹き抜け、暑苦しい太陽が甲板を照らしている。砂海を飛ぶ野鳥が間抜けな鳴き声をあげ、コーディが珍しく冷や汗を拭う。

「ええと。いまのは聞き間違えでしょうか。気合いが、足りない？」

「見たら分かるでしょ？　声に張りがないし、魔法もなーんか弱っちいし。あたし達たち十三騎士団の本気は、こんなもんじゃないのよ！」

「確かに、魔法はあまり効いてるようには見えませんでしたが……そうですね」

　コーディは暫しばらく考え、真面目に返答した。

「船旅で疲れている可能性はありませんか？　疲労により魔法の威力が弱まることは、経験則として知られていますが」

「それはレシアも考えたよ。でも食事はちゃんと取ってるし、寝る時間も交代制だけど規則正しく取ってる。疲れはあると思うけど、それだけで酷ひどくなるはずないもん」

　正当性を主張するレシア副隊長に伊い坂さかも悩む。【倦けん怠たい感】の診断はとても難しい。緊急性の高い倦けん怠たい感も中にはあるが、単なる寝不足や精神的不安、生活の不摂生などが原因の場合も多く、診断のつかない例も山ほどある。船旅で疲労が出るのも自然といえる。

　まずは様子見でどうだろう、と思う前でコーディが杖つえを前に出した。

「とりあえず、私の補助魔法のひとつに高揚感を高め、攻撃力を上げる魔法があります。また回復魔法による疲労軽減も行いますが……他に症状はありませんか？」

「んー。そうだなぁ。食欲がない、とか？　あと足に力が入らないとか」

「え」

　伊い坂さかの脳内辞書が反応した。

　疲労自体は多くの病に起きる症状だ。しかし慢性的な疲労と食欲不振、足の力が入りにくい。さらに、元気がなくエネルギー不足になる病気。

　加えて長い船旅で、かつ騎士全員に症状があるとくれば。

「あのぉ、レシア副隊長様。この船旅ですが、港を出てどれくらい経たちますか？」

　質問を挟むと睨にらまれた。

「あんた誰？　魔ま法ほう医い？　なんか弱っちそうだけど」

「弱っち……スイマセン……」

「まーいいわ。船旅は一月と半分ね。こんなに長くなる予定はなかったんだけど、砂の主に捕まっちゃって。でも敵の海賊だって同じよ。今のうちにあの船をやっつけて、伝説の魔法具を取り返すの。それで十三騎士団の汚名返上、そうよねみんな！」

　レシア副隊長の声かけに「「「「「はい、副隊長！」」」」」と返事をする女性騎士達たち。伊い坂さかは軍船を確認する。船ふな縁べりやマストの所々に砂すな埃ぼこりがこびりつき、長い船旅を感じさせる。

　コーディが甲板に杖つえをついて診断を下した。

「分かりました。では疲労改善の回復魔法を行います。あとは活力上昇として火の魔法を」

「待ってコーディ。これは単なる疲労じゃないかも……」

　伊い坂さかはぐいと杖つえを押しのけた。

　あ、こら邪魔しない！　という彼女の抗議を避けつつ、伊い坂さかはその病の名を告げた。

「これは。脚気かつけ、と呼ばれる病気の可能性があります」
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　──【脚気かつけ】。主に【ビタミンＢ１】の欠乏により発症する病である。

【ビタミン】とは身体を維持する潤滑油の役割を果たす有機化合物のことだ。【Vitamin】の頭文字であるVitaは、日本でも有名な某携帯ゲームと同じ『生命／生活』の意味を持つラテン語を起源とし、人間の生命維持に欠かせない栄養素の一つである。

　人間に必要なビタミンは全部で十三種類あるが、今回重要なのは【ビタミンＢ１】。ご飯などの炭水化物を人体のエネルギーに変換したり、人間の神経機能を正常に保つ役割を持つ。不足した場合、摂取した炭水化物をエネルギーに変換できず疲労やだるさが出現し、また神経機能の障害により足の痺しびれなどが起きる。その他、血行不良による動どう悸きなどが【脚気かつけ】の主な症状だ。

　つまり彼かの女じよ達たちは長い船上暮らしのせいで、ビタミン欠乏症に陥っていたのである！

「バ───ッカじゃないの！」

　お返事はレシア副隊長による素敵な罵倒でした。

「そこの黒髪男、あんたにいいこと教えてあげる。レシアが一番嫌いなもの、それは噓うそつく悪い奴やつよ！　人を騙だます奴やつは大嫌い！　そのレシアに向かって堂々と噓うそをつくなんて、とんだくされ魔ま法ほう医いもいたものね！」

「いや、僕は噓うそをついたつもりは、全然なくて……」

　勢いよく罵倒された。この世界では現代医学どころか〝カガク〟自体が市民権を得ていない。彼女の罵ば詈り雑ぞう言ごんは濡ぬれ衣ぎぬなのだが、魔ま法ほう医い療りようを是とするこの世界では真っ当な意見である。

　が、それも昔の話。いまの伊い坂さかには頼もしい味方がいる。

「でも。コーディなら、信じてくれるよね？」

　彼女は伊い坂さかと旅をする最さ中なか、いくつかの現代医学に触れてきた。王国でインフルエンザ騒動が起きた時、彼女は自らの誇りを賭けて伊い坂さかの味方をしてくれた。

　そう。コーディは魔ま法ほう医いでありながら〝カガク〟に理解を示す、素敵な相棒なのだ！

「はぁ？　なに言ってるんですか、くされ魔ま法ほう医い。普通に考えて信じませんけど」

「えぇ～？　いやほら、僕この前そこそこ活躍したよね？　現代医学すごいよね？　ね？」

「確かに実績は認めます。が、最初からあなたの邪よこしまな方法を全て認める訳にはいきません。だいたい私の魔ま法ほう医い療りようの方がすごいし。負けないし」

「僕も魔法の力はすごいと思うけど、現代医療の力も」

「あと人の杖つえを勝手にどけて、話の腰を折る人も嫌いです」

　伊い坂さかは杖つえをお戻しした。

「あなたが話をしてる時の『僕はいつも正しい』みたいな、どやぁ、な顔もイヤです」

　目をそらす。

「私をたまに子供扱いするのも、すぐ他の女性に鼻の下を伸ばすのも嫌です。大体いま私が話してたのに……まだ回復魔法を試してもないのに。最初から全部ダメみたいな言い方して」

「ご、ごめん、コーディ。そんなつもりじゃ」

「許さないもん」

　コーディは拗すねた。

　リアがぼそりと「金髪、子供」と呟つぶやき、杖つえで小突かれていた。

　乾いた空気が流れて……、コーディは仕切り直すように杖つえで床をついた。

「そもそも、イサカ。今の話には矛盾があります。ぴたぴんぴー、でしたか？　それは食事をすれば摂取できると言いましたが、彼かの女じよ達たちは普通に食事を取っている。違いますか？」

「ビタミンＢ、だね。うん。でもビタミンは食事の量じゃなくて内容の問題なんだ」

　ビタミン欠乏の主な原因は偏食だ。現代日本でも日常生活をインスタント食品に頼りすぎると、気づかない間にビタミンが欠乏し、脚気かつけに近い慢性疲労に陥る場合がある。

「あと脚気かつけに限れば、ビタミンＢ１が不足する有名な原因がある。……レシア副隊長様。お聞きしたいのですが、船上での食事は主に白米ではないでしょうか？」

「ん。なんで知ってんの？　そうよ、レシア達たちの主食は米だけど」

「原因はそれです。白米には、ビタミンＢ１が殆ほとんど含まれていないんです」

　脚気かつけは日本の国民病、と言われた時代があった。

　とくに江戸時代、江戸に住まう一般庶民は一日に白米を五合も食べたと言われ、一方で副菜を殆ほとんど取らなかったことから脚気かつけに悩まされた。江戸から地方に戻り、麦や穀物を食べるとビタミンが補給され体調が良くなる事から【江戸煩い】という異名もついた程だ。

「玄米や麦、パン食が中心の場合この病気は起きません。食事が白米のみ、しかも長期にわたる場合に起きる病です。という訳で治療方法はビタミンＢ１の補給です。あ、でも船に積まれている食材は限られてると思うので、今から東国に戻って米以外を食べれば大丈夫です。江戸時代では雑穀入りの蕎麦そばが人気だったと聞きますし、単純にパンを食べても解決ですし」

　本当の重症者にはビタミン補給剤が必要だが、軽症なら問題ない。

　家に戻り、美味おいしく栄養あるものを食べる。これにて全部解決です！

　よし。今回は特別な薬がなくても無事に……

「解決しないに決まってるじゃない、この大噓うそつき！　そんな噓うそでレシアを騙だまそうったって、そうは行かないからね。第十三騎士団では噓うそは禁止！　大体レシア達たちは、あれ！　あれやっつけるの！」

　レシア副隊長が遠方に漂う海賊船を指差す。いやしかし。

「健康に関わる問題ですし、海賊船は放っておくしか……」

「イサカ。それ以前にいまは砂の主の領域ですから、簡単には帰れません」

　コーディの指摘に伊い坂さかの思考がフリーズした。

　大船の底には、いまも大河のように砂の渦が流れている。この地が砂漠でなく、砂海と呼ばれる所以ゆえんを示すように。

　……もしかしなくても。結構まずい？

「コーディ。方法、ないの？　その、砂の主っていうのを懲らしめて流砂を止めるとか」

「あなた怖い物知らずですね。砂の主の実力は、かの大怪鳥にも匹敵します。積極的にこちらを襲うことはありませんが、その……なんというか、困った生物でして」

「というと？」

「好奇心旺盛なのです。この流砂も、どうも砂漠にいる生物に遊んで貰もらうために作るようで……とくに人間に攻撃されると、大喜びして船にじゃれつく大迷惑な生物です。騒ぎに乗じて砂漠の魔物も集まりますので、刺激しないのが一番。ですのでイサカ、間違っても砂海に、とくに餌になるような物は投げ込まないように。餌に食いつく上に、じゃれついてきますから」

　何そのトンデモ生物。異世界こわい。

「なら、無理やり流砂を突破する魔法とか……？」

「不可能ではないですが、このサイズの船となりますと。それに」

　コーディがレシア副隊長に目を向ける。彼女はいーっと口を横にし、絶対に帰るものかと意地っ張りな顔をしていた。女騎士達たちも、腰元の槍やりに触れて伊い坂さかを警戒している。リアは我関せずとばかりに明後日あさつての方向を眺め、気付けば完全アウェイである。

　コーディが杖つえを肩に乗せた。

「まあでも安心して下さい、イサカ。こういう時こそ私の回復魔法が大活躍するのです。といいますか、さすがに私でも麦やパンに負けるはずがありません。ええ、今度こそ絶対です！　もし負けたら、三回まわってワンでも何でもしてあげますからね！」

　コーディがご機嫌な様子で杖つえを一回転させ、治療を申し出た。魔法による回復は滋養強壮に疲労回復、皮膚まで再生する奇跡の力を持つ。でもさすがにビタミンは無理だと思った。伊い坂さかは前髪を弄いじって考える。ビタミンＢ１不足は脚気かつけのみならず【ウェルニッケ脳症】といった脳の機能障害も引き起こし、最悪の場合【死】に至る。慢性疲労で済んでいる今こそ治療が必要であり、状況が悪化してからでは大変まずい。しかし……

　船も飛行機も一種の密室であり、治療は困難を有する。

　一体、どうしたものか──？
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　色々と思考を巡らせた伊い坂さかだが、まずは状況確認から始めることにした。最初に思いついたのは、遠方連絡用の水晶球を使った東国もしくは王国への支援要請だ。が、現状どちらも通信可能範囲外だという。この場所だと、せいぜい海賊船と連絡が取れる程度しか届かないらしい。

　砂面を流れる流砂の大河は、一向に止やむ気配はなく。砂の主の出現時期から考えて、漂流はあと一月ほど長引くと予想された。レシア副隊長ならびに第十三騎士団は、いまも海賊達たちを追いかけている。コーディが戦闘協力を申し出たが丁重にお断りされた。騎士達たちの誇りにかけ、敵船は彼かの女じよ達たちが打ち取るという。

　疑問に思ったのは伊い坂さかだ。

「あのぉ。あちらの海賊達たちは、何をしたんですか？」

　正規軍から追われる海賊とは何だろう。魔法バリアを使う相手だ、実は海賊王を目指す麦ナントカ海賊団の一味で、身体がゴムのように伸びる人間や三刀流の剣士がいるかもしれない。

　レシア副隊長は名探偵のように海賊船を指差した。

「あいつらは『時の箱』っていう、レシアの国の魔法具を盗んだ悪い海賊なの。箱にアイテムを入れて魔力を込めると、箱の中の時間が進むすごい道具よ！　何に使うか知らないけど」

「そ、そうですか……時間が進む……戦争が起きてもおかしくないような……」

　冗談みたいな話だと思いつつ、伊い坂さかは魔法具らしい双眼鏡で海賊船を覗のぞく。船の甲板にはボロいつなぎを着た黒肌の少年や、同じく質の良くない衣服を着た女性がこちらをじっと窺うかがっている。男女混合なのかと不思議に思った所で食事の時間が来たのか、皿に盛られたスープのようなものが配られていた。彼かれ等らの餌を求めてか、空には時おり燕つばめのような野鳥の姿も見える。砂の海にも海鳥はいるようだ。

　一方こちらの船ではコーディが騎士達たちに回復魔法での治療を始め、女騎士達たちが新鮮な水を浴びたように背伸びをしていた。一部の騎士達たちは銀の胸当てを外しており、薄地のタンクトップ姿がじつに眩まぶしい。

　リアは暇をもてあましたのか、船の端に腰掛け読書を始めている。

　伊い坂さかは早くも暇……ではなく、残っている食料を拝見させて貰もらうことにした。

「レシア副隊長様。船の食料庫を見せて貰もらっても良いでしょうか」

「…………なにすんの？　回復魔法は？」

「そんな目で見られると辛いですけど……僕の魔法は、ちょっと特殊で」

　伊い坂さかは魔ま法ほう医いバッジを見せた。レシア副隊長は渋々許可をくれた。

　案内役を引き受けたのは、イレーヌさんという青髪つり目の女性騎士だった。挨拶をしたが無言でスルーされた。

　下げ甲かん板ぱんに備えられた食材保管庫は、窓のない密室に魔法灯が吊つるされた小部屋だった。豆電球のような寒々しい明かりの下、木製のコンテナボックスや樽たるがロープで固定され並べられている。箱には大量の精米が、箱本来の許容量を超えて保存されていた。伊い坂さかの腰元につけた魔法袋と同じく、魔法にて容量を増大した貯蔵庫だ。副菜は玉たま葱ねぎや小麦粉が少量あるだけで、騎士全員分となると難しい。一方で、酒さか樽だるや飲料水は十分に予備があり保存状態も良好だ。漂流期間の割に質が良いのは、魔法による保存技術の恩恵だろう。

「それにしても、米と、ワインと水ばかりですね」

「私わたし達たちにとって米は力の元。何か問題がありますか、怪しい魔ま法ほう医い様」

　怪し……そんな事はないのだが……

　折角なので船内も案内してもらった。騎士団の乗員は甲板に揃そろった約三十名でほぼ全員。彼かの女じよ達たちの寝室は手狭なスペースに段ベッドを打ちつけた素朴なものだ。主動力はコーディのイカダと同じく魔法らしいが、詳しい仕組みまでは分からない。

「イレーヌさん。他に食材はありませんか？　米以外なんでも構いません。パンや麦など」

「その質問に意味はありません。何故なぜなら怪しいからです」

「いや……僕は噓うそをついてるつもりは、一切ないのですが……」

　最後に船長室を見せて貰もらった。甲板から繫つながる室内には、机に砂海の地図と羅針盤が無造作に放置されていた。【方位磁石】が利用されている事に感心した伊い坂さかは、ふと船長室の最さい奥おうに飾られた絵画に気づく。白マントに銀ぎん槍そうを構えた、小太りな男が巨大な魔物アリに矛先を向けた絵だ。聞けば、武ぶ国こくグリムヒルの建国者にして英雄グリムドファーの肖像画だという。

　甲板に戻り、イレーヌさんは無表情のまま伊い坂さかに会え釈しやくをした。

「お話は以上で宜よろしいでしょうか。用がなければ失礼します、偽りの魔ま法ほう医い様」

「あ、待ってください、イレーヌさん。……実は、折り入ってお願いがありまして。貯蔵庫にワインがありましたけど、皆さんに、お酒を控えて貰もらうことは可能でしょうか」

　アルコール摂取による人体への影響の一つに、ビタミンＢ１が消費される現象がある。実際【アルコール依存症】の患者に脚気かつけはよくみられる病だ。ビタミン摂取が困難なら、排出量を抑えるしかない、……と思う。

　イレーヌさんの瞳が野の良ら猫ねこのように輝いた。騎士達たちが集うデッキ上のせいか、休憩中の騎士からもじっと注目を受ける。回復魔法中のコーディからも、さりげなく。

　気のせいか、随分と寒々しい空気のような……？

「魔ま法ほう医い様。私わたし達たちは船の部品ではありません。娯楽が必要なことは、ご理解頂けると思います」

「でも今は非常時ですし、健康のために大切なことです。そこを何とか」

　お願いします。頭を下げると、彼女はしばらく考えた末に頷うなずいた。

「わかりました。少々お待ちください」

　内心ホッとする。検討して貰もらえるだけでも有あり難がたいと思った。

　伊い坂さかの、健康への誠実さが伝わったのかもしれない。

　まずは一歩、とがんばる伊い坂さかの元にイレーヌさんが戻り、もう一人別の女性を連れてきた。栗くり毛げ色の髪をした女性騎士は名をソフィーさんといい、出るところは出ている大変スタイルの良い女性だ。シャツ一枚の薄着が桃のように豊かな膨らみを主張している。

「魔ま法ほう医いさま、禁酒に関する詳しい話をお聞きしたいので、こちらへどうぞ～」

　ソフィーさんに案内され、伊い坂さかはなぜか階段を下ろされた。

　到着したのは船底にある、異様に暗くて狭い小部屋だ。木造船のパーツが無造作に飛び出したそこは倉庫の一つなのか随分と埃ほこり臭い。

　部屋に足を踏み入れて、ふと思った。

　……禁酒の詳しい話って、何だろう。

　後ろ手にパタンと音がした。鍵が落ちる。ん？

　振り返ると薄闇の中、ソフィーさんが右手に黒々と光る……鞭むちを弄びながら、笑っていた。先程までの明るい笑顔はどこへやら、栗くり毛げの下に大変サディスティックな微笑を……あれ？

「うふふ。男の魔ま法ほう医いさま……？　イレーヌや皆との相談により、あなたが噓うそをついている悪い男の可能性が高いと判断されましたぁ」

「ふぁっ!?」

「私わたし達たち、第十三騎士団では、噓うそは御ご法はつ度となんですね。でも、まだ決まった訳ではないんです。ですので身体に聞くことに致します。……ね？」

「ええっ!?　ち、ちょっと待ってください、なんでそんな話にひえっ」

　鞭むちが床に打ち付けられた。白い傷が走る。

　気がつくと壁かべ際ぎわに追い詰められ、足下の木箱に足を取られ尻餅をついていた。どうしよう。全く意味が分からないが状況がまずいのは分かる。にんまり笑顔のソフィーさんが迫り、伊い坂さかの前で紫色の宝石が下げられたネックレスを翳かざす。青色に発光する毒々しい魔法具だ。

「これはいわゆる、噓うそ発見器。今からする質問に、あなたがショージキに答えてくれれば何も起きないけどね？　宜よろしいですかぁ？　一度でも噓うそついたら、いじめるからね？」

「……あ、あの。質問って一体」

「返事は？　踏まれたい？　あなたＭっぽいものねぇ」

　伊い坂さかは震えながら頷うなずく。気品溢あふれる女性騎士団は一体どこに居るのだろう。というか何も悪いことはしてないし、噓うそをつく理由もない。

　唾を飲み、冷や汗が噴き出して──

「そうそう。もし正しい答えを話したらその分、私わたし達たちも話を聞いてあげるし何でもしてあげる」

「……え。本当ですか!?」

「疑ったお詫わびにね。騎士に二言はありませんわぁ」

　チャンスだと思った。彼かの女じよ達たちの質問に答えれば、伊い坂さかの話を聞いて貰もらえる。禁酒に食事改善。お願い事は山積みだ。一発逆転ホームラン、十分狙える！

「じゃあ……お願いします！」

「いい返事。じゃあ、しつもんその一。あなた童貞？」

「ごふっ」

　初手から爆弾が飛んできた。伊い坂さかの額に汗が浮かび、どうしようかと悩んだが……

「……は、はい……経験は、その。ございません……」

「その二。キスは？」

　伊い坂さかは首を横に振る。そもそも女性とお付き合いした事がありません。

「その三。金髪の子と、黒ローブの女の子。どっちが本命？」

「ふぇっ!?　い、いえ彼かの女じよ達たちとはそういう関係ではなく医療のパートナーでして」

「あら見苦しい。小さな船に男が一人、女が二人。なにも起きないはずもなく……」

「ちち、違います！　何も起きませんし彼かの女じよ達たちは大切な仲間でして」

「その四。胸は大きい方と小さい方、どっちが好み？」

　ソフィーさんの手が伊い坂さかの顎をそっとなぞる。彼女のふくよかな胸元が迫り、伊い坂さかの身体が生理的に反応して、顔が焼きたてパンのように熱くなる。

「……ど、どちらかと言えば、小さい方で」

　紫色の宝石が輝いた。

「いや本当です噓うそついてません！　これは事実でひえっ」

　木箱に鞭むちが振り下ろされる。箱がばっくり割れた。

　当たったら確実に超痛いと思った。何でこんな事になったのだろう。

　伊い坂さかは何かしただろうか。

　ダメだ、全くもって分からないし、痛いのはやっぱり怖い──

「次はないからね？　その五。米でなく野菜やパンを食べると元気になる。その話は噓うそ？」

　ソフィーさんの瞳が、糸を引いたように細くなる。どきりとして、横を見た。割れた箱は無残な姿を呈していた。伊い坂さかは一度も噓うそは答えていない。それでも光った。

　どうしよう。どう応えよう。……いや。

　噓うそは、ついていない。それに、今の質問は健康に関する問いだ。伊い坂さかは人が元気になる方法において、噓うそをつく意味もなければ理由もない。鞭むちで叩たたかれても。

　ゆっくり頷うなずく。

「本当です。噓うそは、ついていません」

「その六。あなた魔法は使えない？　なのに魔ま法ほう医いバッジをつけてる。どうして？」

　伊い坂さかは王国での出来事を説明した。魔法は使えないが、自然にある薬剤や物質を利用して、人を治療してきたこと。

「七。今のは全部、作り話。あの金髪の魔ま法ほう医い様がお馬鹿で、あなたに騙だまされてる可能性は？」

「彼女を騙だましたら、砂の海に放り出されます。そもそも彼女は、とても頭の良い人です」

　言葉に力を込めて、彼女に返す。そこで、ようやく気がついた。

　これは、……伊い坂さかへの試験だ。自分は試されている。正直者か噓うそつきか。

「最後。もし今の話が噓うそだったら、どうされたい？」

「……僕を、好きにして頂いて構いません。ですので」

　返す刀で、言葉を押し出す。

「ソフィーさん。疑うなら試してみてください。本格的な脚気かつけにはビタミン剤も必要ですが、僕の意見はまずパンや肉を食べ、お酒を控えて欲しい、という簡単なものです」

「パンねぇ。全員分はないわよ？」

「最初は症状の重い人だけでも構いません。……後のことは、考えがあります」

　食料庫は調査した。全員分のビタミン補給が不可能なのは確認済みだ。その上での作戦があるが、まずは今回の病が栄養不足であり、食事で解決することを証明する必要がある。

　ソフィーさんは猛もう禽きんのような瞳で伊い坂さかを観察した。指先に下げた魔法具は光らない。

　彼女が身を引き、手首を捻ひねって宝石型の魔法具を床に落とす。

「あげるわぁ。噓うそ発見器なんて真っ赤な噓うそ。ただの玩具」

「……ソフィー。どうだ？」

「ええ。こちらの魔ま法ほう医いさま、純情無む垢くの童貞さん。噓うそをついて私わたし達たちを騙だませるタイプではありません。これでもし噓うそをついてたら、私をもみくちゃにして構いません、イレーヌ」

　そして騎士ソフィーさんは自らの胸元に手を当て、伊い坂さかに正式な礼をした。

「分かったわ──いえ、分かりました。その言葉、額面通りに受け取ります。騎士ソフィーの名にかけて。私はこう見えても副隊長様を慕っています。恥をかかせないでくださいね？」

　凜りんと応えたソフィーさんの口調に、先程までの小悪魔めいた感じはない。

　そこに居たのは東国の、一人の律りち儀ぎな女性騎士だ。試験には合格、いや信頼の欠片かけらを頂いた。誠実な言葉には、きちんと結果で返したい。伊い坂さかの心が脈動を始める。
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　脚気かつけの診断にはとても有名な方法がある。

　まずは椅子に腰掛け膝を組んでもらい、片足をぶらぶらさせる。次に前方に突き出した方の膝下、お皿の下縁にあるくぼみに狙いを定め、手しゆ刀とうを構える。勢いよく、くぼみを叩たたくと、患者の足先が引きつったように条件反射で跳ね上がる。ちゃんと上がれば正常だ。

【膝しつ蓋がい腱けん反射】という脚気かつけの検査で、現代では小学生の遊びとして流行はやることもあるが、元々日本では二十世紀半ばまで小学校の健康診断として行われた由ゆい緒しよ正しきものだ。

　伊い坂さかは彼かの女じよ達たちに検査方法を教え、騎士達たちの中でも症状が芳かんばしくない騎士を選んで貰もらった。

　ソフィーさんの案内で現れた女性騎士は小柄な子で、最近ひどく疲れがあり、やむなく休憩を言い渡されることもあるという。今回は彼女に、集中的に食事を取って貰もらうことにした。

　ビタミンＢ１は多くの食材に含まれている。麦や豚肉を代表に、野菜ならニラや玉たま葱ねぎ、芋類など様々だ。特にニンニクやネギに含まれる臭気成分【アリシン】は、ビタミンＢ１が体内に留まるのを維持するため効果が高い。

　一方でビタミンＢ１は調理法によるロスも大きく、加熱調理を行うと五割近く破壊される。水溶性でもあるため長時間の水洗いも好ましくない。裏を返せば煮物等などのだし汁にビタミンが溶け込んでおり、豚汁をスープまで平らげると美味おいしく摂取できる──と細かな特徴はあるが、本来意識せずとも摂取できる栄養だ。小細工は、不要。

　伊い坂さかは自じ分ぶん達たちの食料であるパン類に加え、船内にあった玉たま葱ねぎ等も特に工夫なく食べて貰もらった。野菜からの摂取量は雀すずめの涙だが我慢して貰もらう。本当は生食が一番良いが、衛生面の問題もあるため基本は加熱調理で良いだろう。

「私は生も捨てがたいけどね……オトコはやはり生でないと」

「ソフィーさん、それ別の意味で言ってますよね!?」

「あら童貞さん、生の良さを知らないの？　まあでも、知らないのなら今後が楽しみね……」

　何故なぜか同席したソフィーさんが伊い坂さかの鼻をつつく。

「とくに初キスは大切よ、童貞さん。何せファーストキスは魔法の味、どんな眠り姫だって一発で目覚める魔法なの。……見つかるといいわね、素敵なお姫様」

　伊い坂さかは何となく、彼かの女じよ達たちには一生勝てないような気がした。

　そうして食事を続ける傍かたわら、伊い坂さかは甲板にて双眼鏡を手にしていた。海賊船は鬼ごっこから逃げる子供のように舵かじを切り、砂の主の流砂外周を辿たどって逃亡を続けている。伊い坂さかはじっとその様子を観察する。彼かれ等らは時おり甲板で食事を行おこなっていた。雑穀や乾いたビスケット、それに薄味そうな豆スープだ。




[image: ]




　五日後の夜、伊い坂さかは船長室にて経過報告を行おこなった。

「はあぁ？　体調が良くなった？　なにかの間違いでしょ!?」

　レシア副隊長が机を叩たたき、勢いで地図や羅針盤がテーブルから転げ落ちる。

「あのね。レシア、何回も言ったよね。噓うそは嫌いだって！」

「ですが皆さんからの、ご報告が届いていると思うのですが」

「うぐっ」

　報告書は、どうやら見て頂けたようだった。

　提示した例は一つだ。偶然と言われても仕方ないし統計的にも無意味だろう。それでも一人の患者の倦けん怠たい感が改善され、身体が軽くなったと結果を出した。

「た、確かに良くなったみたいだけど……てか何なのコイツ……魔法も使わないし、ヘンテコ魔ま法ほう医い……それで？　レシアにどうしろって？　引き返すこともできない、食料庫の野菜も少ない。話は分かったけど、全員にパンでも配れ、って？」

　伊い坂さかは首を左右に振る。食材不足は承知の上だ。これは次のステップへと進む、足がかり。

「レシア副隊長様。僕から提案があります。ちょっと受け入れ難がたいと思いますが」

「勿もつ体たいぶってないで言いなさいよ」

　それでも少々、言葉に悩んだ。

　──よし、と覚悟を決める。

「海賊船に、食料の交換を提案したいと思います。どうでしょうか」

　副隊長の瞳が銀色に輝いた。船が風に煽あおられ、軋きしむ。

　小さくても彼女は部隊の副隊長だ。気迫に押されそうになり、踏みとどまる。

「副隊長様。外との連絡が取れない今、僕ぼく達たちが唯一接触できるのは海賊船です。そして海賊船を何度か確認しましたが、彼かれ等らは豆のスープのようなものを口にしていました」

　種類にもよるが、豆類はビタミンＢ１が豊富な食材だ。他にもカルシウムや亜鉛など、一般的に【ミネラル】と呼ばれる成分も数多く含まれている。

「それ。意味分かってて、言ってるよね？」

「僕なりに。……和解の道を探るのも一つの方法かと」

「あたしは正義の騎士レシア・ミウ。誰がそんな冗談に乗るもんか、このインチキ魔ま法ほう医い！」

「僕をインチキと呼ぶのは構いません。でも、これは騎士団の健康に関わる問題です。副隊長様には、皆さんの命を預かる義務があると思います」

「ぐっ。……そ、そう言われると辛つらいけど！」

　レシア副隊長は顔を引きつらせて唸うなった。

　彼女は一部隊を率いるリーダーだ。その説得こそ、病解決の鍵になる。

　脚気かつけは日本史において有名なエピソードが存在する。森もり鷗おう外がいによる脚気かつけ細菌説。当時の陸軍軍医、森もり鷗おう外がいは麦飯による脚気かつけ改善の経験則が知られていたにもかかわらず、脚気かつけが細菌によるものという自説に固執して多くの患者を出し続けた。当時の医学ではビタミンの証明が不十分であった等やむを得ない部分もあるが、上層部の指示があれば解決できた説も根強くある。

　脚気かつけは知識との戦い。常識との戦いだ。

　それに、……彼女はこの病の厄介さに気づいている。

「レシア副隊長様。最初にお話しした、気合いが足りない、というのは噓うそですよね？」

「え。な、なんで知ってるの!?」

「ソフィーさんや他の方からお聞きしました。副隊長様は大変怒りっぽいですが、一方で隊員が怪け我がをすると大慌てで見舞いに来ると」

「どうでもいいじゃん、そんなこと！　副隊長として当たり前だし？」

　伊い坂さかは苦笑する。この副隊長様は口調に反して、とてもお優しい。

「副隊長様は気合いが足りないと言いながら、元気のない彼かの女じよ達たちを心配していたとお聞きしました。ですから救援信号を出した、と。でなければ正規の騎士団が、他国の魔ま法ほう医いの力を借りようとは思いません」

「そ、そんなことないもん。レシアの単なる思いつきだし」

「それでも素敵なことです。ですから解決方法として、……もう一度お願いします。海賊船との交渉を。これ以上無理な戦闘を行い、もし敵船を沈めたら、こちらの方が危険です」

「だから無理だって！」

「栄養不足やビタミン不足は、真綿で首を絞められるのに似ています。気がつかないうちに身体に疲労がたまり、気付いてからでは手遅れになります」

　その時、レシア副隊長はきっと悲しむはずだ。

　五日間の間、伊い坂さかは騎士ソフィーさんを始め何人かの騎士達たちと仲良くなった。彼かの女じよ達たちはとても気さくで、少々えっちで楽しい人ひと達たちだった。断酒にも励んでくれた。

　──今なら間に合う。軽症のうちに事態を収めれば。

「それでもダメ。絶対ダメだから！」

「どうしてですか。海賊の盗んだ『時の箱』が貴重品なのは分かりますが、それでも健康には」

「箱なんかどうでもいいし！」

「……え？」

　彼女がしまったという顔をした。

　レシア副隊長はぐっと下唇を嚙かんで「だって」と拗すねた声で。

「お姉ちゃんの名誉が、かかってるんだもん。……ううん、お姉ちゃんと、レシアだけじゃない。みんなの。レシアがポカして迷惑かけたぶんの名誉だもん」

　口にして諦めがついたのか、レシア副隊長は投げやりに椅子に腰掛ける。小さな身体を揺らし、ふてくされた様子で。伊い坂さかに、この船に隊長がいない理由を教えてくれた。







　彼かの女じよ達たちの隊長にして副隊長レシアの姉、シレジア・ミウに処分が下されたのは、武ぶ国こくグリムヒルの威信を賭けた竜討伐での出来事だ。新設された第十三騎士団の初陣でもあり、彼かの女じよ達たちは武ぶ国こくの若き新王と共に、北部トリア山脈へと赴いた。

　事件は竜との交戦直前、山岳下方に魔物が出没したとの一報から始まる。レシア副隊長に助けを乞うた男は身体中に傷を負い、水を受け取ると一気に飲み干し、息も絶え絶えに窮状を訴えた。村の住人達たちが、熊のような怪物に襲われている！

　レシア副隊長は即座に別働隊を率いて転進。人々を助ける正義の騎士として立ち向かい──そこに村はなかった。

「あの男は魔物の味方だったの。本当の理由は分かんないけど、とにかく騙だまされたの」

　魔物の不意打ちを受けたレシア副隊長は敗退を余儀なくされ、その失態の責任をとる形で隊長シレジア・ミウは降格処分となった。現在は王城の牢ろう屋や番を務めているという。張本人であるレシア副隊長もまた部隊ごと左遷され、辺境の海域警備という形で現在の任についている。

　もちろん騎士レシアは副隊長を辞任すると申し出た。しかし皆の反対を受け、今も騎士団の長に留まっている。事実上いまの長は彼女だが、第十三騎士団の隊長は今でも騎士シレジアであり、彼女は副隊長という名を変えずにいる。

　──復帰条件はひとつ。敵を倒し、汚名返上あるのみ。

「だから、レシア達たちは敵を倒す。今度こそ騙だまされない。しかも相手は魔法具を盗んだ悪い奴やつだって分かってる。今度こそやっつけて、お姉ちゃんの名誉を取り戻すんだから」

　話を終えた彼女は船長室の入口を示して告げた。

「ヘンテコ魔ま法ほう医い。話は分かったわ。でも海賊と話し合うのは無理。それはレシア達たちに、悪い奴やつと手を組めっていう意味なの。あたしは正義の騎士レシア・ミウ。悪い奴やつは大嫌い。あんたの話は噓うそじゃないかもしれないけど、出来ないものは出来ない。分かったら出て行って」

　それを最後に彼女は黙る。伊い坂さかは何度か訴えたが、彼女が受け入れることはなかった。
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　砂漠の夜は肌寒いと聞くが、砂海の夜もぐんと冷え込んだ。刺すような風を受けながら夜空を見上げる。眩まぶしい三日月に伊い坂さかは目を細めて息をついた。魔法を動力源とした船は、今はエンジンが切れたように静止している。

　──これは、……どうしよう。大変、困った。

「寒っ……」

　防寒具として貰もらったマントを身体に寄せ、船ふな縁べりに手をつき、息を吐いて──

　ふと袖を引かれた。

　リアが、夜闇に溶け込む黒ローブ姿のまま、面白くなさそうに伊い坂さかの横で溜ため息いきをついた。

「あなたの真似まね。元気なさそう」

「う。ごめん……うん。どうしようかなと思って」

　レシア副隊長の話を、名誉の問題だと切って捨てるのは難しい。戦果をあげ凱がい旋せんすることは、彼かの女じよ達たちの隊長の救済にも繫つながる。

「それでも、僕としては健康第一だと思うんだけど……リアは、どう思う？」

　彼女に一通りの事情を説明する。返事は素っ気ないものだった。

「どうもしない。治療を拒否したのは相手の選択。最適解を提示したのに、選ばないのは相手の問題。自己責任」

「それは、そうかもだけど……後になって辛つらい思いをするのは嫌だよね。それにさ。元気になって喜ばない人はいないと思うし。ね？」

「拒否する相手を治療する義務はない。それも魔ま法ほう医いの仕事？」

「うーん。仕事とかそういう問題じゃなくて……なんだろ」

　伊い坂さかの性分としか言い様がない。助けられる人は助けたい。

　なんとかしたい、という本能的な欲望だ。助けないと、とても悲しくなるというか……

　リアが呆あきれ、甲板の端を示した。

「レンの考えは理解できない。でも。似た生物ならよく知ってる」

「生物？」

　あそこ、と彼女が路肩に生えた雑草を示すように指を向ける。甲板の隅に何かいた。目を凝こらす。どうやら金髪の女の子のようだ。その顔は、なんか株かＦＸで全財産を溶かしたかのように魂が抜けていた。体育座りのまま、お経のような言葉をぶつぶつ呟つぶやいている。

「大根に負けた魔ま法ほう医い、ついにパンに負ける……私は王国サイキョー魔ま法ほう医い、王国の代表、魔ま法ほう医いの代表、世界の代表……ぐすん……回復魔法も一時的には効果がある……間違いない……でも長い目で見れば、実績はパン……」

　コーディは目に涙を浮かべ、時折ぐしぐしと鼻水を啜すすっていた。

　……いや。そういう意味で、治療した訳ではなくて。

「ええと。コーディ？」

「なんですか、くされ魔ま法ほう医い。あっちいけ」

　彼女は大福みたいに頰を膨らませ、妬ましげに伊い坂さかの膝を杖つえでつつく。お前なんか嫌いだもん。腹立つもん。王国魔ま法ほう医いの威厳はどこへやら、完全にぶんむくれて人様にお見せできない顔でお怒りだった。

「コーディ、えと、魔法にも凄すごい所はあるから。今回はたまたま……」

「医学にたまたまなんか、ないもん。事実は事実だもん。大体なんですか、パンって。パン！　その辺の畑に生えてる麦ですよ!?　私が、一生懸命勉強した回復魔法が、普通の農家のお兄さんが育てた麦をもぐもぐ食べれば元気になるって一体どういう了解ですか!?　もうっ！」

　彼女はついに自慢の金髪を抱えて塞ぎ込んでしまった。勢いで眼鏡がズレている。

「私のこと道化だと思ってるでしょ。アホな犬だと思ってるでしょ」

「いやそんなことは」

「わんわんわん！　これでいいわよね！　くぅ……うぅ～っ！」

　コーディが顔を真っ赤にしながらチワワのように吠ほえた。不覚にもキュンときた。彼女は元々小さく愛らしい。彼女の健けな気げなわんわんが、妙に心のツボに塡はまった。可愛かわいいな、と。

　そういえば以前、伊い坂さかの知人のオタク系看護師が「猫耳も良い、犬耳も良い、ウサギ耳もロバ耳も良いぞ」と話していた記憶がある。少し分かる気がした。どうしよう。

「って、なに笑ってるんですか！　あなたが犬真似まねしろって言ったんでしょう!?」

「言ってないよ！　コーディが勝手に約束したんだよね？」

「そんなこと言ってな…………お、覚えてない！」

「覚えてるよね!?　あ、ティッシュつかう？　お腹なか空いたよね。ご飯たべた？」

「イサカ、あなた私に犬の餌あげておけば元気になると思ってません!?」

「じゃあお酒は？　船に積んでるお酒、東国産のワインで甘口で美味おいしいんだって」

　うっ、とコーディは一瞬物欲しそうな顔をしたが、下唇を嚙かんで我慢した。

「いりません。騎士の皆さんが断酒をしているのです。私だけ楽しむ訳にはいきません！」

　つい苦笑が零こぼれてしまう。じつに彼女らしい返答だ。

　伊い坂さかは代わりに自分の外がい套とうを彼女の肩にかけ、残り少ないポケットティッシュを渡す。コーディは恨めしげに鼻を嚙かんだ。

「いっつもこうです。あなたと居ると、自信がなくなります。悔しい」

　それは単なる知識と環境の差だと思った。もし彼女が現代に生まれたら、素晴らしい医者になると思う。性格はきつい女医さんになりそうだけど。

　彼女は金髪を払い、仕方なさそうに立ち上がった。

「もういいです。いつまでも、うじうじしてても仕方ありません。……それで？　話は一体どうなったのです。ええ、今回も私の負けです。仕方ないから聞いてあげます。何やら海賊と交渉すると聞きましたけど？」

「そう思ったんだけど、納得して貰もらえなくて。正直どうしようかなと」

　彼かの女じよ達たちには重要な任務がある。魔法具の奪還以上に、敵を倒して武勲を上げること。コーディに説明しつつも、正直なところ状況を打開するのは難しいと──

「まったく。その程度の話でしたら、イサカ。簡単な方法があるでしょう」

「え」

「私を誰だと思っているのです。王国サイキョーの魔ま法ほう医いですよ？」

　コーディが甲板の後方を示した。そこにはロープで固定された、伊い坂さか達たちのイカダがある。

「騎士団の方々が交渉を行わないなら、私個人が交渉する。彼かの女じよ達たちの誇りか何か知りませんが、私わたし達たちは部外者です。勝手に動く分には、お伺いを立てる必要もありません。……まさか、戦力的に不安だとは言いませんよね？　騎士の方々には止められましたが、あの程度の魔法バリアなら私が本気を出せば貫けます。第一！」

　彼女は杖つえ先さきを伊い坂さかに突きつけ、

「何事も患者が最優先。騎士達たちの言い分も分かりますが、私わたし達たちは魔ま法ほう医い。違いますか？」

　そう告げて、笑った。

　……言われてみれば、そうだと思った。うん。

　伊い坂さか達たちは医療人。元気になるのに手段は問わない。そして魔ま法ほう医いコーディは極めつけの実践派で、必ず結果を優先する。伊い坂さかが彼女を信頼する大切な理由だ。

「分かった。じゃあ、お願い。……ありがとう」

　礼を告げると彼女は当然とばかりに金髪を流して甲板後方へ向かい、イカダを縛るロープを魔法で切断した。軽やかに飛び乗る。伊い坂さかも彼女に続いて、船によじ登る。海賊達たちが交渉にどう対応するかは分からない。それでも挑戦したいと思った。

　最後に、伊い坂さかは騎士団側に残っているリアと顔を合わせる。

　彼女は理解できないとばかりに、冷めた目をしていた。

「レン。金髪。騎士達たちは救援を拒否してる。海賊は敵。その行動になんの得もない。そこまでする理由はあるの。それとも、私がおかしい？」

「いいえ。安心なさい、錬金娘。おかしいのはイサカ、次いで私です。……ですが私は魔ま法ほう医い、人を助けることが生なり業わいです。そして大変悔しいですが、この男の医学に対する嗅覚はとても鋭いのです」

「そういう問題じゃない」

「かもしれませんね。……錬金娘、あなたは船に残ってなさい。それと一つ、頼まれ事を宜よろしいですか？　あなたに頼むのは気乗りしませんが」

　コーディが一度船を降り、リアに耳打ちする。

　リアは帽子を目ま深ぶかに被り、了解したと頷うなずいた。

「でも、レン。私には、レン達たちの行動は理解できない」

　その返事を、伊い坂さかはちょっと寂しく感じた。







　間近で見た紅旗の海賊船は予想以上に古びていた。船体の節々に傷跡があり、傾いた難破船を思い浮かべる。その感触は甲板に立つ事でより強くなった。船には見張りの一人も見当たらず、逆に不自然だとコーディが口にする。手すりやデッキを維持する木材は所々が剝げ落ち、魔物に食い破られたような穴すら窺うかがえる。

　コーディは相手と直接交渉しようと提案し、船内へと降りる階段に足をかけた。

　伊い坂さかも続いて……ふと違和感を覚える。足裏に──土の感触？

　コーディが靴で階段を叩たたいた。

「魔法で操るゴーレムの類を、土塊にして作成した急造品ですね。材質は……ただの土です。いくら魔法でも、土で補強するのは不自然ですが」

　船体にはいくつか魔法で硬直化された土が埋め込まれていた。泥船という言葉を思い出した伊い坂さかは海賊船にしては妙だと思い、その疑念は数分と経たたず確信へ変わる。

　船内にある寝室の一つを覗のぞいた時だった。ドアのない部屋は狭苦しい空間に藁わらを敷き詰めた粗雑なもので、やせ細った少年や若者が息を潜め、寝苦しそうに雑魚ざこ寝ねをしていた。何か変だと感じた伊い坂さかはふと、一人の少年に目を凝らす。

　浅黒い肌をした、伊い坂さかと同年代の男性だ。そのふくらはぎに、黒い痣あざが見えた。皮膚が、乾いたようにささくれているのだ。その少年以外も全体的に体格は細く、海賊という荒くれ者の印象からは程遠い。

　先行するコーディに耳打ちした。

「コーディ。ちょっとだけ時間あるかな」

「なんです？」

　寝室にいる浅黒い肌の少年を示す。正直に言えば、気になった。

　──船上の病と聞いて、誰もが閃ひらめく病がある。【壊血病】だ。

　脚気かつけがビタミンＢ１不足とするなら、こちらは【ビタミンＣ】不足により発症する病である。ビタミンＣは体内の【コラーゲン】合成に関与し、コラーゲンは人体の細胞をくっつける接着剤のような役割を持つ。ビタミンＣ不足は肌の接着を弱めてささくれを起こし、血管の結合も弱くなることで内出血が発症、ふくらはぎ辺りに斑点状のあざができる。悪化すれば内出血により歯茎から血が出る恐怖の病だ。

「あの子なんだけど、ちょっと診ていいかなと思って」

「イサカ。私わたし達たちいま敵船に忍び込んでいるのですよ？　頭おかしいんじゃないです？」

「う、うん。ごめん」

　謝りつつ、でも後でもう一回お願いしようと考えた時、廊下で足を止めた。

　女の子がぶっ倒れていた。黒髪の女性で、腰元に金属製の魔法杖つえを下げていた。

　……。

「コーディ。診ていい？」

「まったく……何なんですか、この船。海賊船じゃないですよね、絶対」

　空き部屋に黒髪の女性を運んでコーディが回復魔法を使いつつ、伊い坂さかは首筋に触れて呼吸と脈拍を確認する。女性が気付いて伊い坂さか達たちを見上げた。たれ目がちの瞳が愛らしい、伊い坂さかと同年代と思われる女性だ。白くゆったりしたローブの左胸には、小さなバッジを付けている。魔ま法ほう医いバッジに似ていたが、杖つえではなく鷹たかと十字の紋様だ。コーディが気付く。

「そのバッジ、あなた東国の魔ま法ほう医いですね。何故なぜこの船に？」

「……あなた達たちは？」

「僕ぼく達たちは旅の魔ま法ほう医いです。いま回復魔法を使ってますから。……ゆっくり深呼吸」

　伊い坂さかは彼女を落ち着かせるように声をかける。大丈夫、大丈夫……

　黒髪の女性はひとつ呼吸を挟んだ後、自らを魔ま法ほう医いミカノと名乗り、コーディの魔ま法ほう医いバッジに驚いて身体を起こした。

「王国の魔ま法ほう医いですか？　……でしたら、お願いがあります。どうか船の皆に回復魔法を」

「分かりました。ですが、あなた。この船が海賊船という事実を知った上でのことですね？」

　ミカノさんは肩を震わせ、頷うなずいた。

「責任は私がとります。ですから、お願いします。回復魔法を試しているのですが、思うように効果が出ないのです」

「……分かりました。話は後で」

　コーディが了承し、伊い坂さかも頷うなずく。

　とはいえ脚気かつけ同様、ビタミンＣ不足にすぐに対処できる訳では──いや。待てよ？

　この船に限れば、方法がある。

「ミカノさん。体調が大丈夫でしたら食料庫を拝見させてください。あ、休んでからでも」

　大丈夫です、と彼女はすぐに船体地下の食料庫に案内してくれた。コーディは一応罠わなを警戒したが、彼女はそんな事を考えるまでもなくフラフラしていた。

　乾パンやビスケットが保管された食料庫の中、伊い坂さかは目的としていた豆スープの原料を見つける。欲しかったのは大豆や緑豆だ。大豆は『畑の肉』と呼ばれるほど栄養価が高く、必須アミノ酸など良質なタンパク質を含む話は有名だ。無論ビタミンＢも豊富に含まれている。ただし、ビタミンＣは含まれていない。……が、ある技を使えば。

「ミカノさん。こちらに『時の箱』という魔法具があるとお聞きしたのですが……」

　彼女は少々躊躇ためらったのち、腰元の袋から『時の箱』を取り出した。コーディが「ずいぶん素直に出しますね」と口にする。初めて目の当たりにした魔法具『時の箱』は黄金色に輝く小箱で、中央に人間の目と砂時計を象かたどった模様が刻まれている。

　伊い坂さかはまず瓶を用意し、少量の大豆を入れて水洗い。その後に容器の半分ほどに水を注いだのち改めて大豆を浸す。その瓶を、時の箱に入れて蓋ふたを閉める。で、

「コーディ。時間を数日進めたいんだけど……」

「簡単に言いますね。魔法具にも使い方があります。調べますので。時間はどの程度？」

「えーと、五日くらい？」

　伊い坂さかの前でコーディは箱を弄いじくりまわした後、表面の砂時計の印に指先を置いた。青白い光が箱を包み、コーディの額に汗が浮かぶ。

「くっ……さすがは国宝級の魔法具、辛いですね。魔力の消費というより集中力が要ります。この魔法具自体、生半可な魔法使いには扱えそうにありません」

「よくわからないけど、これ途中で蓋開けたらどうなるのかな」

　タケノコを植えて数年進めたら、どうなるのか。時間経過中に箱を開けると、早送り映像が見えるのか。ちょっと気になる……という横で、コーディが説明を挟んだ。

「イサカ。この魔法具、時間を進めている間は絶対に開かない仕組みのようです。時間経過は千年が限度のようですが、まあ、そんなに使うことは無いでしょう。……終わりました」

　千年、と驚きながら伊い坂さかは蓋を開ける。

　瓶詰めの大豆からは、やせ細った白い髭ひげがひょろひょろと大量に伸びていた。現代でお馴な染じみ、庶民の味方。もやしの完成だ。

「な、何ですか、イサカ、この変態じみた生物は。種から白くてうねうねした触手が出ています。危険なものではありませんよね？」
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「変態……王国だと一般的じゃないのかな。もやし、なんだけど……」

　大豆や豆類には本来ビタミンＣは含まれないが、発芽した植物はその成長過程でブドウ糖からビタミンＣを合成産出する。更にもやしは日光がなくても成長するため、自宅でも潜水艦でも栽培できる優れもの。かの日露戦争においても当時のロシア軍はもやしの栽培法を知らず、豆スープばかり食していたため壊血病に悩まされたという逸話がある程だ。もっとも、もやしばかり栽培し、大豆そのものを食べなかった日本兵は脚気かつけに苦しんだとも聞くが。

　伊い坂さかは食料庫に隣接する調理場をお借りし、手早くもやしに火を通した。塩コショウといった調味料がなく味付けは薄いが、純粋なもやし炒いためを皿に盛りつける。

　ビタミンＣもＢ１同様、加熱や水洗いで崩壊する。炒いため物なら調理の最後に入れる、茹ゆでる時間は短くする等、加熱や水につける時間を減らすと良い。とくに短時間での調理はもやし独特のシャキシャキ感も残り、味わい抜群だ。

　という訳でお皿に盛ると、コーディが文字通り目を皿のようにして観察した。もやし炒いためからは、白い湯気がほくほくと美味おいしそうに昇っている。

「本当にこれが食べれるのですか？　怪しい……怪しいです。まず私が一口」

　コーディがフォークで、もやし炒いためを訝いぶかしげにつつく。

　一口目は警戒しながら。

　二口目は、ふむふむ、と評論家のように口元を緩めて。

　三口目は皿を直じかに摑つかみ、ほっぺに頰張るように、もりもり、もぐもぐ。

　ごちそうさま。お皿は空になりました。コーディはご満悦そうに手を合わせた。

「なかなかやりますね、イサカの国ニッポーン。先日のカップメーンといい、食に関しては侮あなどれません。細長い麵状にしては瑞みず々みずしく、芯のある歯ごたえも素敵です。口の中にサッパリした後味が残るのも、とても良いです。まあ個人的には、もう少し塩気のある方が」

「コーディ。ダメだよ、全部食べたら……」

「へ？　あ。いえ、これは……じ、実践です！　危険性がないか調べたのです！」

　コーディが耳まで赤くして抗議した。まあ試作品なので小皿一杯だし、海賊船の食料庫に在庫はあるので問題はない。

　ただ、あくまで一時しのぎだ。伊い坂さかはミカノさんに向き直る。

「ミカノさん。残念ながら、もやしを食べて、すぐに良くなる訳ではありません。もやしにはビタミンＣが含まれますが、量は決して多くありません。できるなら、よりビタミン豊富な果物等を食べることをお勧めします。ですから」

　船内を見渡す。土塊で急造し、本物の病人を乗せ、いまや傾きつつある船だ。

「教えてください。あなた達たちは本当に海賊ですか？」

　夜風に船がぐらりと軋きしむ。沈没直前の船体が、呻うめきをあげるように。

　ミカノさんは、そっと己の身体を抱きしめて……

「信じて貰もらえるかは分かりません。でも、お話しします」そう、口にした。




　──彼かの女じよ達たちの正体は、一言でいえば難民であった。

　魔ま法ほう医いミカノさんを除いた乗員は、みな南国サティファという国の村人だという。南国は経済治安ともに宜よろしくなく、さらに彼かれ等らの住すみ処かが魔物に襲われる事件が起きた。急ぎ逃げ出した彼かれ等らは海岸に難破していた船を発見、魔法で強引に補強し逃亡を図る。その船こそ実は東国に追われていた海賊船であり、ミカノさんは逃亡後に船内で『時の箱』を発見したという。

　急ぎ足ぎみの説明に、コーディが待ったをかけた。

「生活苦や魔物から逃げた難民という話は分かります。ですが、海岸にたまたま難破した海賊船があり、その中に海賊が奪った『時の箱』があった？　そもそも海賊はどこに？」

「海賊は、たぶん魔物に襲われたと……私が土で補強した時に、魔物の姿を見かけました。小さなネズミが数匹。それと……」

　ミカノさんが口ごもり、コーディに促されて続けた。

「派手な虹色をした、小さな鳥です。すぐに、逃げられましたけれど」

「虹色……まさか、魔物ベティドーガを見た、と？」

　何それと尋ねる伊い坂さかに、コーディはしかめ面つらをする。

「魔物ベティドーガは、とても目立つ虹色の魔物です。戦闘能力は極めて低いのですが、人間に並ぶ狡こう猾かつな知恵を持ち、戦時には他の魔物に入れ知恵を行うと聞きます。さらには人間の指導者を暗殺して攪かく乱らんまで狙うという、大怪鳥とは別の意味で、極めて危険な魔物です。……ただ個体数が少なく目撃例も滅多にない、幻の魔物でもあるのですが……」

　コーディはミカノさんに、魔物がいた証拠はあるかと返した。彼女は首を横に振った。

「騎士団と争う理由は？　魔法具を返却し、見逃してもらう手もあったはずです。あの魔法バリア、あなたの仕業でしょう？　魔力はそろそろ厳しいようですが」

「いきなり攻撃されたので、反撃しないと船が沈むと思いました。それに私わたし達たちはこの先、行く当てがありません。ですので、この魔法具を売って生活費を手にしようと考えました」

「つまり、ネコババの意志はあった。そういう事ですね？」

　ミカノさんが頷うなずき、コーディが腕を組む。

　調理場に沈黙が落ちた。ミカノさんは「悪いことをしたのは事実です」と縮こまり、コーディもまた眼鏡の奥に計算高い瞳を輝かせている。信しん憑ぴよう性を考えているのだと思った。

　偶然にも難破船を見つけ、偶然そこに魔法具があった。船内には幻の魔物がいた。その上で、救援を求めている。都合の良すぎる話だと思うが、一方でミカノさんの様子を見ると……

「分かりました。その話、私から直接相談してみましょう」

　コーディが腰元の袋から通信球を取り出した。既に淡く輝いていた水晶玉を覗のぞき込こむと、レシア副隊長やイレーヌさん、リアの姿も揃そろっていた。

　……って、リア？　というか、

「コーディ、もしかして水晶球、動いてる？　盗聴させてた？」

「人聞きの悪いことを言わないで下さい。敵船に乗り込むのです、この位は当然でしょう？　あなたは人が好よすぎます。私が錬金娘に手配して、副隊長様に繫つないで貰もらいました」

　ぐぅの音も出ない指摘である。

　コーディの問いに対し、レシア副隊長の表情は厳しい。

『話は聞いたよ。でもね。レシアは簡単に信じる程バカじゃない。そいつらが本物の悪い奴やつで、もし騙だまされて不意打ち受けたらどうすんの？　だいたい、箱を横取りしようとしたのは事実じゃん』

「ええ。ですが、副隊長様。彼かの女じよ達たちにはもはや戦闘能力はありません。必要であれば拘束し、保護する手もあると考えます」

『うちの船には、そんな沢山の人を捕まえておく部屋はないよ。それに、そこの魔法使いが近距離で本気出したら、うちの船くらい簡単に沈められる。レシアの部下が襲われたら困るの』

　その返事は、正論ではあった。

　レシア副隊長は部下を危険には晒さらせない。悪人を信用しない。その心意気があるから、イレーヌさんやソフィーさんは彼女を慕い、伊い坂さかを疑い、噓うそを暴こうとした。

　第十三騎士団は噓うそを嫌う正義の味方。

　それでも、伊い坂さかとしては何とかしたい。

「レシア副隊長様。僕からもお願いします。僕は、彼かの女じよ達たちは噓うそをついていないと思います」

『証拠はあるの？　まさか同情したとか言わないよね？』

「いえ。証拠は……ありません。ただ、噓うそつきでもないと思います」

　伊い坂さかは知恵を絞しぼった。彼女が偽っていない理由。

　一般市民だと考える根拠、それは──

「船員が病気にかかっているから、です」

『なにそれ』

　伊い坂さかは水晶越しに船内を映してみせた。

　土くれで固めた、今にも沈みそうな海賊船の姿を。

「確かに人は噓うそをつきます。人間の本心は、誰にも見抜けません。……ですが病気は、噓うそをつきません。いえ、つけません。人は寝不足になれば疲れますし、運動をすれば筋肉が悲鳴をあげ、ビタミンが不足すれば病気になる。人間の身体はとても正直です」

『それで？』

「この船の人ひと達たちを放っておくのは危険です。死ぬ可能性もあります。そこまでして、レシア副隊長様を騙だまして得することがありません。それに、……普通の一般市民が、病気で倒れる可能性があります。僕はそれは嫌ですし、レシア副隊長様も嫌なのでは、と」

　レシア副隊長が言葉に詰まった。彼女は噓うそも悪人も大嫌いだが、一般市民を守る正義の味方だ。普通の人を捨て置くことは、できない。

　だから騙だまされた。優しい人だから。

『つまり、ヘンテコ魔ま法ほう医い。そこにいる連中は、病気で苦しんでる。それは間違いなくて、噓うそをつくにしても、自分が死にそうになってまで噓うそはつかない』

　伊い坂さかは頷うなずく。

『で。もし、レシアがそいつらを噓うそと決めて放っておいたら、危ない。正義の味方レシアは、一般市民の味方だから助けないと後悔する』

「はい」

『……そのやり方は、卑ひ怯きようじゃない？』

「かもしれません。ですが、お願いします。正義の騎士、お優しいレシア副隊長様」

　一瞬の沈黙。そして、

『ああもう！　ちょっと考えるから待ってて。ソフィー、イレーヌ、あんた達たちはどうなの!?　あのヘンテコ魔ま法ほう医いは信用できるの？　……え、なに、童貞？　ななな、なんでレシアの前でそんな恥ずかしい話ってうわ通信まだ繫つながってんじゃ』

　レシア副隊長が水晶球を叩たたいて通信を切った。

　最後の言葉は、正直微妙だったけど。伊い坂さかは大丈夫だと信じたかった。レシア副隊長は優しい方だ。コーディもそう捉えたのか、そっと頷うなずく。

「イサカ。今は、できることをやりましょう」

「うん。分かった」

　やるべきことは山のようにあった。

　まずは海賊船内にいる難民の診察と重症度の把握だ。船上の病は【壊血病】だけではない。船には土塊など、本来は存在しない素材も使用されている。いまは大丈夫でも衛生管理の問題でしくじれば、厄介な感染症が広まる可能性もなくはない。

　その他、ビタミン摂取は早めに行いたいと考えた。先程は豆類しか確認しなかったが、他にも使える食材があれば騎士達たちの治療に繫つながる。彼かの女じよ達たちの体調が改善し『時の箱』を正式に返却できれば、レシア副隊長が納得する材料も増える。大丈夫。必ず何とかなる。

　伊い坂さかはまず、隣の食料庫を再確認しようと足を向けて──

　ゴトリ、と。

　誰もいないはずの部屋から、物音が聞こえた。

　……？

　不審に思いつつ、食料庫を窺うかがう。

「え……」

　大豆を収めていたはずの箱の上に、何かが蠢うごめいていた。

　黒い塊だ。丸々とした手の平サイズの齧げつ歯し類るい。針のように尖とがった尻尾と鋭い前歯を持つ獣は、一見すると単なる黒ネズミだ。その両目は紅色に輝き、伊い坂さかに目もくれず、一心不乱に大豆をじゃりじゃりと貪り続けている。

「まだ残ってた、あの魔物！」

　気付いたミカノさんが魔法の光弾を放つ。

　その途端、いきなり大豆の箱が動いて逃げた。

「なっ……！」

　食料箱が動いた？　いや違う。箱の下にも数匹のネズミ達たちが蠢うごめいていた。ネズミ達たちは驚く伊い坂さかの脇をすり抜け、階段を駆け上がり逃亡を始める。ミカノさんが魔法で追撃するが間に合わない。箱上のネズミはただ無心に、大豆や乾パンを貪り続けている。

　甲板へと飛び出した。ほんのりと月明かりの照らす夜闇に、ネズミ達たちの不気味な眼光が浮かぶ。ミカノさんが魔法の光弾を投げつける。ネズミ達たちは箱ごと蛇行し回避しようと試みるが船ふな縁べりに激突、月光の下、勢いよく──砂の海へとばらまかれた。

「っ、しまった！」

　伊い坂さかが手を伸ばした先で、食料箱が砂漠の底へと落ちていく。後を追うように、黒ネズミ達たちが次々と餌を求めて砂地に飛び込む。ぞっとした。生物は基本的に、自らの命を縮める道を選ばない。たとえ餌があったとしても。

　伊い坂さかが怖おぞ気けを感じたその時、地面が大きく傾かしいだ。船上にもかかわらず地震のような揺れに膝をつく。遅れてコーディが水晶球を抱えたまま甲板に飛び出した、その時。

　眼前の砂がいきなり火山のように噴出した。

　大量の砂を蹴散らして出現したそれを、伊い坂さかは大きなクジラと勘違いした。月光を背負い現あらわれた巨大生物が砂面にのしかかり、こちらを振り向く。ふくよかで巨大な丸顔に、犬のような鼻とつぶらな瞳。人の腕ほどある髭ひげを真横に立てたその生き物は、まさに大きなアザラシだ。広大な流砂の張本人にして、遊び好きな原生生物、砂の主──

　餌を与えては、いけません。砂に落ちた食料箱には、圧縮収納された大量の豆が。

「イサカ、刺激してはいけません！　砂の主は攻撃されると喜んで遊び始めます！　何もしなければ、飽きてどこかに……」

　叫ぶコーディの傍そばで、ミカノさんが勢いよく光弾を撃ち込んだ。え？　と遅れて反応するミカノさんに、青ざめるコーディと呆ぼう然ぜんとする伊い坂さか。砂の主は一度、大きなあくびのように口を開き、キラキラした瞳で嬉うれしそうに前足を叩たたき付つける。

　船が傾き、砂煙が噴き上がった。




[image: ]




　怪獣の尻尾を叩たたき付つけたような一撃だった。船体が激しく軋きしみ、船の一部が土煙をあげて粉砕される。伊い坂さかは必死に船ふな縁べりにしがみつき、ミカノさんが悲鳴をあげ、コーディが杖つえを握りながら砂の主目がけて飛び込んだ。

　突撃したコーディに大喜びなのは砂の主だ。コーディが自身を包むように球体状のバリアを展開。気付いた砂の主がじっと様子を窺うかがい、白いバリアを鼻先でつついて臭いを嗅ぐ。

　巨大アザラシは好奇心いっぱいの瞳を輝かせ、次にコーディのバリアを撫なで始めた。そのまま前足で彼女を砂漠に引きずり落とし、べちべちと叩たたき始める。

「コーディ、大丈夫!?」

「だ、大丈夫です！　砂の主を本気で怒らせては船が沈みます！　私が適当にあやして、帰って貰もらうのが一番ひゃああっ」

　コーディの身体が砂面に転がった。巨大アザラシは新しい玩具を貰もらった子供のようにコーディを鼻先で転がし、ボール遊びを始めたのだ。転がされるコーディを呆ぼう然ぜんと見ていると、彼女が大声で怒鳴りつけてきた。

「砂の主は私が引きつけます！　イサカ、あなたは甲板に来る魔物に気をつけて！」

　驚く伊い坂さかの傍そば、船上にのっそりと黒いアザラシが飛び出した。サイズは通常のアザラシ程だが、顔の至る所に傷があり、肉食獣の牙を鈍く輝かせている。

「そいつらは騒ぎに乗じて現れる魔物です！　そっちはぶっ飛ばして、そこの魔ま法ほう医い！」

「わ、分かりました！」

　ミカノさんが金属の杖つえ先さきから野球ボール程度の光弾を放つ。悲鳴をあげて砂に戻る黒アザラシだが、入れ替わるように新たな魔物が砂を噴き上げて出現した。同じ黒アザラシに加え、半魚人のようなエラ付きの足を持つ、砂色の魚類顔をした二足歩行の生物だ。

　足下が揺れる。海賊船がずぶりと沈む。驚いた人々が甲板に飛び出し、魔物が牙を剝むいて迫る。ミカノさんが炎を放ち追い払う。だが数が多すぎた。

　伊い坂さかは袋に手を伸ばし、コーディから貰もらった護身用の魔法札を投げつけた。半魚人の顔面に当たり小爆発を起こすが、追い払うのが精一杯だ。船のマストが傾き、船体が流砂に飲まれていく。悲鳴が上がる。足をとられた伊い坂さかの前で、魚の怪物がせせら笑った気がした。札を投げる。爆発しない。不発だ。伊い坂さかの脇から黒いアザラシが牙を剝むく。飛とび退のいた足が何かにぶつかり、尻餅をつく。転がってきたのはコーディの持っていた通信用の水晶球だ。衝撃のせいか砂嵐のようなノイズが走り、遅れてレシア副隊長の顔が、一瞬、映る。

　伊い坂さかは必死に救援を依頼した。

「副隊長様！　お願いです、協力を……」

『うるさい、一々言うな、このヘンテコ魔ま法ほう医い！』

「でも！」

『言わなくても分かってる。だってレシアは、正義の騎士だからね！』

　そして夜空に。

　まぶしい程の、黄金色の光が煌きらめいた。

　伊い坂さかの眼前に迫る黒アザラシが、降り注ぐ光にはね飛ばされる。目がくらむほどの黄金の槍やりだ。顔を上げる。すぐ傍そばに、鷹たかの紋章を掲げた大きな船体と、そして騎士達たちの怒声が勢いよく雪崩なだれ込こんできた。

「市民を助けろ───っ！」

「武国の誇りを示せ───っ！」

「武国ナメんじゃねぇぞ魔物野郎───っ！」

　金色のシャワーが空に輝く。ミカノさんが戸惑う村人を階段に押し戻し、魔法のバリアを展開した。降り注いだ黄金の光は海賊船ではなく、まず周囲の砂面を直撃する。外周を取り巻く魔物達たちが悲鳴をあげ、砂中へと潜り込む。

　海賊船に騎士団船からのタラップが架けられた。先頭に槍やりを構えた副隊長レシア、それに続いて騎士達たちが怒声をあげた。

「一班は魔物をぶっ倒す！　二班は船の中の人を助ける！　船が沈む前に全員救助、一人でも遅れたらレシアがぶん殴る！　いいね！」

「「「「「はい！」」」」」

「声が小さーいっ！　もう一回！」

　レシア副隊長のかけ声に「よっしゃー！」と全員が呼応する。

　その先は一方的だった。黄金の槍やりを放ち、或あるいは槍やりそのもので魔物を貫き、騎士団の誇りにかけて魔物達たちを蹴散らしていく。伊い坂さかもミカノさんの陰に隠れて必死に札を投げつけた。気付くと札は底をつき、全ての魔物が追い払われた頃にレシア副隊長が声をあげた。

「ヘンテコ魔ま法ほう医いと海賊魔ま法ほう医い、あんた達たちも乗りなさい！」

　沈み行く海賊船に二つめのタラップが架けられ、次々と村人を騎士達たちが誘導していく。下が本物の海でなく、砂に埋もれるまで時間がかかるのも幸運だった。海賊船から全員の救出が完了し、ミカノさんは安あん堵どのあまり騎士隊の船上で「助かった……！」と涙をこぼす。

　最後に残るのは砂の主と戯たわむれるコーディだ。伊い坂さかが心配げに見守る中、砂の主はようやく飽きたのか球体バリアを張るコーディをオットセイのように鼻先で突き上げ、騎士隊の船目がけて前足でシュートを決めるように叩たたき付つけた。

　船のマストに激突したコーディは蛙かえるのような悲鳴をあげつつ船上に着地、ふらつきながら甲板に立つ。杖つえを支えに身体を起こし、何とか凌しのぎました、と口元をにやつかせたのち盛大に吐いた。何度も揺られたことによる三半規管や前ぜん庭ていの刺激、即すなわち【乗り物酔い】だと気付いた伊い坂さかはコーディの背中を優しくさすり、口を濯すすげる飲み水を渡す。

「い、イサカは……人前で、吐いてしまう女の子は嫌いですか」

「大丈夫だよ。コーディのお陰で助かったんだよ、大金星だよ！」

　吐こうが何しようが構うものか。彼女は身を挺ていして皆を守った尊敬すべき魔ま法ほう医いだ。馬鹿にする奴やつがいたら伊い坂さかが怒る。彼女の口元をハンカチで拭い、ふらつく身体に肩を貸しながら、胸の内が熱くなる。伊い坂さかに戦闘能力はない。彼女のように身を挺ていして戦い、守ることは出来ない。レシア副隊長のように指揮する力もない。だからこそ戦いの後に、力になりたい。大豆が砂の海へと消えた今、できることは。

　騎士達たちの船を見渡す。黒いアザラシは騎士隊の船にも現あらわれたのか、甲板には幾つか死骸が転がっていた。それを見ながら、ある考えが閃ひらめく。

　荒唐無稽かもしれない。しかし栄養源の確保といえば──珍妙な物が、一つある。
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　発酵は現代の魔法だ、という言葉を聞いたことがある。

　納豆やヨーグルトをはじめ、多くの発酵食品に豊富な栄養価が含まれているのは周知の事実だ。さらに医学で使われる抗生物質【ペニシリン】も、発酵により作られる物質である。

　転がった魔物アザラシの腹部を槍やりで開き、まずは内臓をすべて出す。内部が空洞になった所に、砂海にも飛んでいた海鳥を捕獲して詰め込み、腹がぱんぱんになるまで膨らませたのち腹部を紐ひもで縛る。さらに海賊船に使われていた土塊を回収し、そのアザラシの死骸と一緒に魔法袋へと詰めこみサイズを圧縮する。要するに地中へ埋め、酸素が入らない状態にする。

　最後に袋ごと『時の箱』に入れ、魔法の力により一瞬にして数ヶ月ほどの時間を進めると。

「北国の伝統料理、キビヤック……の魔物バージョン」

「腐らせただけじゃないですか！」

　コーディに盛大に罵られた。他の皆さんも「うわぁ何コイツ」的な顔だった。

「いや、コーディ、これは発酵っていう……」

「同じですよね!?」

「人間に役立つものは発酵、役立たないものは腐敗だから違うよ。しかも土の中の微生物の作用によって、ビタミンが出来る凄すごい効果なんだ。……たぶん」

「たぶん？」

「ごめん、ちょっと自信ないかも……」

　正直なところ、こんなことして大丈夫かなとは思った。色々問題がありすぎた。

　一応、魔物アザラシの一匹を解体して解剖調査は行おこなった。骨の数も哺乳類共通の約二百、葉状の腎臓など共通点は多い。魔物とは人間を積極的に襲うカテゴリー的な分類であり、解剖学的な分類に即したものではないらしい。普通の動物の場合もあれば、全く異なる事もある。

　使用した土塊も、海賊船にてミカノさんが補強に用いた普通の土だ。理屈の上では、一応。

　とはいえ魔物である。食べられるという話は確認済みだが何事も実践、ということで。

「僕が食べてみるよ。それで何ともなければ、かな」

　コーディを見習って挑戦だ。伊い坂さかは臭いを堪こらえながら手を伸ばす。

　なおキビヤックは数ある発酵食品の中でも、臭いものランキング上位を占める風味のきつい食べ物だ。そもそも、これが食べ物だと分かる人自体が少ないかもしれない。

　その一方で、一度食したらやみつきになる人もおり味が悪い訳ではない。ビタミンの少ない極北地方では重要な栄養源とされ、冠婚葬祭にも出されるご馳ち走そうだ。単なるゲテモノ料理の類ではない。

　なお食し方だが、外のアザラシ部分は食せず、体内に入れた海鳥のみを頂くという──

「その腐った鳥を食べるのですか？　冗談ですよね!?　ていうか何ですか、この鼻のねじ曲がりそうな臭いは。あなたの国では、これを普通に食べるのですか？」

「……」

「どうして目をそらすのです!?」

「ごめん、僕も作ったのは初めてというか、見るのも初めてというか……あ、でも、そのまま食べるより、アザラシの肉に、ソースみたいに載のせて食べるのが良いらしいよ？」

　実食してみた。

「ごふっ……！　だ、大丈夫。僕生きてる」

「論点が違うでしょうが！」

　騎士団の船上は強烈な臭いに毒され、さすがのソフィーさん達たちも避難していた。伊い坂さかは食後に体調を三日ほど観察したが、問題はなさそうだった。

　三日が過ぎても、砂の主による流砂は未いまだ船体を揺らしている。

　伊い坂さかは悩んだが……この奇々怪々な料理を皆に説明、アザラシ肉に調味料としてつけると美味おいしいと説明した。アザラシ肉自体にも栄養価はあり、症状改善には至らずとも食い止める程度は出来るはず。

　そう説明したが、もちろん誰も口にしなかった。

　伊い坂さかも言い訳できない。そもそも、これが食べ物であると一体誰が思うのか。

　正直、今回ばかりは失敗かなと思ったが……

「ねえ。こんなの本当に効果あんの？」

　尋ねてきたのは意外にも、レシア副隊長その人だった。

　彼女は渋い顔をしながら伊い坂さかの料理を眺めて唸うなり、顔をしかめた末に手を伸ばす。一瞬むせたが、ぐっと堪こらえてもぐもぐと咀そ嚼しやくしていく。

　驚いたのは伊い坂さかだ。

　自分で言うのも何だが、こんな料理を誰が信用してくれるのか。そう考えたのだが……

「レシアはね。噓うそつきは嫌い。信じない。……でも、人の助けになることは、するの」

　彼女はそっと船上に目を向けた。

　三日が経過した甲板では、魔ま法ほう医いミカノさんと女性騎士達たちがぎこちなく会話を始めていた。彼女は同じ東国出身であり同郷の者がいるため、少しずつ和解を始めている。船の所々には騎士達たちより食事を頂き、有あり難がたく礼を述べる海賊さん、もとい村人さんの姿もある。

「ヘンテコ魔ま法ほう医い。レシアは一度騙だまされて、失敗した。けど……お姉ちゃんやみんなには、本当は、褒められたの」

　そして彼女は、伊い坂さかにこっそり教えてくれた。

「レシアは騙だまされた。ごめんなさい。何度も謝った。でもみんなは、レシアは間違ってない、って言ってくれたの。やったことは間違いじゃない。レシアは正義の騎士だから、次に同じことがあっても助けなさい。……イレーヌも、ソフィーも、お姉ちゃんもそう話してくれた。レシアは副隊長だから、甘いこと言っちゃダメだって思った。でもやっぱり、……レシアは人々を守る騎士。みんなのために頑張りたい、って思うの」

　そう呟つぶやいて顔を俯うつむけた。

　──彼女は確かに、正義の味方なのだと伊い坂さかは思う。

　勇ましき、武ぶ国こくグリムヒル。正義の第十三騎士団をまとめる、小さな副隊長様だ。

「レシア副隊長様は、お優しい方なんですね。だから皆さん付いてきてくれるんだと思います」

　伊い坂さかの言葉に彼女は、ふん、と素っ気なく顔を背ける。

　照れているのかもしれない、と思った。
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　その後はレシア副隊長が実食したお陰か、他の騎士達たちや村人達たちも少しずつ珍妙な料理に手をつけ始めた。伊い坂さかも海賊船から引き上げた余りの大豆やアザラシ肉を駆使して日々を乗り切る。

　数えること二週間後。砂の主は満足したのか、広大な流砂がついに流れを止め、姿を消した。船長室にて安あん堵どした伊い坂さか達たちは、すぐさま東国へ向けて舵かじを取る。

　流砂域を抜けた半はん刻とき後、レシア副隊長の元に、東国からの遠隔通信が届いた。

『こちら第六騎士団ファーガス。第十三騎士団レシアに告ぐ。砂海にて砂の主の長期活動を確認した。被害状況は』

　船長室の通信球を前に、レシア副隊長は淡々と返答した。

「こちら第十三騎士団レシア・ミウ。まあ色々あったけど怪け我が人にんはいないわ。大丈夫」

　了解、と再び返事。

　それから、

『海賊の討伐、そして魔法具の奪還は、どうか』

　その質問に、レシア副隊長はそっと天井を見上げた。

　伊い坂さかも黙る。

　──難民救助は実現した。だが魔ま法ほう医いミカノさんは偶然とはいえ、魔法具を横取りしようと画策した。騎士団に対する抵抗は、理由はあれど明確な反逆行為だ。

　副隊長レシアには報告の義務がある。罪人である魔ま法ほう医いミカノを突き出し、魔法具の奪還を示せば第十三騎士団の功績、ひいては彼かの女じよ達たちの隊長の汚名返上にも繫つながる。彼かの女じよ達たちは噓うそ偽りを嫌う正義の味方。

「レシアはね。噓うそつきと、悪い奴やつは嫌いなの。知ってるでしょ？」

　副隊長レシアは、軽口のようにそう告げて。

　いつもと変わらない調子で返事をした。

「こちら第十三騎士団レシア・ミウ。海賊船は見つからなかったわ。その代わり、砂の主の領域内で漂流中の難破船を見つけたの。今から保護して帰るからよろしくね」

『以上の報告に、間違いや噓うそ偽りはないか』

「当たり前でしょ？　あたしは正義の騎士。噓うそつきは嫌いだもの」




　こうして伊い坂さか達たちと第十三騎士団は無事に武ぶ国こくグリムヒルの港町に帰還した。船から降りた際、船上のあまりの異臭に出迎えた警備兵が閉口したのは、また別の話である。
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　到着した港町で一泊したものの、染しみついた臭いを落とすのは一苦労だった。それでも久しぶりの水浴びは心地よく、宿で寛くつろいだ伊い坂さかは朝日の下で背伸びをする。

　武ぶ国こくグリムヒルの港町から王城へと続く石の道に、コーディがいつもの馬無き魔法馬車を展開した。リアは魔法馬車に慣れてないのか居心地悪そうに荷台へ腰掛け、伊い坂さかも続く。

「でもさ、コーディ。後処理がうまくいって良かったね」

「ええ。中々にひやひやものでしたけどね」

　レシア副隊長は噓うそが下手だった。一時は魔ま法ほう医いミカノさん達たちがただの難民ではないと疑われたものの、イレーヌさんとソフィーさんの助言により事なきを得た。難民の受け入れについては課題が残るものの、レシア副隊長が口添えしてくれるという。

　かくして病は解決した──かに思えたが、問題がひとつ。

「にしても、良かったのかな」

「何がです？　……ってイサカ、ちょっと、あなた何でそれ持ってるのですか！」

　伊い坂さかは自分の巾着に収めた『時の箱』をコーディに見せる。彼女が顔を引きつらせた。

　王国通貨に換算しても一生を余裕で暮らせるほどの価値を持つ魔法具『時の箱』は現在、伊い坂さかが所持している。『時の箱』発見の報告をレシア副隊長が行おこなってしまうと、ミカノさん達たちが海賊だとバレる可能性があったため、魔法具は見つからなかった事にしたのだ。

　でも返却しないわけにもいかない。そこで伊い坂さかに託された。王様に直接面会した際、何とか返却して欲しい……と、割と無茶な依頼を受けたのだが。

　事情を説明すると御者席のコーディは呆あきれ、荷台に腰掛けたリアも溜ため息いきをつく。

「レン、お人ひと好よしすぎ。理解できない」

「全くです。まあ、あなたらしいと思いますが」

「いやぁ」

「褒めてません！　それにイサカ、私もあなたに話があります！」

　と、コーディはなぜか伊い坂さかの太ももをつねり、杖つえで頰を突いてきた。

「あなた。何でも騎士達たちの船の食料倉庫で、女の子を誑たぶらかしていたそうですね？」

「ええっ!?　違うよ、誤解だって」

「だったら一体なんの話をしていたのです？　私わたし達たちにもできる話ですよね？」

　そう聞かれて伊い坂さかは黙る。恋の話に大人の話、童貞だのキスだの何だのと……

　目を逸そらすと、彼女は「やっぱり！」と杖つえで伊い坂さかの頰をぐにぐにと押してきた。

「あなたという人は、何度言ったら分かるのです!?」

　違うんです本当に誤解です。そう訴えたが彼女は聞く耳を持たなかった。噓うそが下手なのは伊い坂さかも同じだ。武ぶ国こくグリムヒル首都に着くまで、しばらく弄いじり倒されるかもしれない。コーディは意外と根に持つ性分だ。

　溜ため息いきをついた伊い坂さかにコーディがまた怒り、リアが呆あきれて帽子を被り直す。彼女がぼんやり空を見上げる前で、馬車はゆったりとした速度で車輪を回転させていく。幸い、今日は天気に恵まれた。たくさん弄いじり倒されても、心地よい風が伊い坂さかの心の傷を癒いやしてくれる事だろう。

　──武ぶ国こくグリムヒル首都到着まで、あと少し。
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　武ぶ国こくグリムヒル首都ガンドル。砂漠の海を玄関口としたその都市は、一言でいえば石と土の街であった。並ぶ家屋は平たく、大地を踏み固めて作られた大通りには白を基調としたローブ姿の男女が多く出歩いている。無論、中にはマント姿の魔法使いや銀の胸当てを身につけた衛兵の姿も見受けられるが、数は多くなく素朴な印象を受ける。時おり本物の馬車が荷を積んで進む中、コーディの扱う馬無き魔法馬車は多少目立ちながらも王城に到着。衛兵に魔ま法ほう医いの証あかしを提示して無事に入城許可を頂いた。

　ところが。




「治療の依頼は出していない？　……その話は本当ですか」

　武ぶ国こくグリムヒル王城の大臣室にて、伊い坂さか達たちは国の大臣にそう返された。

　大臣の執務室は病的なまでに物が無い。アンティーク調の机と椅子、壁にぽつんと置かれた本棚を除けばとても空虚な内装の中、金髪の若き武ぶ国こくグリムヒル大臣が腰掛けている。白い歯をキラリと輝かせ、青一色のスーツみたいな衣服にサラサラの金髪と、伊い坂さかとは正反対という印象の男性だ。その大臣の左肩には純白の小鳥がちょこんと腰掛け、伊い坂さか達たちを丸い瞳で見つめている。

　大臣は自らの名をグラシア・ラジーと名乗り、伊い坂さか達たちとフレンドリーな握手を交わした。

「王国から遠路はるばるご苦労でした。いやね。私は昔から、魔ま法ほう医いという仕事をとても尊敬しているんだ。病に冒された人々を救う正義の味方。かくいう私も、常に自分の正義に殉じたいと考えている男でね。君きみ達たちとは仲良くできそうだ」

　ご理解頂きありがとうございます、とコーディが頭を下げる。

「それで、先程の件ですが……治療の依頼はない、と？」

「そうなんだ。折角来て貰もらった手前で申し訳ないけれど、我々の王が病を患わずらったという話は聞いていなくてね」

「ですが王国には、武ぶ国こくグリムヒルより正式な書簡を賜たまわっております。ご確認を」

　コーディが懐ふところから封書を差し出す。口元には鷹たかの調印が押されている。

　大臣は一目見て「なんてことだ」と声をあげた。

「これは偽造品だ。天下の王国魔ま法ほう医いを相手に、誰がこんなことを。大変に申し訳ない」

　大臣は静かに謝罪した。そう言われると、伊い坂さかは何も言えない。

　……と思ったが、コーディは納得いかないようだ。

「大臣様。書簡の魔法印は王国でも鑑定を行い、本物だという結論が出ています。本当に偽造品でしょうか？　……王国を欺けるほどの品が、簡単に出回るとも思えません。それに、王国魔ま法ほう医いを呼びつける偽造の手紙というのも不自然です」

「ふむ。……つまり、何が言いたいのかな？」

「失礼ながら、大臣様が把握されていない所で、手紙が出された可能性もあると考えます。ですので私としては王に直接ご面会し、一応、問題ないと診断した上で帰国したいのです」

「成程。お話は分かりました。ですがまあ、王国魔ま法ほう医いのお手を煩わせる程の事はありません。その件は私の方で対処致します。それに現在、我らが国王は外遊中。帰国した後に自国の魔ま法ほう医いに対応させますので、どうぞご心配なきよう──」

　大臣がそう返した時だった。

　執務室の入口が吹き飛び、扉が真っ二つに割れた。

　驚いた伊い坂さか達たちの前に現あらわれたのは……、異様な人間だった。

　銀ぎん槍そうを手に摑つかみ、黒衣を纏まとった長身の女だ。身体を包む黒衣にはびっしりと黒い羽根が蔓延はびこり、不吉な音をさざめかせている。頭から被るフードに顔は覆われ、それでも血に飢えた双そう眸ぼうがぎらりと輝いている。

　女が一歩踏み込んだ途端、周囲を黒霧がぶわりと包み、背中に黒い翼が開かれた──伊い坂さかに戦慄が走る。錯覚か、デジャヴか。かつて伊い坂さかがインフルエンザワクチン作成のために対たい峙じした、暴虐たる空の王。規格外の魔物にして黒き怪物、大怪鳥ブラックバード。その姿に、あまりにも。

「下がって！」

　コーディが炎弾を放ち、黒霧にかき消される。彼女が舌打ちして床に白い魔法陣を展開。女はふわりと空に浮かび、弧を描くように避ける。空から槍やりの一撃を、大臣目がけて放つ。

　間一髪で大臣が椅子から転げるように逃げ、白い鳥が飛び立った椅子を銀ぎん槍そうが貫いた。入口から近この衛え兵へい達たちが殺到し、コーディが伊い坂さかに防護魔法を被かぶせる。が、

「イサカ、あの子は！」

　ハッとした。リアがいない。

　彼女は絨じゆう毯たんの上で立ち尽くしていた。

　黒衣の女は雑魚ざこを蹴散らすように近この衛え兵へいを払い、大臣に迫る。

　くそっ、と舌打ちした大臣が腕を伸ばし──

　リアの首根っこを摑つかんで、盾にした。

　彼女が驚き、槍やりが、

「させるかぁ！」

　コーディが飛びかかり、なんと魔法杖つえで直接殴りつけた！

　女が苦く悶もんの声をあげて槍やり先さきを向ける。コーディは魔法を駆使したのか、風に乗ったようにフワリと避けた。だが彼女の身体が黒い霧に飲み込まれてゆく。魔力を奪う黒霧だ。女の黒衣から羽根が放たれ、コーディに迫る。鋭い音。衣服や頰に傷が走る。

「コーディ！」

「い……っ、痛くない！　魔ま法ほう医いなめんな───っ！」

　彼女が杖つえで力一杯、大女を殴りつけた。

　吹き飛ぶ相手にコーディが肉薄し、杖つえ先さきに光を灯ともして乱打の嵐を浴びせる。サイキョー魔ま法ほう医い様による肉弾戦に呆あつ気けにとられる中、コーディがついに相手の槍やりを弾はじき飛とばした。女の顔面に魔法を炸さく裂れつ。閃せん光こう弾のような轟ごう音おんを鳴らし、自身も巻き添えを受けながら敵の姿勢を崩す。

　近この衛え兵へい達たちが立ち上がり、剣を抜いた。勝負あった。そう思ったが、

「ダメです、殺してはいけません、捕まえるだけ！」

　コーディが素早く捕縛の指示を出して──

　黒衣の女に、なぜか回復魔法を使い始めた。




　伊い坂さかの思考が止まったのは一瞬だ。コーディは黒霧に回復魔法を阻害されながらも簡易治療を完遂させる。額にびっしり汗を張り付かせた彼女は身体に刺さった羽根を払い、息を切らせながら宣言した。

「これは呪いの病です。【大怪鳥の呪じゆ詛そ】と呼ばれるもの！　治療は後でしますから、今は牢ろう屋やに繫つないで……くうっ」

「コーディ」

　ふらつく彼女を抱き留める。

　コーディの身体には黒霧が侵食するように絡からみ、伊い坂さかが払ってもへばりつく。

「大丈夫!?」

「問題ありません、イサカ。この黒い霧は、あとで何とかします。それより」

「よく分からないけど、あの黒い衣は病気なんだね。だったら僕ぼく達たちで──」

「いいえ。今すぐその女を死刑に。首を刎はねるのです」

　大臣が宣言した。衛兵達たちがざわめき、伊い坂さかはコーディをリアに託して立ち上がる。

「待って下さい大臣様。彼女は病気だという話です。ですから治療をすれば……」

「確かに、この手の呪じゆ詛その病は私も聞いた事があります。しかしながら、仮に病であっても他者に危害を加えることは許されざる暴行。しかも王国魔ま法ほう医いと、国の大臣という要職に対する蛮行です。これは病であろうと重罪。故に、国の大臣として命じます。即日死刑、それが私の結論ですが──なにか問題でも？」

「お話は分かります。ですが大臣様、これが病気によるものなら話が違います！　……僕も魔ま法ほう医いとして言葉を返します、彼女を死刑にしてはいけません」

　伊い坂さかは呪じゆ詛そについては詳しくない。だが、コーディが呪いの病と指摘し、治療を宣言した。それなら彼女の相方である伊い坂さかも全力で庇かばわなければ！

「ふむ。……王国の魔ま法ほう医い、私はあなた達たちを素晴らしい人だとは思いますが、国を守るのは私の役目。ここは大人しく、お譲り頂けませんか？」

「すいません。それは、できません」

「しかし一介の魔ま法ほう医いに職務を邪魔されたとあっては、対処せざるを得ません。残念です」

　大臣が手を挙げ、近この衛え兵へい達たちがさっと目配せする。

　──この場を切り抜け、主張を通すには？

「……大臣様。確かに一介の魔ま法ほう医いでは、大臣様に言い返す権限はないかもしれません。ですが僕ぼく達たちは魔ま法ほう医いであると同時に、王国からの使者でもあります。それに、僕ぼく達たちはすこし特別な魔ま法ほう医いでもあります」

「どういう意味です？」

「はい。僕ぼく達たちは王国にて、インフルエンザという大規模な呪いを治療した経験があります。王国では革新的治療を行おこなったと評価され、その功績を元に今回、武ぶ国こくグリムヒル王の治療という大役を任されました。……それ程の実績を持つ僕ぼく達たちの治療を断り、一人の女性の命を奪ったとなれば、僕ぼく達たち王国魔ま法ほう医いの名折れです。同時に、そのような指示を下した大臣様の評判も、王国では地に落ちるかと」

「成程。そのような魔ま法ほう医いが居たとは初耳ですが……あなた方はそれ程の著名人だと？」

「ええ。そして治療にも、絶対の自信があります。ですので彼女の治療は、大臣様にとっても決して悪い話ではない。そう考えます」

　伊い坂さかと大臣の視線が交錯する。伊い坂さかにも、伊い坂さかの正義がある。

　大臣が金髪を払い、青い瞳を輝かせて頷うなずいた。

「いいでしょう。如何いかほどの時間があれば、治療は可能ですか？」

　コーディを窺うかがう。彼女はそっと手を広げた。

「今の戦いで彼女が負傷しましたので、治療には五日、いえ七日ほど頂ければ」

「では五日の猶予を与えます。しかし治療に成功しなければ即日あなた方は国外退去とし、その女は死刑とします。私とて自分を襲った女を野放しにする気はありません。宜よろしいですね？」

　伊い坂さかが頷うなずき、大臣が手を叩たたいて召使いを呼んだ。

「エルミー、魔ま法ほう医い達たちの相手は君がしなさい。それと衛兵、あなた達たちは部屋の片づけです。私の美しい執務室が台無しだ。……それでは王国の魔ま法ほう医い。きちんと成果を出すことを期待していますよ」

　大臣は左肩に鳥を乗せたまま、近この衛え兵へいに後を任せて退室した。残された衛兵は呪われた女を鎖で捕え、伊い坂さか達たちに敬礼をして部屋を後にする。

　で。

「……助かったぁ……！」

　伊い坂さかはへたり込んで息をついた。

　王国の著名人。革新的治療。もちろん噓うそだ。伊い坂さかは王国で実績を出したが、その立ち位置は完全に色物扱いである。今回の治療も厄介払い的な側面もあって──弱小国グリムヒルの治療なんかアイツに任せておけ、といった雰囲気もあったという。事実がバレたら首が飛ぶのは間違いない。今も心臓がバクバクしている。

　それでも、ハッタリを効かせる必要があった。コーディが、患者を守ると宣言したから。

　とっさの行動に呆あきれたのか、コーディが溜ため息いきをつく。

「イサカ。よくもまあ、あんなハッタリが言えますね」

「ごめん。コーディの声聞いたら、ああしなきゃと思って。それより大丈夫？」

「……正直に言いますと、身体が起こせず……霧と羽根は払ったのですが」

　コーディがしかめ面つらを浮かべる。黒霧は消えていたが彼女の額には脂汗が浮かび、リアに支えられた姿勢のままへたっていた。プライドの高い彼女が、身体を起こせないのは重症だ。

　……ん？　という事は、つまり新しい患者さん？

「すいません。彼女を休ませたいのですが、お部屋をお借りしても宜よろしいでしょうか。それと東国の魔ま法ほう医いがいましたら、転んだリアの手当てもお願いしたいのですが……」

　伊い坂さかは片付け中の衛兵に、そう声をかけて──

　リアからコーディを預かり、お姫様だっこで抱きかかえた。

「ふえっ？　い、イサカ!?」

「暴れないで。今はコーディも患者さん。本当は担架があると良いんだけど」

　一般論として患者の移乗にお姫様だっこは推奨されていない。転倒転落の危険はもちろん、介護者の腰を痛める意味でも良くないからだ。が、今は仕方がない。

「そそ、そういう問題ではありません！」

「違うの？　どういう問題？」

「それは、その……」

　コーディは何故なぜかふにゃふにゃと、しなびた野菜のように身体を縮こまらせてしまった。伊い坂さかとしては力を抜いて貰もらった方が有あり難がたい。

　優しく力を込めて大臣室を後にする。遅れて現あらわれた魔ま法ほう医いにリアの手当てを依頼しながら廊下を歩くと、ふとコーディが伊い坂さかの服に人差し指をひっかけた。

「イサカ。……確かに私でも、同じように患者さんを運ぶと思います。でも」

　彼女は子供のように身を縮めて。

「イサカは誰が相手でも、このように、優しく抱き留めるのですか……？」

「え」

「だとしたら、私は何となく不愉快です」

　コーディは苺いちごのように赤い頰を、金髪で隠すように俯うつむいた。謎の質問になぜか脈拍が正常値から外れていく。伊い坂さかはもちろん、どんな状況下でも患者さんには平等に接する心構えだ。特別待遇などもってのほか。

　……なのだが、自分の手つきが心なしか、優しい気がしなくもない。

　彼女が特別だから？

　質問に答えられないまま休憩室に到着する。

　コーディをベッドに休ませ、そっと息をついた。

「ところで、コーディ。さっき話した病気について聞きたいんだけど」

「いじわる」

　コーディは拗すねてから続けた。

「あの病は【大怪鳥の呪じゆ詛そ】と呼ばれているものです」と。




[image: ]




　──【大怪鳥の呪じゆ詛そ】。この世界に存在する呪じゆ詛その中でも、ひときわ強力な病である。

　本来この世界の人間は大小問わず【魔力】を体内に有し、血管や皮膚を通じて全身にエネルギーを分配している（と推測されている）。それらの体内魔力が汚染される症状を【呪い】と呼ぶ（らしい）。呪いの種類は魔法と同じく六属に分類されるが、中でも【大怪鳥の呪じゆ詛そ】は強力な闇属に類し、体内魔力を経由して人間の【魂】を支配する危険なものである（と魔法白書に書かれている）。

　コーディは布ふ団とんの中で力説した。伊い坂さかは「いやぁ……」と。

「普通に考えて、精神を蝕むしばむ衣服なんてあり得ないと思うけど」

「なっ！　あなたいざ魔法の病を見たら言うことがそれですか!?」

「ごめん、言ってみたかっただけ。普段と立場が逆だからさ。……で、コーディ。治療はどうしたら良いのかな。さすがに僕も、脳を操られる病気はちょっと」

「当然です。これは完全に魔法の世界、あなたの出番は今度こそありません」

　確かに、今回ばかりはお手上げだ。ただ折角なので幾つか質問をしたかった。異世界の呪じゆ詛そと向き合うのは初めてだ。興味は尽きない。

　彼女の話によれば、この呪いは大怪鳥の死骸を素材に作られた装備品によるものだという。大怪鳥の遺品は所有者に多大な力と知性、そして呪いを与える。呪じゆ詛そに打ち勝つ、或あるいは解呪することができれば強力な力を得られると言われ、呪いに手を出す者は後を絶たないという。

「時期的に考えて、あの黒衣は私わたし達たちが王国で倒した大怪鳥を素材にした可能性があります。そう考えますと、大臣室に現あらわれた理由も理解できます。大怪鳥は、復ふく讐しゆうに身を窶やつす魔物。私わたし達たちを狙ったと考えられます」

　大怪鳥の記憶は伊い坂さかにも新しい。かの敵は保身を捨ててでも、伊い坂さか達たちに牙を剝むいた。

　装備品になっても狙ってくるのは大迷惑な話だが……

「それで、コーディ。解呪の方法、あるんだよね？」

「ええ、……と言いたいのですが、実は大怪鳥の解呪は、極めて難しいのが実情です」

「魔法が効かないとか？」

「いえ。解呪自体はできるのですが、厄介なのは解呪を受ける本人の苦痛です。解呪魔法は、例えるなら強引に病と本人を引きはがすもの。強い痛みを伴うため、患者本人が耐えきれないケースも多く、また本人の抵抗も強いのです。もちろん耐えることを前提に治療しますが、実際の成功率は……とくに今回は首飾りや腕輪でなく、身体全体となると」

　彼女の声が尻すぼみに消える。なるほど、解呪に伴う激痛が厄介とは。

　……ん？　待てよ？

「コーディ。それは痛みや、本人の抵抗がなければ大丈夫なんだよね？」

「へ？　ええ、まあ理屈の上では。それが？」

「実は、現代には【麻酔】という薬があるんだけど……」

　──【麻酔】。人為的に痛みの感覚をなくす薬剤の総称である。

　麻酔がない時代、当時の外科医は薬草や氷、催眠術まで駆使して苦痛の軽減に努めていた。麻薬である阿あ片へんやコカインは勿もち論ろんのこと、時にはトリカブトのような毒草まで用いた程だ。外科医の仕事はまず患者を押さえる力仕事という時代もあり、手術の激痛による患者のショック死も多かった。その状況を改善すべく、かつての医師達たちは様々な麻酔薬の開発に着手した。実は歴史上、記録に残る全身麻酔に初めて成功したのは江戸時代の日本人だったりする。

　伊い坂さかは丁寧に説明したが、彼女は詐欺師でも見るような目であった。

「イサカ。あなたの世界、何かインチキしてません？」

「僕は魔法の方がインチキだと思うけど……」

「主観の問題かもしれません。で、その麻酔を使えば痛みを軽減できる、と」

「うん。……と言いたい所なんだけど、うーん」

　口にするのは簡単だが、しかし。

「あのさ。仮にコーディが一人で治療したとして……成功率は何パーセントくらいかな」

　コーディは伊い坂さかにそっと耳打ちした。

　大臣に聞かれたら即座に国外退去を命じられる数字だった。

「それなら麻酔を使った方が良さそうだけど……」

「どうしたのです、イサカ。らしくないですね。普段みたいに自慢したらどうです？」

「自慢はしてないけど……正直に話すと、麻酔はとても危険な薬なんだ」

　麻酔は数ある薬の中でも特別だ。なにせ患者を意図的に、異常な状態に陥おとしいれる。

【痛覚】は本来、危険を察知する大切な生体反応だ。それらを消失させる麻酔は、言わば生きている証あかしを消す薬といえる。実際には痛覚のみならず呼吸停止や血圧低下、体温低下など様々な機能低下を発生させ、患者を危険な状態へと追いやる。

　飛行機に例えると分かりやすい。飛行機は自身を空へ飛ばすという異常状態に運び、人々を遠くへ届ける。その代償として失敗は墜落を意味する。麻酔導入による離陸、麻酔維持による高度維持、そして目覚めの着陸。パイロットは飛行経験のない未熟な伊い坂さかだ。しかも呼吸管理モニターや心電図など、患者を維持管理する電子機器も存在しない。そして実際、事故はよく起きる薬剤でもある。先に述べた全身麻酔に成功した日本人も、その実験過程で実の母や妻が犠牲になる悲劇に見舞われたという。

　──正直に言えば、怖い、と思った。

　この世界に来て、伊い坂さかはいくつかの病と対たい峙じした。だが、自分のミスが直接【死】に至る病との対たい峙じは初めてだ。無論いままでも、手を抜いた事はない。覚悟はしてきた。ただ今回は治療というより手術に近い。いまの自分にできるか、どうか。

「イサカ」

「麻酔濃度に維持管理……手術は見たことあるけど、麻酔管理は……うみゅっ」

　頰をつねられた。

　彼女は眼鏡の奥から、うつくしい瞳で伊い坂さかを見つめていた。

「なにを考えているかは知りませんが、私からの質問は一つです。その麻酔という薬の成功確率は、私が先ほど説明した確率を上回りますか？　もちろん、私の魔法自体の成功率は百パーセントとして、ですけど？」

　単純な確率として、彼女が問う。

「成功率が高いなら、薬を使う。低ければ、使わない。あとの責任は私が取ります。ほかに悩むことがありますか？」

　その声には凜りんとした艶があり、理路整然としていた。

　どちらが有益か。患者さんが助かるか。

　答えを導く灯火としては十分だ。

　彼女のそういう所が、たまらなく愛おしい。素敵な人だと、いつも思う。

「分かった。準備を進めておくね、コーディ」

「ええ。……では、しばらくお任せします。私はすこし休ませて頂きます」

「うん。ゆっくり休んで」

　伊い坂さかは微笑ほほえみながら、彼女に布ふ団とんを被かぶせた。

　自分に出来ることは、これ位だ。そのぶん薬作りを頑張ろう──

「ああ、そうでした」

　コーディが伊い坂さかの手を摑つかみ、万力のように握り締めてきた。その目はサバンナ地方のライオンもびっくり、野獣の如ごとき眼光である。えーと？

「言い忘れましたが。私がいない間に、また別の女の子と仲良くなったりしないように」

「はい？　仲良く……いや僕は別に」

「ぜんぜん信用できないもん。船でも可愛かわいい騎士達たちに絡からんで、薄暗い船室に連れ込んで、やましいことして。私、本当は知ってるんですからね。……大きい方が好きとか、なんとか……」

　完全に誤解です。僕は襲われた側なんです。それでも僕はやってない。第一、個人的には、その……大きい方より……いや、その話は止めておこう。

　コーディはふて腐れて布ふ団とんを被り「行く先々で現地妻を作る男は嫌いです」と口にした。どこで現地妻なんて言葉を覚えたのだろう。とはいえ誤解は好ましくない。伊い坂さかはこの世界で妙に女性と縁があり、特に、……巨乳の方に迫られる傾向はある気がする。とはいえ。

「大丈夫だよ、コーディ。今回こそ」

　誤解は起きない。起こさない。下心厳禁、現地妻などもってのほか。伊い坂さかは断固たる決意を持って治療に当たることを宣誓する。奮闘した彼女のためにも、この日本男児、伊い坂さか練れん次じ郎ろう。一切の迷いなく医療の道を邁まい進しんします。男に二言はありません！




　さて、そんな伊い坂さかの案内係にしてお世話係として紹介されたのは、先程大臣に呼ばれた召使いのエルミーさん。リアの案内を終えた彼女は改めて、伊い坂さかにご挨拶にやってきた。

「初めまして、エルミー・エミーです！　召使いです！　普段は王様お付きの召使いですけど、今は王様がいないので頑張ります！　私、気合いと根性と気合いだけはありますので、なんなりとお申し付けください！　はい！」

　小柄で元気百二十パーセントの女の子だった。服装はエプロンにメイドキャップと古式ゆかしい召使い。前髪を切りそろえた愛くるしい女性……なのだが、古風な出いで立たちなど些さ細さいなこと、とばかりに。ボタンがはち切れそうな程、ドーン！　と豊かな双丘をお持ちの女性であった。熟したメロンに匹敵する、小さな身長と愛らしい童顔のミスマッチが素敵な女性である。ロリ巨乳ダイナミック・ザ・インパクトでかいでかい。

　女性の【乳房】の大きさに対する医学的考察は古今東西に渡る難題である。古より続く伝説の呪文【牛乳を飲むと大きくなある】は実のところ医学的根拠に乏しく、また巨乳は【遺伝】しないという説が主流だ。一方で食生活による栄養状態の影響は大きく、事実、食生活の良くなった現代日本の女性はここ数十年で身長と共に平均バストサイズが成長したとか……

「魔ま法ほう医い様、どうかされました？　はっ。もしかして私に何か不ふ手て際ぎわが!?　申し訳ありません。私あまりお役に立てないナメクジ的可能性もありますが目一杯努力します、はい！」

「……いえ、あの。エルミーさんは何も悪くありません……」

「よくわかりませんが、根性ですっ！　魔ま法ほう医い様、がんばれ～っ！」

　エルミーさんは戦闘民族が行うように拳を構えて気合いのガッツポーズを取った。その拍子にお胸がぽよんと揺れる揺れる。伊い坂さかは巨乳で処理落ちした脳の再起動を行い、コーディとは別に休憩できる客室を用意できないかお願いする。

　可能なら、城内にコッソリ実験部屋を作りたかった。リアの実験室のように、毎回都合の良い施設があるとは限らない。化学薬品を扱う以上、換気ができて相応に広いスペースがあると嬉うれしい。そして人目につかないところ。

「では、お部屋を用意して参ります。少々お待ちください！」

　彼女は伊い坂さかの前から急いで去り、十分で戻ってきた。

「用意できませんでした！」

「はい？」

「私に責任はありません！　ですが責任を痛感します！」

　子細を聞くと、どうやら大臣が部屋の用意など不要と伝えたとの事だった。伊い坂さかの噓うそは、既にバレているのかもしれない。辛かろうじてコーディの休憩室だけは確保したそうだが……

「ええと。じゃあ僕は、城下町の宿に泊とま……」

「現在、城下町は治安の問題でお勧めしません！　ですので別のお部屋を用意しました！」

　案内されたのは本城から離れた宿舎の一角だった。都心のワンルームのような、ベッドに洋服棚だけが置かれた手狭な部屋だ。

「私の部屋です、すいません、ここでお願いします！　私は別の召使いの部屋で寝ますので！」

「それはもっと申し訳ないような……」

　遠慮しようと思ったが、他に宿泊場所もない。とりあえず、と椅子に腰を下ろす。

　まず何から手をつけるべきか。伊い坂さかが考える前で、エルミーさんが笑顔のまま待機する。指示を待っているのかもしれない。伊い坂さかの視線が彼女の胸元をついなぞり、頭の中でコーディが怒り始めたので目を逸そらす。

　その時ふと、部屋に相応ふさわしくない金属製の箱が目に付いた。銀色をした正四角形の箱で、蓋の部分には六角形の印が刻まれている。召使いの部屋らしからぬアイテムが気になり、エルミーさんにあれは何かと尋ねてみた。

「私のではありませんよ？　魔ま法ほう医い様のものでは？」

「いや、違うけど……」

　好奇心。手にとって、許可を得てから蓋を開ける。

「うわっ」

　小さな爆発と共に白い煙が噴き上がった。驚いて煙を払った後、改めて箱を覗のぞくと火薬のような臭いと、一枚の紙切れが入っていた。文面に目を通す。

『呪われし騎士ケイミーの治療を完遂せよ。拒否すれば、お前の命はないだろう』

　それは伊い坂さかに対する、明確なメッセージであった。

　──呪われし女騎士ケイミー。それが今回、伊い坂さかが向き合う患者の名前だ。
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　現代に麻酔は幾つもあるが、現状可能な薬品として【ジエチルエーテル】を選択した。

　ジエチルエーテル、通称エーテルは麻酔としては最初期のものだ。原材料である【エタノール】と【硫酸】が入手しやすく、また麻酔量をコントロールしやすい利点もあるため発展途上国では最近まで使われていた薬だ。ただし強烈な引火性を持ち、電子機器や電気メスと併用すると炎上するため日本では禁忌である。コーディに知れたら「また爆発ですか！」と怒られそうなので秘密にしよう。

　原材料のエタノールは蒸留酒から。硫酸はリアの予備と【硫黄】を入手すれば大丈夫だろう。作成難度自体は、以前作ったニトログリセリンより遥はるかに低い。……ただ。

　リアは協力してくれるだろうか？

　彼女は〝カガク〟に強い好奇心を抱くが、治療には関心がない気がした。しかも今回の治療相手は彼女自身を襲った呪いの女だ。拒否されるかも……と思いつつ、治療を終えたリアと合流すると。

「協力する」

「え？　本当？」

「する」

　帽子を目ま深ぶかに被かぶった彼女は、あっさりと頷うなずいた。

　もちろん嬉うれしい。が、どうして積極的な治療を申し出たのだろう。

　もしかして。

　……彼女も先日の難民救出を目の当たりにして、人助けの道に目覚めた!?

「リア。僕はその返事が聞けて嬉うれしいよ……」

「？」

　思わず感動する伊い坂さかである。

　とはいえ彼女の協力があっても原材料や実験器具の数々、麻酔を行う麻酔器の準備は難しい。まずは現地にいる錬金術師の情報が欲しかった。〝カガク〟は禁忌とされるこの世界だが、人の好奇心は無限大だ。錬金術は必ずどこかに根付いている。

　という訳で伊い坂さかはリアと共に城下町へと出るにあたり、もう一人の助力を仰ぐことにした。

　その相手は、というと──




『久しぶりに出てこれたと思えば、娘が倒れたとは。少年、君も男なら勇敢に守らんか』

　城門を出た先で、書物に貼り付いた白い仮面が文句を垂れる。彼の名はドクといい、コーディの相方ともいえる魔法の賢人だ。先の砂漠の旅では、砂すな埃ぼこりを嫌ってコーディの袋に隠れていたけれど。

「という訳で、ドク。この国の錬金術について聞きたいんだけど」

『うむ。知らん』

「えぇ～……？」

『何だその、折角出てきたのに期待外れみたいな言い方は。東国に最後に来たのは、我がまだ人間だった百年も昔の話だ。流石さすがにいまの時勢は分からんぞ』

「ドクって何歳なの？」

『この姿になってから数えてない故、正確には知らん。だが百年前の我はまだ若く、そして偉大なる魔法使いとして、この地の魔物達たちと激戦を繰り広げたのだ』

　へぇ、と感心した伊い坂さかに気をよくしたのか、ドクは饒じよう舌ぜつに語り始めた。

『百年前の当時、この国には恐るべき魔物がいた。貪食の魔物ドリルドグ。奴やつは母体となる強力な核を有し、その核を中心に餌を集めて増殖を繰り返す怪物だ。そして百年前、奴やつはアリの姿を母体とし、膨大な数の巨大アリを従え人々へと襲いかかった。その魔物を退治した英雄こそ、この国の初代国王グリムドファー・クラックである。まあ当時の奴やつは、単なる生意気な餓鬼であったがな』

　伊い坂さかは騎士団の船の船長室に飾られていた、銀ぎん槍そうとマントを着けた小太りな男の絵画を思い出した。

『かの魔物は英雄グリムドファーの力を以もつてしても脅威であった。そこで！　まだ若き頃のあまりに格好良すぎる我、ヴァンハイム・Ｄ・オスファルト。その我と並ぶ大魔法使い、アーティア・フランツェの黄金ペアが颯さつ爽そうと登場し、魔物達たちを次々とちぎっては投げ……』

「レン、まず酒場に行く。私、錬金術師と秘密の連絡を取る方法知ってる」

「ホント？　凄すごい凄すごい、じゃあお願いしていい？」

『待て少年、我が武勇伝はここから全世界が涙する感動の……』

　申し訳ないが長話は遠慮した。リアが示した公衆酒場を目指す。

　道中、改めて首都を見渡すと露店が多いことに気づかされた。暑さしのぎの簡易テントを張り、白布にゆったりとした衣服の商人が茣ご蓙ざを敷いて商売をしている。名物きのこや果実、大根など見慣れた野菜も多く、また米屋も見受けられた。熱帯域の割に米が豊富なのは、ドクの話によると北ほつ方ぽうに稲作に適した土壌があるとの話だ。

　一方で物々しさも感じた。腰に杖つえをぶら下げた魔法兵の巡回が多く、たまに視線を感じる。平屋に瓦が礫れきが放置されていたり、酷ひどい場合には建物に穴が開けられていたりもする。

『随分ぴりぴりしているな。魔物騒ぎでもあったか？』

「うーん。首都にまで魔物が出るのかな……？」

　居酒屋に到着した。ドクは目立つので袋に引っ込めつつ伊い坂さかが羽扉を開くと、酒と煙草たばこのにおいがぷんと鼻についた。黄土色の魔法灯には埃ほこりが積もり、壁にはここにも東国初代英雄の古い絵画が飾られている。夕刻前のせいか客足はまばらで、土方仕事を終えたらしい体格の良い男達たちがテーブル席でちびちび酒を楽しんでいた。

　リアがカウンター席に腰掛け、伊い坂さかも並ぶ。

　軽い酒を注文した後、リアは帽子に六角形のピンを挿した。形状は雪の結晶のようで、いわゆるベンゼン環の六角形を模していると気づく。

「これが私わたし達たちの秘密の印。錬金術師が見かけたら合図をくれる」

「あ、すごい。なんか秘密組織のスパイみたい。楽しみだね」

　伊い坂さかはわくわくと期待して待った。

　一時間が過ぎた。

　しかし、なにも起こらなかった。

「思ったんだけどさ。これ、相手が酒場に来ないと意味ないよね。っていうか普通こういうのって、秘密のメモ交換の合図とかに証拠として置いておく気がするけど」

「……！」

　リアは人類が初めてゴリラと遭遇したような衝撃の顔をした。

　帽子からピンを外した彼女は、ちょっと顔を赤くしながら、大丈夫、と。

「次の作戦ある」

「本当？　どんなの？」

「聞き耳を立てる。ここは酒場。いまから夕方。人が集まると情報が集まる」

「それだけ!?」

「大丈夫。こういう場所は噂うわさ話ばなしがたくさん。間違いない」

「あの、実戦経験の程は……？」

「誰でも最初は初めて」

「えっと。僕が代わろうか？　話を聞くくらいなら」

「私がやる。レンは座ってて」

「……すいません、ご主人さん。二杯目の飲み物を……」

　伊い坂さかは酒場の主に二杯目の酒を注文した。アルコールとは無関係の発汗が頰を伝う。

　もしかして、リアは。結構な内弁慶だったり？

　まあ伊い坂さかも医学以外の話は苦手だが、……とりあえず。

「あの。このお店のお酒は、どちらからでしょうか。あと蒸留酒はありませんか」

　伊い坂さかは寡黙な酒場の主に、近所の酒屋について尋ねる。細身の中年マスターによると、蒸留酒はないが米を使った地酒が売りだという。成程、と伊い坂さかは酒屋の場所のメモを取った。アルコールがあれば蒸留作業を行うことで、高濃度エタノール抽出は容易に行える。ついでに酒瓶やコルクも頂けないか相談した。フラスコやゴム栓の代用品だ。マスターは伊い坂さかが少々の金銭を渡すと交換に応じてくれた。

　軽食を挟み、二杯目の酒も頂く。酒場の主お勧めの白酒はとろりとした甘味があり、後に残らず爽やかだった。東国北ほつ方ぽうの米を用いた地酒らしい。

　その杯が空になった頃、成程、リアの予想通り酒場には次第に仕事上がりの警備兵や商売人がドヤドヤと割り込んできた。が、いざ聞き耳を立ててみると、……集まるのは錬金術でなく国に対する愚痴と、下世話な女の話ばかりである。やれ最近は国王様が居眠りばかりで仕事をしない、大臣は有能だが高圧的で重税をかけまくる。この国は一体どうなるのやら──

「リア。……やっぱり店、出ようか」

　うん、とリアが申し訳なさそうに頷うなずき、伊い坂さかはマスターに銅貨を支払った。すると、

「宜よろしければ。サービスです」

　マスターから一枚の紙切れを差し出された。蜘蛛くもの巣すのように入り組んだ街の地図があり、裏路地の合間に六角形の印が描かれている。伊い坂さかはそっと礼をした。

　外はすっかり夜になっていた。石造りの家から零こぼれる魔法灯が寂しく道中を照らしている。ランタンを掲げて歩く警備兵だけが見張りを行う時間帯だ。聞けば、夜には魔物が出ることもあるとか。

　明日でもいいかな、と思った。

　コーディなら災難も魔法で吹き飛ばせるが、リアは錬金術に詳しい一般市民だ。

「リア。今日は帰ろ……って、ちょっと。どこ行くの？」

「計画通り。今からここに行く」

　彼女は手紙の地図に従い、ふらふらと路地裏に入り始めてしまう。

「明日にしようよ、リア」

「だいじょーぶ」

　という彼女の足取りは怪しく、リアの肩を摑つかんで振り向かせると、可愛かわいらしい頰が甘い桜色に染まっていた。すこし酒臭い。

「リア、アルコールに弱いの？　やっぱり明日にしようよ。ね？　もう暗いし怖いし」

　と、彼女は何故なぜか帽子のつばを押さえ、じろりと睨にらみ返してきた。

「レン。いま金髪と一緒だったらすぐに行く？」

「え。……う、うん、まあ」

　リアはぷくっと頰を膨らませて歩き始めた。

「金髪にできるなら私にもできる。私、金髪の代わりに役に立つ」

「あ、ちょっと……」

「借りは返すもん」

　リアはあっという間に裏道を進み、野犬がいそうな路地へと入り込んでいく。虫の音と男達たちの喧けん騒そうが響き、ぬるい風が額を撫なでる。伊い坂さかは念のため袋に入れた魔法札を確認する。

　目的の家は裏路地の一角にそっと佇たたずんでいた。ごく普通の民家だ。扉には何の印もなく、硬質なドアノブだけが飛び出している。

　リアは同胞に会えるのが嬉うれしいのか、珍しくはにかんだ笑顔を見せた。

「レン。錬金術師みんな紳士的。知的で良い人。私に任せて」

　自慢げに語り、ドアノブを捻ひねる。

　薄暗い酒場のような屋内から、筋肉ムキムキの男達たちが一斉にこちらを向いた。

「あぁん？　なんだテメェ──」

　扉を閉めた。

　……。

　彼女は手元の地図を再確認し、もう一度扉に手をかける。その頰にはじんわりと冷や汗が浮かび、心なしか青ざめている気がした。

「リア。僕が行こうか？」

「だいじょうぶ。問題ない。錬金術師との交渉、私がやる。レンは黙ってて」

　リアはすべて任せて欲しい、と応える。

　それから再度扉を開いて拳銃を突きつけた。

「大人しく錬金術を出せ」

「いやそれ違うから！　まずコミュニケーション取ろうよ、ね？　ね？」

「分かってる。任せて。錬金術師みんないい人。楽しい会話」

　彼女の唇と指先がぷるぷる震えていた。リアは内弁慶なんて次元でなく、コミュ力自体が壊滅的なのでは。そういえば騎士達たちの船でも、殆ほとんど喋しやべっていなかった気がする。

「や、やっぱり交代。ね？　リア」

「レンは黙ってて。いまから私が話する」

「何でそんなに強気なの……？」

　無論リアの会話（暴力）が通じる相手ではなく、眼帯をつけた大男が睨にらんできた。近づいた途端、火薬の香りが鼻につく。伊い坂さかは何気なく室内を確認し、歪いびつな形状ながら試験管のような瓶や無色透明の液体ボトルを目め敏ざとくチェックする。

「おう、おチビちゃん。ここは子供が立ち入る場所じゃねぇぞ？」

「ちがう。私も立派な錬金術師」

　リアの返答に、男達たちが静まり……、遅れて「どぅはははは！」とテーブルを叩たたいて大爆笑が始まった。多少ムッと来た。リアは背丈は小さいが、それでも立派な──

「こいつぁ笑える冗談だな！　もしかして、その黒い塊が錬金術か？　悪いがウチは玩具おもちや屋やじゃない、遊び相手ならパパにしてもらいな？　ま、こんな時間にほっつき歩く娘じゃ、ロクなパパじゃないだろうけどよぉ」

　リアの顔がさっと青ざめ、瞳が獣のように輝いた。拳銃を懐ふところにしまう。

　代わりにリレーで使う、バトンのような筒状の物体を取り出した。先端には導火線がついており、彼女が容赦なく魔法具で着火する、ってそれは……！

「待ってリア、それまずいよ！」

「錬金術の証拠見せる。父をバカにする奴やつは許さない」

　彼女は壁かべ際ぎわに筒を投げ、床に数度バウンドしたそれはズドンと爆発して壁や椅子、そして彼かれ等らとのコミュニケーションを行う機会もろとも粉々に打ち砕いた。白煙と悲鳴があがり、男達たちが物々しい小刀を抜く。

「テメェ魔法使いか！　うちの屋や敷しきに乗り込んでくるたぁいい度胸だ、はっ倒してやる！」

「錬金術と魔法の区別もつかない雑魚ざこはいらない。父やレンくらい凄すごい人はいないの？」

「まずいって、リア。落ち着いて！　ドク、ドク出てきて！」

『む。何の騒ぎだこれは。……ん？　んん？』

「魔法の本まで出してきたぞ！　そっちの男も畳んじまえ！」

　男達たちが叫び、対するリアは紫色の毒々しい球を床にぶちまけた。煙幕とアンモニアの刺激臭が室内を埋め尽くす。魔法による容量圧縮を用いたリア自作の化学魔法ガス弾だ。こんな応用物まで作れたのかと感心する間もなく、騒ぎを聞きつけた警備兵が警笛を鳴らして乗り込んできた。リア自身もガスに塗まみれて咳せき込こみ、それでも暴れる彼女を押さえつける。

「離してレン、あいつ父をバカにした。許さない！」

「分かる、分かるけどリアお願い、いまは抑えて！　……あ、すいません騎士様、これは誤解で。いや誤解でもないんですけどごめんなさい！　え、逮捕？　ちょっと待っていやあの」

　かくして伊い坂さか練れん次じ郎ろう、人生初の器物破損罪により監獄送りとなったのである。
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　牢ろう屋やというのは万国共通でかび臭いのかもしれない。

　鉄と砂の味がする牢ろう屋やの前にて、見張り番を務める女性騎士が燃えるような赤髪を弄いじりながら呆あきれていた。ふわふわとしたくせ毛がチャームポイントの女騎士だが、目尻だけはレシア副隊長のように尖とがった女性だ。

「ねえ君きみ達たち、本当に魔ま法ほう医いなの？　町中で爆発事件を起こす魔ま法ほう医いなんて聞いたことないよ？　いま私わたし達たちちょっと魔物退治で忙しいのね？　あちこちに変なネズミが出て大慌てなの。面倒だから荷物は没収しないけど、そこで反省」

「はい……申し訳ありません……」

　結局、錬金術師と連絡を取ってエーテルの材料を手に入れるどころか、城に逆戻りした挙句に牢ろう屋や入り。伊い坂さかはドクを通じてコーディに現状を伝えたものの、これでは治療の準備すらままならない。大臣に指示された制限時間も、今日が終わればあと四日──

「で、大臣ちゃんからの命令なんだけど。もう治療の日まで牢ろう屋やに入れとけって」

「治療の日まで!?　待って下さい、それは困ります！」

「でも金髪の魔ま法ほう医いちゃんが元気になれば呪い解けるんでしょ？　……って聞いたけど？」

　ごめんね～、と見張りの女騎士はひらひらと手を振って姿を消し、伊い坂さかは途方に暮れた。

　どうしよう。……これは本格的にまずい。

　牢ろう獄ごくは簡易トイレとかび臭いベッドが並ぶ小部屋だ。埃ほこりは酷ひどく、耳を澄ますと獣の唸うなり声や鉄鎖の音がする。不意に、オオオォォ──と、地獄の底から響くような声がして背筋が震えた。天井近くの小窓から差し込む月明かりだけが、辛かろうじて牢ろう屋や内を照らしている。

　その牢ろうの片隅では、リアが体育座りで腰掛けていた。彼女は未いまだ顔を赤くし、膝頭をぎゅっと握りしめている。

「父をバカにしたのは、あっちなのに」

　ふて腐れた声に、伊い坂さかは息をついた。

　──彼女の怒りは分かる。けど。

「リア。爆発物は駄目だよ。怒るのは分かるけど、やり過ぎ」

「でも」

「お父さんに習わなかった？　化学薬品を人に向けてはいけません、って」

　ぎくり、と彼女の顔が引きつる。リアは錬金術の全てを父から学んだという。

　顔を強こわばらせたのは幸いだ。彼女の父親は、正しい教育者なのだろう。

「リアの錬金術は、すごいと思う。でも爆発物は駄目。今回は運が良かったけど、下手したら怪け我が人にんが出た。だから約束して。爆発物や、人に怪け我がさせるような薬は使わない。いいね？」

「でも」

「守れないなら、一緒に旅はできない」

　リアは口くち惜おしそうに唇を嚙かんだ。彼女の錬金術は頼りになるが、怪け我がはダメだ。

　──ならもう一緒に行かない。そう言われる可能性もあったが、きちんと叱る必要がある。

「レン。だったら、黙ってる方がいいの？」

「ううん。あれは相手が悪いと思う。でも言葉の暴力に、本物の暴力で返したら駄目だ」

【言葉の暴力】は、伊い坂さかは一種の暴力だと思うし、反撃の必要はあると思う。

　でも腕力や魔法、爆発に訴えてはいけない。

【外傷】程にシンプルで恐ろしい病はない。顔面打撲による【失明】や腹部打撲の【臓器損傷】、酷ひどくは【銃創】や【刺創】、交通事故といった【高エネルギー外傷】など。一瞬の怒りが、健康な人生を台無しにする姿には辛つらいものがある。

　彼女は物言いたげに唇を嚙かんだが、……飲み込んだ。瞳に小さな涙が浮かび、伊い坂さかはハンカチを渡す。

　リアは手元の帽子をきつく握り締めた。

「私にとって父は尊敬する人。錬金術師としても、人としても。馬鹿にされたら悔しい」

「……僕も、尊敬してる人をバカにされたら、悔しい気持ちは分かる。だから、怒るのは間違ってない。やったことは、ダメだけど」

　彼女の生い立ちについて、ドクから聞いた話がある。リアは森の中に錬金術師の家を構え、父親と共にひっそりと暮らしていた。父親が病に倒れた後は、伊い坂さか達たちが訪れるまで一人暮らしをしていた。彼女にとっての父親は、唯一の家族であり錬金術の師匠だ。

　リアはしゅんと気落ちしている。手に摑つかむ黒帽子は騒動のせいか、端に小さな破れめが入っていた。先程から、切れ口を合わせるように握りしめている。

「帽子、いいかな」

　伊い坂さかは帽子を預かり、袋の救急箱から縫合セットを取り出す。裁縫道具の代用品だ。本来は皮膚を縫う時に使う鎌状の針と糸だが、この世界には回復魔法があるため使用する機会がなかった。伊い坂さかは【持針器】という、針を摑つかむホッチキスのような器具を手に取る。

「僕ぼく達たちの世界ではこうやって、患者さんが怪け我がした時に肌を縫うんだ。回復魔法がないからね」

　釣り針のような針先を生地に当て、くるりと手首を回転させて針を差し込む。イメージとしては皮膚に釣り針を潜りこませ、カーブを利用して一回転しながら縫う感じだ。

「……痛そう」

「痛いよ。だから縫う前に局所麻酔をするし、医者によって上手うまい下手が結構……あれ」

　斜めに食い込んだ伊い坂さかの縫合は、あまり褒められたものではなかった。

「レン、下手」

「ごめん、経験不足で……知識はあるんだけど、こういうの苦手で」

　少々縮れた帽子を申し訳なく思いつつ、裁縫を終えて返却する。

　その帽子を、リアは愛おしそうに被り直した。それから、

「帽子、父のプレゼント。黒服とお揃そろい。錬金術師をカモフラージュするための魔術服」

「え!?　ごめん、そんな大事なもの、なんか凄すごいへたくそな糸通しちゃったけど」

「ううん。別にいい」

　慌てる伊い坂さかに、リアがくすりと笑った。

「今まで、こういう事してくれる人いなかった」

　彼女が帽子を外して懐ふところに抱き留める。その姿を見ながら、……何だろう。彼女の笑顔が珍しいせいか、伊い坂さかもほんのりと温かい気持ちになった。

　牢ろう屋やに沈黙が落ちる。リアは帽子の傷跡に触れながら、ふと。

「でも。私はレンみたいに優しくなれない。人助けにも興味ない」

「うーん。僕の場合は優しいのとは違うかな。欲望？　リアが錬金術大好き、っていう気持ちに似てるかも」

　伊い坂さかは人助けが好きだ。大好きだ。故に限度がなく、海賊船にまで乗り込んでしまう。

「レン。私、初めて会ったとき、レンは私と同じと思った。錬金術が好き。好奇心たくさん。……でも違う。人助けの大切さは分からない。攻撃してきた相手まで助ける必要を感じない。金髪も同じ。理解できない」

「そこはまあ、人それぞれ、というか……」

「私はそういう病気。普通の人は助けるけど、私は助けられない病気」

　伊い坂さかはふと目を曇らせる。

　──どうして、病気なんて言葉が……？

　リアが察して続ける。

「昔、私は病気だと言われたことがある。家族から。……魂の病。お前は人の気持ちを理解できない。馬鹿なことばかり考える。雨が降る理由。風が囁ささやく理由。雷が落ちる理由。そんなことばかり考えるから、人の気持ちが分からない。人間じゃないって」

「なにそれ」

　室温がぐんと冷えた気がした。彼女は呟つぶやいたことを悔いるように、唇を嚙かんだ。

　……触れても、良いのだろうか。

　いや。触れなければ、と思う。

　伊い坂さかはリアのことを何も知らない。それに病気というキーワード。

　性分として、気になる。

「聞いていいかな。誰に言われたの？」

「父と母と兄」

「あれ。でもお父さんって」

「尊敬してるのは二番目の父。私は元々捨てられて、二番目の父に拾われて、いま錬金術師」

　彼女の口調からは、どこか冷めたものを感じた。

「……二番目の父。ゴロウ・ヤマダ。私は古い名前は捨てた。今の本名は、リア・ヤマダ」

「え。それ完全に日本人だよね？」

「国名は知らない。別世界から来たと聞いた。レンも、何となく同じにおいがする」

　つまり彼女の父も、実は現代日本からの来訪者だったのだ。

　驚くと同時に、腑ふに落ちた。リアの自宅にあった化学実験室と、リアの持つ技術力。拳銃の出所。正直この世界の住人にしては〝カガク〟に詳しすぎると思っていた。

「泣いてた私に、父は錬金術を教えてくれた。錬金術は素敵。決められた式と、決められた手順で同じ結果が出る。理解できる。私は病気だから、レンや金髪みたいに人の気持ちは分からないし他人の考えも理解できない。だから、……錬金術で、解明してみたいと思った」

「心を？」

「魂を」

　それは悲しい返事だと思った。

　人間の心を〝カガク〟で解明する。その試みは幾度となく行われているが……おそらく彼女の答えは〝カガク〟には無い。

　リアの瞳が深海のように深い色を浮かべる。普段は決して見せない海の底。

　考える。

　彼女の質問への答えは、難しい。伊い坂さかも人の心を察するのは苦手だ。

　一般論的な励ましなら、できなくもない、けれど。

　……心における〝カガク〟。論理的な答え。

　伊い坂さかならではの解答は。

「リア。今からの話は間違ってるかもしれない。でも聞いて。……病気って、何だと思う？」

「何、って」

「定義づけ、みたいなものとして」

「……体調が悪くなること」

「そうだね。でも例えば、同じ病気でも人によって痛み方が違ったり、全く痛くない、なんて人もいる。他にも寝不足だと体調は悪くなるけど、これは病気とは言わないよね。そう考えると、どうかな？」

　リアは少し考えて解答した。

「病気。平均と違うこと。一般的な人間から外れた異常、それが病気」

　伊い坂さかはニコリと笑う。その解答は中々に論理的で、うつくしい。

　──【病気】。一般的に使用する、この言葉の本質は難しい。

　患者が主観に基づき体調不良を訴えれば【仮病】も病気になるし、寝不足も病気になる。それでは困るので、現代医学は様々な診断基準を策定し、採血結果やグレード評価を行い客観的な位置づけを行えるよう心がけている。それでも病の完全な分類は不可能だ。

　例えば【馬ば蹄てい腎】という病気がある。本来は二つある左右の腎臓の下部がくっついてしまう病気で、その形状が馬の蹄てい鉄てつに似ていることから名付けられた先天的な異常だ。発生頻度は二千人に一人程度で、客観的に見ても常人と異なると言える。ところが、この病気は幾つか合併症を起こしやすい特徴はあるものの無症状な場合も多く、気づかずに一生涯を終える人もいる。つまり病気ではあるが困らない事も多い。……という話をすると、リアは素直に驚いた。

「病気なのに、病気じゃない？」

「そう。逆に、少なくとも身体としては病気じゃないのに、困って病院に来る人もいる。つまり病気には主観が混じったり、病気であっても困らなかったりする。分類はとても難しいんだ」

「なら、レンは何で病気を見分けてるの」

「正確な定義は分からないけど、知識と、困ってる人を助けたいという主観かな。詳しい分類は専門家でも悩むし、実際に診察してると、病気とまでは言えない【未病】みたいな症状もたくさんある。酷ひどいときは本人の思い込み、なんてこともあるしね」

　それ程に【病気】は複雑な意味をもつ言葉だ。

「つまり病気は、とっても難しい。でも、その中で一番やったらいけない事って何だと思う？」

「……わかんない」

「素人しろうと判断。身体を悪くする患者の多くは『もう大丈夫だろう』と思って勝手に服薬を止める。病気を勝手に見積もる。それで悪化する。本当に、よくあること。……それくらい、病気は難しい。だから」

　伊い坂さかはじっとリアを見つめた。

　薄い青、純粋な少女の瞳を、その奥深くまで貫くように。

「病気っていう言葉は、簡単に使えるものじゃない。だから、どこかの誰かがリアに向かって『お前は病気だ』とか『頭がおかしい』なんて簡単に言うなら、そいつは素人しろうとだ。……それは人に対する冒ぼう瀆とくだと思うし、同時に【病気】に対する冒ぼう瀆とくだと僕は思う」

　一度、呼吸を挟んで、続ける。

「もっと言うならね。それは病気だっていう言葉を使った人間が、相手を病気にさせたい、と念じた呪いかもしれない」

　現代にも呪いは存在する。

　例えば毎朝、顔を合わせる人がいたとする。毎日「今日は顔色悪いね」と声をかける。相手はそのうち自分に異常を感じるだろう。【ノイローゼ】と呼ばれる呪いの病だ。

　毎日、同じ上司から叱られる。先輩に怒鳴られる。この手の病は幾らでも存在する。

　伊い坂さかも昔は同じ病を患わずらっていた。お前は役立たずだと両親に罵倒され、病室で震えていた。その反動で、今のような変人になった可能性は否いなめないが……

　呪い、と彼女の唇が震えた。

「私、病気じゃない？　変じゃない？」

「リアは普通だよ。やり過ぎはダメだけど、僕だって腹が立ったり怒る事はある。もし人を傷つける相手がいたら、僕だって殴るかもしれない。その気持ちを我慢してるだけ。……だからリアは、普通だよ。それにさ。色々話したけど、リアは今回、呪いを解くのに協力してくれてるよね。これは立派な人助けだよ」

　疑問に思っていたことを告げると、彼女は牢ろう屋やの壁に、人差し指で化学式を描く。

　Ｈ２＋Ｏ＝Ｈ２Ｏ。中学生レベルの式だ。

「錬金術式は左右同一。左があるから、右がある」

　そして小さく呟つぶやいた。

「私には人助けの気はない。でも金髪に助けて貰もらった。恩は返す」

「……コーディが飛び込んで、助けてくれたこと？」

「恩返し。他人に借りは作らない主義」

　つい、口元が緩んだ。

「リアは律りち儀ぎだね。そういうの僕、好きだよ」

「そう？」

「うん。保証する。リアはとっても元気で、普通で健康」

　彼女はたぶん、自分が話すほど利己的な人間ではない。

　リアが伊い坂さかを見上げた。氷のような瞳が、僅かに涙ぐんでいる気がした。

「……大丈夫」

　彼女の髪に触れ、力強く撫なでてあげる。

　そう、リアはとても普通の女の子……〝カガク〟好きの。

　多分それだけのことだと思う。

「あ、でも爆発は止めてね。怪け我がさせるのはやっぱり痛いし。あと、もし良かったら今回の解呪、単なる恩返しでも、折角なら患者さんが元気になってくれる喜びを経験して欲しいな。何事も実践ってコーディもよく話すし」

　人助けは大変美味おいしいことです。そう伝えると、リアはぶすっと目を尖とがらせた。

「説教は嫌い」

「えぇ～？　今のは説教じゃなくて食欲みたいなものだし。人助けって美味おいしいよね？」

　うえぇ、とリアが変な顔をする。そんなに変な話じゃないと思う。

　伊い坂さか自身が師匠に出会い、多くの医療人と会話を重ね、世界を変えられた体験を、リアにも感じて欲しいなぁ、なんて……ちょっと感じるのだ。

「そんなに楽しい？」

「うん。元気になる人を見るのは、嬉うれしい」

「失敗は、怖くない？」

「それは……怖いし、すごく辛つらいと思う。まだ分からないけど」

　伊い坂さかは単なる医学生だ。こちらの世界に来てから診察を始めた。その時が来てみないと、分からないことも多い。いまは後悔したくない気持ちと、他に出来る人がいない事から、必死に頑張っている。

　ふぅん、とリアは呟つぶやいて、……伊い坂さかの傍そばにするりと寄ってきた。服越しに熱を感じる。伊い坂さかが固まる横で彼女がしっとりと抱き寄せるように身体を絡からめてくる。

「なら私も試してみる。呪いの女の治療。理論も大事。だけど実験も大事」

「う、うん。是非。……あの。ところで、この腕は」

「レンは温かい」

　急にドキドキしてきた。牢ろう屋や内に、謎の熱が漂っているような。

「レンは父から聞いた伝説のアイテムみたい」

「そ、そう？　まあ人間は恒温動物だから温かいのが普通だし、体温は大切だし。伝説って？」

「コタツ。父があれは神だと話していた」

「僕、コタツと同列なんだ……それより、あの。リア？　少し離れてくれると……」

　焦あせる伊い坂さかの横で彼女がふと自分のポケットに手を伸ばし、床に白い花を添えた。見た目は百合ゆりの花に近いが、不思議なことに淡い蛍光灯のように輝いている。寂れた牢ろう屋やにほのかな光が灯ともり、リアの横顔がふわりと浮かぶ。優しい光だ。〝カガク〟の一品ではない。暗闇でも光を放つ【蓄光】作用を持つ物質は、簡単には作れない。

「夜光草。夜でも光る魔法の花」

　そう呟つぶやいて、リアは再び伊い坂さかにしなだれかかる。

　夜光草の明かりは、なんとも優しく……？

「ねえ。何でこれ出したの？」

「雰囲気。父が将来、もしいい男がいたら、暗がりでこれを使う」

「はい？」

「理由は知らない。でも後はベッドがあれば男が素敵なことをしてくれると聞いた」

　彼女はわくわくと牢ろう屋やのベッドを示した。

「実験。結果が楽しみ」

「お父さんの教育方針について一言申していいですか!?」

「大丈夫。明かりは一日持つ。レン、何が起こるの？」

　彼女は根本的に勘違いしていた。そして伊い坂さかの体温上昇は終わらない。あからさまな発熱にドキドキする。彼女にかけた言葉に噓うそはないし、リアはコーディと同じ妹分の可愛かわいい女の子だが、……男へ大胆に寄りかかられるのは正直かなり困るというか。

「リア。あのね？　温かいのは分かったけど、ちょっと離れて貰もらえると……それに僕、まだ治療のことを考えないと。まあ牢ろう屋やで何ができるかって言われると困るけど」

「……ん」

　実際のところ問題はまったく解決していない。コーディに話は通したが、彼女でも大臣の意向を崩すのは難しいはず、……と、リアが立ち上がった。

　帽子を被り、鉄格子の前で頷うなずく。

「レンに迷惑かけた分は、取り返す。恩返し。汚名挽ばん回かい」

「汚名返上、ね」

　彼女はちょっと顔を赤くし、牢ろう屋やの外に向かって「あの！」と声をあげた。

「コミュニケーション。がんばる」

「……どうするの？」

　はいはーい、と現あらわれたのは先程も見た赤毛の女騎士さんだ。相変わらず牢ろう屋や番にしては明るい声に対し、リアは「これ」と呟つぶやいたのち鉄てつ格ごう子しを跨またいで右手をさし出す。

　赤毛の騎士さんに数枚の銀貨を握らせた。

「ここから出して。対価を提出する。錬金術の基本」

「……いや、そんなに堂々と賄賂を渡すのはちょっと……」

　伊い坂さかは項うな垂だれ、もちろん赤毛の騎士さんは怒った。

「これは困るね魔ま法ほう医いちゃん。私これでも正義の騎士だからさ？」

「でも人の命が懸かってる。人助けは騎士の務め。私にはレンを助ける義務がある」

　と、リアが予想外の技をくり出した。

「私わたし達たちの知り合いに、レシア副隊長という人がいる。彼女なら私わたし達たちを庇かばってくれる。恩返し」

　伊い坂さかの全く予想していない言葉だった。

　ただ確かに、彼女なら伊い坂さか達たちをフォローしてくれる可能性が──

「ん？　魔ま法ほう医いちゃん、何でうちの妹知ってるの？」

「いもーと？」

「ああ。もしかして君きみ達たち、レシアが話してた噂うわさの麦使い魔ま法ほう医い！　そっかそっかぁ」

　目を白黒させる伊い坂さかの前で、牢ろう屋やの見張り番はまた赤髪を弄いじり、ニッと白い歯を見せる。そういえばレシア副隊長が話していた。隊長が降格処分になり、牢ろう屋やの見張り番になったと。

「私シレジア・ミウ。正義の見張り番。アレのお姉ちゃん。訳あって牢ろう屋や番。でもそうか、うーん。話は聞いてたけど困ったねぇ。……てゆーかさ？　牢ろう屋やから出しても大臣や見張りに見つかったら、すぐ捕まるよ？　私一人じゃどうにもね？」

　彼女の答えは至極当然だ。強引に脱出しても、お尋ね者である。

　結局どうしようもない──いや。待てよ？

　さび付いた牢ろう屋やに鉄てつ格ごう子し。脱出は不可能でも……

「シレジアさん、ご相談があります。この部屋を、実験室にしても良いでしょうか？」

　素敵なことを閃ひらめいた。

　外に出られないなら、ここを拠点にすれば良いのでは？
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　実験といえば地下室、地下室といえば秘密の実験場。実際は地上一階の牢ろう屋やだが、窓があるのは換気の意味でも有あり難がたい。床やベッドが不安定なため実験に向かない、空気がこもるなど厄介な点もあるが十分だ。あとシレジアさんは泣いていた。

「お願いだからバレないでね？　今度バレたら私クビじゃ済まないからね？　お姉ちゃん仕事なくなると、レシアに悲しい目で見られるから勘弁ね？　人助けだから協力するけど！」

「大丈夫です任せてください」

「町中で爆発騒ぎ起こしたのに何その自信！」

　という訳で、シレジアさんが見張り番の間だけ牢内での自由が許された。

　とはいえ現状での選択肢は少ない。錬金術の違法物まで、シレジアさん一人に集めて貰もらうのは無理がある。が、伊い坂さかもリアから学ばせて貰もらった。東国の事なら東国の騎士に助けを求めるように、要は錬金術に詳しく、かつ武ぶ国こくグリムヒル在住の協力者がいれば良いのだ。

　伊い坂さかは救急箱からまず透明な粘着テープを手に取った。本来は注射針の固定などに使用する保護テープだ。続けて銀色の金属箱も取り出す。エルミーさんの部屋で小爆発した例の箱だ。金属箱の外周をペンライトで確認した後、臭いを嗅ぐ。火薬の残ざん滓しが鼻をつく。

　続けて大学時代に使用していた筆箱からシャーペンの芯ケースを取り出し、中身の芯を紙の上で砕く。何度か繰り返した後、毛先の細かいブラシでシャーペン芯の粉末を塗まぶす。

　最後にエルミーさんを呼んで貰もらった。

「はい、エルミーです……って魔ま法ほう医い様!?　なんで捕まってるんですか!?」

　目が飛び出るほど驚く彼女に、いやまあ色々と説明しながら、伊い坂さかはポケットから携帯を取り出した。既に充電切れしている、ホワイトカラーのスマートフォンだ。

「エルミーさん。これを握って貰もらえませんか。力強く。親指を押しつける感じで」

「いいですけど、何ですかこれ？」

　彼女は何の疑いもなく親指を押した。

　ありがとうございますと礼をした後、伊い坂さかはブラシに砕いたシャーペン芯の粉末をつける。続けて携帯電話の上にぽふぽふと塗まぶし、ティッシュで優しく払った。白色の携帯電話の上にはあら不思議、少量の黒い粉末が残る。それを保護テープでぺたっと貼り付けて剝がすと【指紋】採取の完成だ。自宅でもできる簡単な実験である。

「エルミーさん。これは指紋と言いまして、人間一人一人の指に、異なる印があるんです」

「うわ、すごいです！　人間の指のしましま模様が取れました！」

　警察の鑑識でお馴な染じみの【指紋】。日本でも古くから拇ぼ印いんとして使われる証拠物だが、医学的に見ると指先で物を摑つかみやすくなる滑り止めの役割に加え、指先が乾燥しても皮が剝がれないよう、指紋のわずかな溝で微量の水分を保持できる優れた機能を持つものだ。

「ええ、凄すごいです。で、こちらが金属箱についていた指紋。エルミーさんと同じものです」

「はい？」

　伊い坂さかは金属箱から採取した指紋を、テープで一致させてみせた。

　なお、これには若干の噓うそがある。同一人物の鑑定には、正確には特徴点鑑定と呼ばれる専門分析が必要だ。が、その部分はあえて伏せる。

「エルミーさんは箱のことを知らないような顔をしていましたが、箱に触れた痕跡があります。それも、あちこちに。爆発後は僕がそのまま預かっていましたから、これはおかしな話です。で、お尋ねしたいんですが……もしかしてエルミーさん、錬金術を知ってます？」

　伊い坂さかはあえて笑顔をみせた。彼女は、単なる気合いと根性の召使いではない。

　エルミーさんは、ニコニコしていた。

「…………し、知りませんよ、そんなもの」

「あ、そうですか。では今からエルミーさんのお部屋の家宅捜索を騎士の皆さんに」

「ごめんなさい噓うそつきました、それはご勘弁を！　あと火薬セットしてごめんなさいでした！」

　彼女は牢ろう屋やにしがみついて自白した。ちなみに伊い坂さかが疑った一番の根拠は、彼女自身の部屋に仕掛けてあったことだ。部屋案内は彼女が独断で行い、そこに爆発物が置かれていた。彼女が怪しいのは道理である。

「一応お聞きしますが、どうしてあのような物を？」

「はい。……お姉ちゃんを、助けて欲しかったから」

「と言いますと。もしかして、呪われたのは……？」

　姉にして、国を守る騎士です。エルミーさんは深く頭を下げた。

　──呪われた女性の本名は、ケイミー・エミー。武ぶ国こくの新米騎士であり、実力は残念ながら低い。しかし国王様からの信頼が厚く、元よりエルミー姉妹が現国王と幼おさな馴な染じみという理由もあって採用されたという。

「でも最近、お姉ちゃんは悩んでいたんです。自分には騎士としての才能がない、って。私はそんなことないよって話したんですけど、王様が最近ずっと魔物退治で負け続けて、お姉ちゃんも力になれなかったことを悩んでたみたいです。だから、もしかしたら……」

　自ら呪いに手を出したのではないか？

　彼女はその可能性を疑い、それでも姉を助けたいと考えた。呪じゆ詛そに手を出したのが自じ業ごう自じ得とくであれば、魔ま法ほう医いが助ける義理はない。そこで脅迫という手段を考えた。

「ごめんなさい、本当にごめんなさい！　でも私にとっては大切な姉なんです。だから、お願いします！」

　何度も頭を下げるエルミーさん。だが、伊い坂さかは最初からそのつもりだ。

　病の原因が呪じゆ詛そであろうと、目的は変わらない。

「エルミーさん。僕の方こそ頑張らせてください。みんなが元気になるのが、僕の一番の幸せですから」

「……魔ま法ほう医い様」

「そのために、協力をお願いできませんか」

　彼女がパッと顔を輝かせた。ありがとうございます。エルミーさんは深々と礼をし、勢いで大きな胸元がぽよんと揺れた。メイド服越しでも分かる巨乳に固まっていると、リアから何故なぜか肘打ちを受けた。なんでだろう。

　そんなエルミーさんへの依頼は、実験器具や薬剤を密ひそかに牢ろう屋やへ運ぶこと。錬金術師へのアプローチは彼女のツテがあると言い、聞けば先日リアが騒動を起こした眼帯男の家だという。騒ぎのことは伏せて材料集めを依頼し【硫黄】や【白金】などの必要素材を伝える。不足分は、シレジアさんがレシア副隊長経由で頼んでみると言ってくれた。

　作戦会議を終えたのち、伊い坂さかは……

　何となく牢ろう屋やで落ち込んだ。

「なんか僕、牢ろう獄ごくから命令するマフィアのボスっぽいよね。他に方法が無いからアレだけど、全く動かないでお願いばかり……いいのかな……」

　指示ばかりで行動しない医者は看護師から嫌われるとか。溜ため息いきをつくが仕方がない。

　それと、もう一つ。

「シレジアさん。実は、お会いしたい人がいます。……患者の、ケイミーさんです」

　牢ろう獄ごくに響く、──オオオォ、という獣の声の正体だ。

　地下牢ろうの最さい奥おうに、彼女は祭壇のようなベッドに両手両足を拘束された姿で幽閉されていた。獣のような唸うなり声をあげてがむしゃらに鎖を引き、決して外せないフードの下に赤い瞳を輝かせている。黒衣には今も黒い羽根が張り付き、手首は赤く擦こすれ、痛々しい姿で繫つながれている。

　改めて、伊い坂さかはきちんと患者の姿を目にしたかった。治療の意志を固めるために。その他、彼女自身の推定体重をはじめ、体面上で観察できる所見を確認するため。

　すべてを終えた伊い坂さかは牢ろう屋やに戻り、報告を待つ。どうか吉報が届くようにと祈りながら。







　四日が過ぎ、ようやく牢ろう屋やに顔を見せたコーディは、ベッド上に並べたビーカーや切断した酒瓶、魔法型加熱式アルコールランプ、銅製の金属箱、異世界の植物をテープで巻き付けた自作チューブ……を見て「何ですかこれ」と盛大に呆あきれた。鉄てつ格ごう子しの中はいまや薬剤の香りに塗まみれた立派な実験室である。伊い坂さかはリアと和わ気き藹あい々あいな雰囲気でノートを開き、今は簡易麻酔装置の出力構造について相談している所だ。

「イサカ。町中で爆発を起こして牢ろう屋やに入れられて、その中で錬金術を扱うのは一体どういう……」

「まあ色々ありまして」

　コーディは眼鏡を押し上げ、牢ろう屋やの見張りを睨にらみつけた。吹けない口笛をぴゅーぴゅー吹くシレジアさんを胡う散さん臭くさそうに眺め、そこに材料を運んできたエルミーさんの胸に注目し、最後に杖つえで牢ろう屋やをどついた。
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「あなたは行く先々で可愛かわいい女の子を捕まえ、身体を癒いやしてあげると囁ささやいて籠ろう絡らくし、貢みつぎ物ものをさせ、金と力で違法薬物に手を染めて……」

「それ物もの凄すごい語弊がある言い方だよね!?　違うんだよ、たまたま、こう」

「人間の屑くず」

「そんなぁ」

　しょんぼりする伊い坂さかの肩を、リアがそっと叩たたく。

「大丈夫。レンは普通。いい男」

「……うん、ありがと」

「なんか仲良くなってません!?　私の居ない間に！　と言いますか錬金娘、あなたえらく協力的になりましたね。お得意の錬金術だからですか？」

「それもある。でも、ちょっと実験。人助けの手伝いしてみる」

　リアの返事にコーディがぎょっとした。

「あなた、そういう性格ではないと思ってましたが……何かありました？」

　なぜか伊い坂さかが睨にらまれたので、早速エーテルを作成する実験を始めることにした。

　通常の発酵によって作成されるアルコール（エタノール）度数の限度は約二十パーセント。それ以上は発酵を行う酵母菌自体が、アルコールでやられてしまう。その濃度を上昇させる方法はいわゆる単蒸留だ。エタノールの沸点は約七十八度、水は約百度であり、加熱して先に気化したエタノールを収集冷却することで、水との分離が可能になる。

　伊い坂さかは金属製のヤカンみたいな容器に酒を入れ、温度計を差し込みながら加熱を開始。エタノールの蒸発と収集を始める。不純物は濾ろ紙しやコーディの重力魔法による遠心分離が可能だ。

「お酒だからって飲んだら駄目だよ、コーディ」

「人を大酒飲みみたいに言わないでください。失礼な。と言いますか、あなたたち牢ろう屋やの中なのに楽しそう……私一人だけ外だし」

　彼女は牢ろう屋やの外でしょぼくれてしまった。なんか申し訳ない。

　蒸留作業の傍かたわら、先日頂いた酒瓶を魔法にて切断、加熱接合して枝付きフラスコや試験管を独自作成する。ガラス器具は接合部分を熱して滑らかにし、両端を回転させながら接合すると意外とくっつく。それらの作業具の後、リアに以前ニトログリセリン作成の途中で作った硫酸を依頼。なお材料集めは、シレジアさんの話によれば硫黄の入手が一番手間取ったそうで、レシア副隊長に依頼したが見つからず、結局は魔ま法ほう医いミカノさんを通じて南国の温泉地帯で手に入れたという。人の縁に感謝だ。

　リアは自作試験管を預かり、レシア副隊長より頂いた硫黄を燃焼させガスを発生。そのガスを白金詰めのボトルに繫つなぎ加熱反応させ酸化、最後に水と反応させることで濃硫酸とする。

　それらの準備が整えば、最後に本命となるエーテル作成だ。まずは実験用として試験管にエタノールと濃硫酸を混合し、コルクで栓をしつつ温度計をセット。ゆっくりと加熱を開始。エーテルは常温では気体のため、収集先の瓶を氷水につけて冷却収集することも忘れない。

　完成した液体エーテルを、コーディは不思議そうに眺めていた。

「イサカ。この液体で眠るのですか？　飲ませるのは少々苦労しそうですが」

「エーテルは吸入麻酔だから、後で気化して、ガス状にして吸わせるんだ。まあ昔は、お酒の代わりに飲んだこともあったらしいけどね」

　これにてエーテルの作成は完了だが、あとは本番時に液体エーテルを気化する装置が必要になる。保存容器は、気化熱を外に逃がす銅製の筒を使う。麻酔流量の調整は、筒の底から送り込む空気の量を変えることで調節する。空気のプッシュ自体は魔法袋に風船の要領で空気を詰めておき、空気の排出量は袋の口を弄いじることで調節する。

　そこまで終えて伊い坂さかは一息つき、腕を伸ばして気分をリフレッシュさせた。実験は終了したが、今回の本題は薬剤作成ではなく解呪作業そのものだ。

　シレジアさんの許可を貰もらい、コーディも牢ろう屋やに入ってきた。彼女は鉄と化学薬品の香りに顔をしかめつつ、古びたベッドに腰を降ろす。

「コーディ。解呪の手順は問題ない？」

「ええ。私の方は。ただ例の大臣が、本当に治療できるのか懐疑的に見ているとの噂うわさです。例の爆発騒ぎが響いたと思われますが……証明のために私わたし達たちの治療を公の場で行い、同席して確認するとの話です」

「それは、……まあ、治療の成否には関係ないかな」

　残る問題は、本番だ。その前に。

「コーディ。麻酔について話しておきたい事があるんだ。いいかな」

「私に錬金術の話をされても困りますけど……」

「それでも。麻酔がどういうものかを知っておいて欲しい」

　人体に全身麻酔をかけると意識は消失し、呼吸は停止、痛みや刺激に無反応となり血圧も低下する。それは【死】に近づくことと同義だ。コントロールを誤れば惨事は免まぬがれない。

「エーテル麻酔の特徴も話しておくね。この麻酔は一般的に使われている麻酔に比べると、かなり効きが遅い。でも時間がかかるだけだから、焦あせらないで。効果が確認できたら合図をする。それから、コーディは解呪を始めて貰もらえると、助かる」

「その間、イサカは？」

「呼吸を維持するためのマスク換気とバイタル確認。昔の人は、鼻で臭いを嗅いで肺の麻酔濃度を確かめたらしいけど、僕には難しいかな……あと他の説明もしておくね」

　伊い坂さかは床に機材を並べていく。救急箱に入れておいた人工呼吸用のバックバルブマスクは、本番前に麻酔用マスクに改造する予定だ。他には元々救急箱に入れていた、ビニール袋に包まれた透明な挿管チューブや、銀色の鎌みたいな型の喉頭鏡など。

「イサカ、随分と物騒な道具がありますが……これは何です？」

「喉頭鏡。場合によっては、これを強引に口に入れて呼吸を確保する」

「あなた、それを普段から持ち歩いていたのですか？　確かこちらに来た時、ダイガク、なる学舎から帰宅中と言ってませんでした？」

「げ、現代の医学生は挿管チューブやＮＧチューブくらい常備してるから……」

　もちろん持っていない。伊い坂さかの救急箱は局所麻酔薬のリドカイン等、警察に見つかると少々まずいものも山程あるが気にしない。

「とにかく、コーディ。麻酔は危険なものだ、という認識だけ持って欲しい。つまり」

「私が速やかに解呪を行い、時間を短縮すれば危険性が減る。そういうことですね？」

「うん。コーディ、実際の解呪時間はどれ位かな」

「そうですね。早ければ三十分。……あと私の方も、術中の現象を伝えておきます」

　コーディが紙に、羽根ペンで解呪の予定スケジュールを書き示す。

「まず解呪開始直後、大怪鳥の黒衣からの抵抗が予測されます。私に飛んできた黒い羽根を覚えていますか？　あれが飛び、さらに魔力を弾はじく黒霧による妨害が発生します。羽根は私の防護魔法で、イサカも保護します。黒霧は、魔法を使わないイサカに直接の害はありませんが、視界が遮られます。この点、問題ありませんか」

「患者の容体が見えづらいのは困るから、ヘッドライトを用意するよ」

　分かりました、とコーディが紙にチェックをつける。

「また解呪魔法は中断が不可能です。例えば五割ほど解呪を行い、そこでもしあなたの薬が効果を失うような事があれば、……最悪の事態になります。最低でも八割。そこまで到達すれば、最低限は」

「十割じゃなくて？」

「もちろん十割が目標です。ですが八割を越えれば、後で挽ばん回かいが可能になります。そこが最低ラインです。もちろん私は完璧に成功させるつもりですが」

　その他、幾つか注意事項の打ち合わせを行った。

　彼女からはいつも、打てば響くように返事が来る。センスがある、と思う。

「ねえコーディ。やっぱり現代医学、勉強してみる気はない？」

「冗談を言わないで下さい」

　軽口を叩たたく彼女だが、ただし、と付け加えた。

「あなたの様々な手法には、いつも驚かされます。……興味がない訳では、ありません」

「うん。僕もコーディの力があれば、もっと凄すごい医療ができると思う」

　伊い坂さかはいつか魔法と〝カガク〟を組み合わせ、より高い医療を目指したいと思っている。今回の解呪も、魔法と現代医療によるハイブリッドだ。新たな一歩と言えなくもない。

　リアが、ふと呟つぶやく。

「レンと金髪、なんか一つの仲間みたい」

　伊い坂さかは笑って応える。

「リアも同じ仲間だよ。一緒に頑張ろう。ね？」

　その返事に、リアは不器用に微笑ほほえんだ。
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　西暦一八四六年。ボストン、マサチューセッツ総合病院にて人類初のエーテル麻酔を用いた公開手術が行われた。その際には患者の腫瘍切除に成功し、大喝采を浴びたという。

　伊い坂さか達たちに解呪室として用意された場所は、その当時の公開手術場を彷ほう彿ふつとさせる大講堂だった。中央広間に寝台が設置され、周囲には大学の講義室のような座席が扇状に広がっている。本来は魔法の講義に使われる一室だという。講堂の奥には大臣が近この衛え兵へいを従えて腰掛けており、伊い坂さか達たちが挨拶をするとにこやかな笑顔で迎えてくれた。

「王国の著名人という話は、些いささか語弊があったようですね。それでも治療に自信はあると？」

「ええ。僕ぼく達たちがすこし風変わりな魔ま法ほう医いであることには、変わりありません」

「分かりました。では、お手並み拝見といきましょう」

　伊い坂さかは笑顔を返事とした。ここで治療中止と言われては困る。

　長身の女性騎士ケイミーは両手両足を鎖に繫つながれ、手術台に縛り付けられる形で仰向けにされていた。幸いなことに、いまは眠りにつき緩やかな呼吸を繰り返している。傍そばではコーディが、光るチョークのようなものを用いて床に魔法陣を描いていた。準備を終えた彼女が立ち上がり、魔ま法ほう医いの証あかしである杖つえと十字の装飾を摑つかむ。

　伊い坂さかは頭の中で手順を再確認した。完璧にこなせる自信は、ない。麻酔深度に換気に気管挿管、バイタル確認に瞳孔、脈拍その他の確認。電子モニターが存在しない中で、どれほど維持できるか。治療室の片隅では、リアがじっと見守っている。

「イサカ」

　尻を杖つえで叩たたかれた。

　伊い坂さかの横でコーディが眼鏡を直し、勝ち気に笑った。

「安心して行いなさい。できる事は、すべて準備したのです。宜よろしいですね？」

　……こんな時、弱気なのは伊い坂さかの悪い癖だ。コーディが、凄すごいなと感じる時でもある。

「医学に偶然はありません。ですが最善はあります。私わたし達たちは最善を尽くして戦い、結果を出す。結果が伴わない治療は自己満足。それに意味などありません」

「……うん」

　伊い坂さかは頷うなずき、胸いっぱいに深呼吸を行った。

　患者さんの頭側に立つ。時間を置いて、もう一度だけ息を吸う。

　カチッ、と時計の針の音が聞こえた気がした。

　──始めよう。

　伊い坂さかは頭にペンライトを乗せた鉢巻きをつけ、騎士の鼻先にマスクを被かぶせ、ゆっくりと常温気化したエーテルと空気の混合気体を流し始める。先に説明した通り、エーテルは現代麻酔に比べると時間がかかる。伊い坂さかは患者の首筋に触れ、脈拍を観察しながらマスクを当て続ける。

　騎士の身体が反応した。苦しそうに歯を嚙かみ、腕を暴れさせる鎖の音がした。コーディは動かない。魔法の許可はまだ出さない。これは麻酔初期に訪れる一時的な興奮や脈拍上昇であり、教科書通りの反応だ。

　最初は我慢の時間から始まる。マスクを維持する手が震える。左脇を締め、親指と人差し指で囲うようにしっかり固定。患者の呼吸に、自分の呼吸音が混じる。緊張している証拠だ。身体の力を抜くよう息を吐く。慌てることはない。今回扱うのはとても原始的かつ現代では使われていない麻酔だが、これは伊い坂さかにも有利な点が存在する。

　エーテル麻酔は効きが遅い一方、その安全許容範囲が麻酔の中ではとても広い。症状が急速に悪化することはない。エーテル麻酔の進行状況については、ゲテルの麻酔深度表と呼ばれる古い資料に記述されていた記憶がある。

　横に立つコーディを窺うかがった。彼女は、真まっ直すぐに患者の姿を観察している。

　綺き麗れいだ、と場違いな感想が浮かんだ。

　彼女の姿を見ると、伊い坂さかは自然と元気づけられる。

　患者の反応が薄くなり呼吸が安定し始めた所で、伊い坂さかは患者の瞼まぶたに触れて目を開けた。瞳孔と眼球反応の確認だ。続けて首筋に触れて脈拍のサーチ。患者の脇に体温計を挟んで、体温の確認。頭の中で一つ一つの項目にチェックを記載し、成功を確認する。導入する麻酔量を減少。エーテル流量を絞りながら、コーディに頷うなずく。

　解呪開始だ。

　彼女が杖つえを地面に立てて詠唱を始めた。今まで聞いたことのない、洗練された絹のような口述に室内がどよめく。王国サイキョー魔ま法ほう医いコーディアリアによる解呪が幕を開け、足下に描かれた魔法陣が連動するように輝きを増す。円の上を、流水のように白い光が走る。

　大怪鳥の衣が、反撃を開始した。──予想通りの。

　騎士の黒衣がざわめき黒い霧が溢あふれ、針のような羽根が射出される。コーディが事前に展開した防護魔法に弾はじかれ、明後日あさつての方向へと落ちていく。

　黒霧が寝台と空気を侵食するように蝕むしばみ始めた。コーディは事前の予想通りながら顔を歪ゆがめ、足下に組んだ魔法陣が軋きしむ。寝台がガタガタと震え、黒衣の破ける音がする。

　伊い坂さかに直接の影響はない。だが身体に重おも石しが纏まとわり付つくような、不吉な感触はあった。薄暗く潰される視界のなか目を凝らし、頭に添えたペンライトを点灯する。結果を出す。約束した。霧の中で意識を集中し、同じ手順を繰り返していく。脈拍、体温、患者のバイタルサイン、いずれも丁寧に拾いあげながら麻酔を続ける。

　コーディには話していないが、治療前日に夢を見た。飛行機が墜落する夢だ。不安はある。それでも最善を尽くす。そう誓った。

　真横にコーディの姿がある筈はずなのに、霧に阻はばまれて窺うかがえない。心の中で想像した。うつくしい金髪と勇敢なその横顔を。朗々と響く詠唱だけが、治療が進んでいることを教えてくれる。

　大丈夫だ、と自分の心に発破をかけて──

　患者の右腕が動いた、気がした。

「……？」

　首に触れて脈を取る。心なしか早い。指で瞼まぶたを開き、ペンライトで覗のぞき込こむ。眼球活動が活発に始まり、患者がうめき声をあげた。覚醒に傾いたか。麻酔量を増やすため、伊い坂さかは足下のエーテル瓶に繫つないだ魔法袋の口元を緩める。

　今度は患者の右腕が動いた。解呪を嫌がるように。

　……何か、おかしい。伊い坂さかはマスクを腕で固定したまま原因を探す。麻酔量が不足している気がした。気になって、足元を探し……

　見つけた。

　マスクとエーテル容器を繫つなぐ連結チューブだ。伊い坂さかがテープと植物で自作したその筒が、食い破られたように破損し、更にはエーテルを入れた金属瓶に小さな穴が開いていた。気化していない液状エーテルが、煙を上げながら床に零こぼれている。結果、患者へのエーテル量が減少して麻酔が不足──いや、だだ漏れ状態になっていた。

　目を凝らす。原因は何だと探り、……傍そばに転がる、綿毛のような黒い物体を見つける。手のひらサイズの体たい軀くに、細い棘とげ状の尻尾を垂らした黒ネズミだ。見覚えがある。あの船の上にいた魔物が──何故なぜ？

　馬鹿な、という悲鳴は必死に飲み込んだ。ネズミはエーテル麻酔に当てられてか、意識を失い地面に転がっている。尖とがった前歯には金属を砕いた痕跡があり、瓶からは今も液体が零こぼれていく。慌てて金属瓶を立て直すが、もう遅い。

　伊い坂さかの前で、患者の意識がついに戻り始めた。明確な咳せき払ばらいと嗚お咽えつを繰り返し、腕を振ってもがき始めたのだ。コーディが悲鳴を上げる。

「イサカ、どうかしたのですか！」

「……コーディ、あとどれ位!?」

「もう暫しばらく！　ですがイサカ、例の薬は!?」

　彼女の動揺を察したように、黒衣から溢あふれた霧が躍動を始めた。腐臭のような香りに伊い坂さかが顔をしかめた時、ふと黒霧の中に赤い光が弾はじける。

　熱を、感じる。

「っ……そんな」

　可燃性の液体であるエーテルが引火し、足下で炎がチリチリと勢いを増していた。炎はエーテルを通じて絨じゆう毯たんに燃え移り、床に描かれた魔法陣を軋きしませていく。チューブは既に焼け落ち、金属瓶を焦がし、こちらの足下にまで忍び寄る──

　伊い坂さかはマスクを離した。一時退避と、患者を炎から守るために。

「コーディ、駄目、中止！　安全確保！」

　叫んだ。しかし。

「冗談ではありません！」

　彼女は譲らない。靴と、長い金髪の先を焦がし、白い衣服に炎が纏まとわりついてもなお、一心に杖つえを摑つかんで祈り続けていた。

　その身体を焼かれても。

「私は王国サイキョーの魔ま法ほう医い、コーディアリア・フランツェ！　この程度の炎で、私が負けっ……負けるはずがありません！　ていうか、あと少し……こんのっ！」

　彼女の身体から本来視認できないはずの魔力の光が迸ほとばしる。治療室すべてを包み込み、金色の髪を激しく揺らした。痛みと熱に堪えてなお念じる姿に、伊い坂さかは不覚にも見み惚ほれてしまう。魔ま法ほう医いコーディアリア・フランツェ。王国史上最強の名に恥じない、誇り高き少女の姿に。

　それでも現実は非情だ。寝台の鎖が、黒い羽根に刻まれて弾はじけ飛んだ。驚く伊い坂さかの前で、漆黒の女騎士がゆらりと身体を起こす。コーディは治療を止めない。続ける。ギリギリまで。最低でも八割という言葉が頭を過ぎる。鎖をひき千切り、黒衣の騎士がついに立ち上がる。

　そしてコーディの眼前で拳を振りあげた瞬間、

「……っ！」

　伊い坂さかが飛びかかってコーディを摑つかみ、魔法陣の外へと引きずり出した。解呪魔法が途切れ、コーディがぷはっと息をつく前で結界が爆発、炎と黒い霧が激しく舞い上がり、治療室を覆い尽くす。

　直前まで頑張った。しかし──

　黒衣の女性騎士はその背に、黒い翼を広げてしまった。

　近この衛え兵へい達たちが急ぎ槍やりを抱えて攻撃姿勢を構える中、呪われた騎士ケイミーは高々と翼を広げて空に舞う。窓枠に体当たりし、大きく砕ける音がした。

　後には、燃え尽きた絨じゆう毯たんの残骸だけが残されている。

　それは事実上……伊い坂さか練れん次じ郎ろう、人生初の治療失敗を意味していた。
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　解呪室の消火活動と安全確保が近この衛え兵へい達たちにより行われ、室内はすぐさま平穏を取り戻した。魔法を使いきり、ふらふらのコーディを部屋から引っ張り出した伊い坂さかはすぐに東国所属の魔ま法ほう医いへ連絡を取り、火傷やけどの治療を依頼する。幸いなことにコーディの法ほう衣えは特別製らしく、彼女自身は軽傷で済んでいた。

　騎士ケイミーは王城を脱出したのち行方不明。現在、足取りを追っている。

　そして伊い坂さかは、コーディの休憩室にて大臣から叱責を受けることになった。若き大臣は金髪をさらりと撫なで、今日も左肩に白い鳥を乗せたまま即時帰国を命じてきた。

「治療に絶対の自信があると語りながら、この体たらく。聞いて呆あきれます。挙句、取り逃がしたとあっては、人々に危害が加えられる可能性もある。責任、どう取るおつもりですか？」

「……申し訳ありません」

　伊い坂さかは頭を下げた。言い分はある。治療室に乱入したネズミの魔物について。

　でも、どんな理由を説いても失敗は失敗だ。罵声よりも、患者さんが元気にならなかった事実を、重く感じた。

　騎士ケイミーは今後どうなるのか。もしかしたら……

「お待ちください、大臣様。治療には成功しませんでしたが、失敗という訳でもありません」

　そんな伊い坂さかの気持ちを蹴散らしたのは、ベッドで休憩するコーディだ。

「大臣様。私の魔法白書によりますと、大怪鳥の呪じゆ詛そはその八割を解除すれば自然消滅が期待できます。今回の件は私とイサカで直前まで解呪に挑み、すんでの所で八割、届いた可能性があります。ですので、自我を取り戻す可能性も十分にあるかと。……それと、あまり申し上げたくありませんが、魔物に侵入されるような城は、責任者としてどうなのです？」

「確かに、例のネズミの魔物は私わたし達たちも手を焼いています。まあ私の予知魔法により大規模な襲撃には対処していますが、あのような小さな侵入までは対応できないのが現実でしてね」

　大臣が嘆く。予知魔法なんてものも、この世界にはあるらしい。

「その予知で防げないのであれば断言します。今回の治療は、私わたし達たちの選択が最善でした。疑うのでしたら東国の魔ま法ほう医いに確認して頂いても構いません。私と同じ魔ま法ほう医いの開祖ヴァンハイム・Ｄ・オスファルトの正式な魔法白書であれば、治療に問題はないと言い切れるはずです」

　コーディが返し、伊い坂さかは僅かにホッとした。助かる可能性は十分ある。責任の所在より、そのことに息をついて、……次は絶対に失敗しないぞと誓う。

「成程、あくまで治療義務は果たしたと？　まあ私は魔ま法ほう医いに詳しい訳ではありませんし、一理あるのは認めましょう。ただどちらにしても、あなた方の仕事は終了と言えます。呪われた騎士が自然と自我を取り戻す程度であれば、この国の魔ま法ほう医いでも対処はできるはず。後は私わたし達たちにお任せ下さい」

「……いや、でも」

　大臣の話は正論だが、伊い坂さかとしては治療を完遂したい。責任を持って最後まで。

　それに、

「僕ぼく達たちは王様の治療に……」

「その件ですが。私が確認致しましたところ、王様には治療は不要とのことでした。やはり例の手紙は偽造品であったと」

　その話は初耳だ。というか「確認した」とは。

「もしかして、王様はお戻りに？　でしたら一応ご挨拶とか……」

「いえいえ必要ありません。魔ま法ほう医いのお手を煩わせる程のことはなく、すべて私の方で──」

　大臣がそう応えた時、客室の扉がノックされた。

　現あらわれたのは、エルミーさんと、若い男だ。

　随分と丸っこく、ぽっちゃりとした顔つきの男性だった。白くゆったりしたローブ風の着衣をつけてもなお、ぽっこりと出たお腹なかが目立つ。左胸には東国の証あかしである鷹たかのピンを挿し、頭上に煌きらめく銀の王冠を載せている。男は大仏のように右腕を掲げて宣誓した。

「ここに我が帰還したことを皆に告げよう。エルミーから聞いたが、何か用があると？」

　さすがに、その人が誰かを理解した。

「……王様？」

「うむ。初対面で我が分かるとは、素晴らしい洞察力だ」

　王様の返事に、コーディが大臣へちくりと言い返す。

「あなた。報告してませんでしたね？」

「いえいえ。報告するまでもないと考えたまでのこと」

　大臣がにこやかに応え、伊い坂さかは表情を曇らせる。どうして、この大臣は伊い坂さかに噓うそをついたのか。客間に通して貰もらえなかった事や、即時帰国を妙に急せかす件もある。

　もしかすると──伊い坂さか達たちを、何らかの理由で王様から遠ざけようとしてるのでは、ないか。

　そんなことを考えた。




　国王様を客室で迎える訳にはいかない。伊い坂さか達たちはリアも含め、改めて玉座の間にて王様と対面した。玉座の間は石柱と絨じゆう毯たんに鷹たかの紋章が刻まれ、周囲に四名の見張りが並ぶ大広間だった。およそ五十人は入れそうな部屋の最さい奥おうに、武ぶ国こく国王ケイル・クラックが腰掛けた玉座がある。椅子は軋きしむことなく彼の身体を受け止めたものの、やはりお腹なかが少々出ていて重たげに感じた。脇にはエルミーさんが控え、玉座の背後には広間の広大さに比例するように、大きな英雄の絵画が嵌はめられている。今の王様に結構似ていた。

　まず始まったのは大臣による反論だ。

「私は魔ま法ほう医いという仕事をとても尊敬しています。心から。ですが、それは人々のために働く魔ま法ほう医いの話。ここにいる彼かれ等らは治療と称しながら城下町で爆発を起こし、治療室は燃え上がり、呪われし騎士を取り逃がすこととなりました。私としては残念ですが……彼かれ等らに対する国外退去処分こそ、この国にとっての正義かと考えます。如何いかがでしょうか、我らが国王様」

「うむ。大臣の意見、しかと受け止めた。彼かれ等らは即時退去とする」

　王様は観音様のように手を挙げて宣言した。無論コーディは直訴である。

「お待ちください。私わたし達たちの治療は、まだ失敗と決まった訳ではありません。それに私わたし達たちは元々、王の治療のために訪れたのです。今しばらくの滞在と、そして話を聞いて頂けませんか？」

「うむ。王国魔ま法ほう医いの意見、しかと受け止めた。滞在を許し、我の治療を許可しよう」

　王様はあっさり前言を翻ひるがえした。

　……って、今なんと？

「あのぉ、すいません王様。ご自分の治療を許可すると言いましたけど、自覚症状があるんでしょうか？」

　王様の外見はいわゆる【肥満】であることから【メタボリック症候群】、そこから【糖尿病】程度は考えた。ただ具体的には不明なので、症状が分かるなら是非知りたい。

「症状など知らぬ。だが、我が病だというなら治療は許可する」

「いえ、ですから具体的な症状と言いますか、困った事とか……」

　王様は脂肪のついた顎を揺らして皆に尋ねた。

「誰かこの中で、我の病が分かるものは？」

　いや、あなたの病気ですけど……？

　リアがしかめ面つらを浮かべる。コーディが耳打ちした。

「イサカ。この王様、頭大丈夫ですか……？」

「コーディ、聞こえてる聞こえてる。王様に失礼だよ」

　たださすがの伊い坂さかも「自分の病気は？」と質問されるのは初めてだ、と悩んでいると。

「……ぐぅ……」

　王様は居眠りを始めてしまった。

　大臣に窘たしなめられ、脊髄反射で目を覚ます。

「我らが王よ。失礼ながら、彼かれ等らには些いささか詐欺的な傾向が窺うかがえます。一つの噂うわさによれば、錬金術にも携わっているとか……そのような者達たちがなぜ王国魔ま法ほう医いの証あかしを持つのかは分かりませんが、ここは国の安あん寧ねいのためにも、彼かれ等らにはお帰り頂いた方が……」

「うむ。許可しよう。即時国外退去とする」

　待ってくださいと伊い坂さかが手を挙げ「責任をもって最後まで治療したい」と挟んだ。

「うむ。許可しよう。王国魔ま法ほう医いには今後も──」

「ってあなた、先程から話がブレまくっていませんか!?　そもそも私わたし達たちは、あなたの治療依頼を受けて訪れたのです。自覚症状はないのですか？　それをまず、きちんと話して！　その後に国外退去か、国に残すか、決めなさい！　一体どっちですか！」

「うむ。確かに、先程から二つの意見が衝突している。国外退去か残留か。答えを出そう」

　王様が宣言した。ついに結論が！

　と思ったが、王様はしばらく沈黙を挟み……、額に脂汗を大量に浮かべた後、隣で黙するエルミーさんにぼそぼそと。

「エルミー。君はどう──」

「あなたが考えなさい王様！」

「我は幅広く意見を聴取し、熟考のうえ決断を下すのだ」

「召使いの意見まで聞いてどうするんですか、国中の意見を聞く気ですか!?　あなたも、一国の、王なら！　責任をきちんと持って決断なさい！」

　コーディが再度杖つえを振って抗議するが、王様はまったく動じず、

「……ぐぅ」

　寝た。

「っ、こ、このっ……！」

「コーディ、落ち着いて。いや待って、これって」

　顔を真っ赤にするコーディを宥なだめる間に、脳内で医学辞書が弾はじける。王様の会話センスはともかく、座して十数秒とかからず睡魔に襲われ眠りに落ちる。これは異常だ。

　日中に起きる強度の眠気、そして肥満体型といえば。

「あのぉ、王様。先程から大変眠そうですが、最近ずっとでしょうか？」

　ハタと王様が目を覚ました。

「確かに。我はここ暫しばらく、会議の最中でも眠くなる。居眠り王なる愉快な称号も頂くほどだ」

　──見えた。王様の、病の正体。

「王様。それは居眠りではなく、病気の可能性があります」

　伊い坂さかは頷うなずき、その病名を告げた。

「睡眠時無呼吸症候群。そう呼ばれる病気かもしれません」
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　──【睡眠時無呼吸症候群】。通称ＳＡＳと呼ばれるこの病は睡眠障害の一種である。人間の脳は主に【睡眠】により疲労を回復するが、ＳＡＳは寝ている最中に呼吸が何らかの理由で一時的に止まり、脳が危機を覚えて半覚醒を繰り返す。つまり睡眠中にもかかわらず、脳だけは断続的に叩たたき起おこされ寝不足となる。主な症状は文字通り、日中の異常な眠気だ。

　現代でもＳＡＳが原因で車やバスの運転中に居眠りをしてしまい、大事故に繫つながったケースが度々報じられている。近年ではＳＡＳは【てんかん】や飲酒運転と同様、事故を起こした際には危険運転致死傷罪が適用される病の一つに指定されている。それ程に社会的関心も高い、危険な病と言えるだろう！

「うむ。皆の意見を聞こう。いまの話、是か非か」

「王よ。私の話、ご理解頂けたでしょうか？　彼かれ等らはやはり妄言の類が多いと思われます」

「イサカ。ついに居眠りまで病気と言い始めましたか……あなたの頭が病気でないか心配です」

「レン。寝てるのに寝てない。意味不明」

　リアにまで突っ込まれた。王様以外は見事に総スカンである。もう慣れたけど……

　とはいえ診察は行うべきだ。ＳＡＳの九割を占めるのは【閉塞性睡眠時無呼吸症候群（ＯＳＡＳ）】と呼ばれるもの。起床時の頭痛や夜間頻尿があり、加えて最大の特徴が、ひとつ。

「王様。睡眠中に大きないびきをかいていませんか？　とくに睡眠中にいびきが止まって、途中でガッと大きく吸うようないびきです」

「うむ。エルミー、我はいびきをかいているか？」

「ええっ!?　ご、ごめんなさい、私王様と一緒に寝たことないので分かりません！」

　ならば分かる者を、と王様の寝室に務める警備員を呼び寄せたところ「巨象のようないびき」との返事を頂いた。伊い坂さかは続けて起床時の頭痛、喉の渇きといった症状を尋ねていく。

「あと王様、すいません、口を開けて貰もらえると助かるのですが」

「うむ。許可しよう。我が口の中を覗のぞくが良い」

　伊い坂さかは玉座に近づき、舌圧子とペンライトで口蓋や扁へん桃とうの大きさを観察した。その他、歯のかみ合わせや顎の出っ張り具合も確認する。ＳＡＳの原因は、大半が上気道の閉塞によるもの。その上気道を形成する喉や上顎、下顎の形から気道サイズを推測するのである。何気に歯のかみ合わせ等も重要だったりするので、念のため。

「イサカ……王様に近づいて口を覗のぞく今のあなた、完全に変態ですが」

「い、いやこれ診断だから……本当はＰＳＧ検査もしたいんだけどね。脳波を図ったり、呼吸リズムを取ったり。とりあえず、僕も王様が寝てる姿を見てから、診断と治療に当たりたいと思うのですが……」

　横にいる大臣が胡う散さん臭くさそうにこちらを見た。もはや嫌けん悪お感を隠しもしないが、伊い坂さかの行為が非常識に見える気持ちも分かるし、治療結果が失敗では疑われるのも仕方ない。王様が頷うなずく。

「うむ。大臣の語る通り、あまり好ましい魔ま法ほう医いでない可能性もある。故に……」

　と、エルミーさんが「王様」と口添えした。

「王国の魔ま法ほう医い様は、私の姉ケイミーを命がけで助けようとしてくれました。姉は帰ってくる可能性が高いそうです。……まだ、ご報告してなかったかと」

「なに、ケイミーが？　呪われた騎士の騒ぎは聞いたが、彼女か。治療はどうなった？」

　王様がはじめて腰を浮かせた。エルミーさんの報告に耳を傾ける。王様が知らなかった事実にも驚いたが、真剣に話を聞く姿は嬉うれしかった。ケイミーさんの容体を心配する、実の友人のように見えたからだ。コーディが再び大臣を睨にらむ。

「──あなた。先程から聞いていると、どうも王様と意思疎通が取れていないようですが？」

「いえいえ。私自身が不要と判断し、王の御身を考えて動いたまでのこと。私は王より、絶大な信頼を頂いております。私の判断は、王の判断と同じなのです」

　確かに、王様は大臣の進言通り……というか誰かの意見に頷うなずいてばかりだ。

　そういう性格なのだろうか？

　だからこそ、と大臣が笑顔を浮かべる。

「王よ。繰り返しになりますが、残念なことに彼かれ等らは信用に値しないと考えます。賢明な国王様でありましたら、いまや魔物の予知を行い、国を支える私の意見を無む碍げになさるような判断は、決して行わないかと思われますが……？」

「ぐ。そ、それはだな」

　王様が喉に餅を詰まらせたように唸うなった。

　汗を流し、悩みに悩んで……

「いや。わ、我が決断する。魔ま法ほう医いの滞在を許可。治療と、そして彼かれ等らへの便宜を許す」

　しどろもどろに。初めて己の判断を下した。

　大臣は一瞬驚いた顔をしたが、すっと笑顔に戻り「分かりました。では後はご自由に。責任はすべて王様に」と口にした後、ふと思い出したように続けた。

「それと、国王様。近日中に再び、魔物の大規模な襲撃が予想されます。ご対応を」

「うむ。いつも苦労をかけるな、大臣よ」

　いえいえ、と大臣は恭うやうやしく一礼をして玉座の間を後にする。

　その背中をじーっと睨にらむコーディを余所よそに、王様がコホンと喉を鳴らした。

「では改めて、王国の魔ま法ほう医いよ。騎士ケイミーの治療にあたり、必要なものがあれば用意させよう。何でも話すが良い」

「え。……何でも、ですか？」

「我は仮にも一国の王。大半のものは揃そろうのだ」

　その助言は心強い。しかも治療具の準備で、大半のものを揃そろえられる！

　そう思った途端、伊い坂さかの脳内に必要な道具が次々に浮かんだ。ＳＡＳの治療と言えば有名な──いや、その前に。……道具が、いくらでも揃そろうのなら？

「ねえ、コーディ。次の治療は、絶対に成功させたいよね」

「なにを言ってるのです、イサカ。私はいつでも完璧を目指しています。王様の治療を成功させ、騎士ケイミーが戻った時、再解呪もきちんと行う。それで依頼の完遂です」

　当然とばかりの返答だ。

　なら今後の策を、考えると……

「王様。お言葉に甘えまして、揃そろえたいものがあります。できれば大量に」

　伊い坂さかはいくつかの植物を挙げた。この地方にあるかは不明だが、可能であればハッカやミント等、少々においのきつい植物類に加えて、スイートクローバーを依頼する。牧草地帯等に生えている豆科の植物で、現代ではアジアからヨーロッパ地方に幅広く咲いている。

「イサカ。麦や大根を治療に使いますから、今さら文句はないのですが……花？」

「うん。スイートクローバーは【スイートクローバー病】といって、牛が中毒を起こすので有名かな。腐敗したクローバーには血液が固まらなくなる作用があって、それを牛が食べると内出血が止まらなくなる病気なんだ。で、この血が固まらない作用が、現代では脳に血栓が詰まる【脳梗塞】なんかの予防に使う【ワルファリン】っていう薬の原案になったんだ」

　ふぅん、とコーディは納得したような、しないような。

「あと、リア。協力して欲しいことがあるんだけど」

　伊い坂さかはリアにも説明した。必要なものは化学薬品【リン】だ。自然発火するこの鉱物について彼女には知識があり、以前の経験では火トカゲ等から入手することが可能なはず。

　最後に、王様にお願いを申し出た。

「王様。この眠りの病に対する最大の治療法は、減量です。つまり運動と食事の改善。詳しい話は後ほど行いますが……ご協力、宜よろしいでしょうか？」

「許可しよう。我は只ただ今いまより魔ま法ほう医いの言葉に従い、食事の制限を始める」

　肥満は万病の元だが、ことＳＡＳの場合は首回りの脂肪が大きく影響する。まずは十パーセントの肥満改善が目標だ。

　よろしくお願いします。伊い坂さかは王様に頭を下げ、玉座の間を後にした。

　面会を終えたコーディはやっぱり不機嫌そうに、眉間にしわを寄せていた。

「何ですか、あの王様は。次から次へと意見を変えて。まあ騎士ケイミーの治療を断言したのは喜ばしいですが。……それと、イサカ。睡眠の病気なんて本当にあるのです？　ただ単に、眠れないという類の病なら魔法白書にも記載がありますが」

「信じにくいのも無理はないけど、本当の話だよ。……ところで、コーディ。体調は大丈夫？　解呪魔法を使って、しかも怪け我がや火傷やけどの後だと思うけど」

「問題ありません。第一、患者さんがいるのに休むなど魔ま法ほう医いの恥です。それに」

　彼女は伊い坂さかをじ～っと値踏みするように、頭から爪先まで睨にらんで、

「あなた。いつも私が治療で別行動を取るのを良いことに、女性をたらし込んでいるでしょう。段々あなたの手口が分かってきたんですからね」

「その言い方は大変誤解があるといいますか……」

「言い訳は不要です。ですから今回は、私が直々に付き添います。あなたのいやらしい性格を矯正する良い機会です。私わたし達たちは魔ま法ほう医いとして、きちんと成長しなければいけません」

　伊い坂さかを叱るコーディに、黙っていたリアが彼女の袖を引いた。

「金髪やきもち」

「なんですか、その食べ物は。たぶん悪口だとは思いますけど！」

　コーディはやきもちの意味を知らなかった。もし意味を知ったらどうなるのか、伊い坂さかは少し考えて止めた。代わりに医療知識を頭の中でフル回転させる。実は今回、コーディが傍そばに居てくれるのは大変有あり難がたい話であった。なぜなら今から作成する治療装置【ＣＰＡＰ】は、伊い坂さか一人で作るのは困難だからだ。
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　睡眠時無呼吸症候群の主な原因は、仰向けで寝ている時に、舌の根元……つまりベロが重力で落ちてしまい、気道を塞ぐことで呼吸苦に陥ることだ。もちろん、ピンセットで舌を持ち上げる訳にもいかない。そこで開発された現代機器が、ＣＰＡＰと呼ばれる装置である。

　これは口の中に風を送り、陽圧、つまり風の圧力をかけることで舌の根元を強引に持ち上げ、呼吸を確保する。……という一言で、この装置の厄介さが伝わるだろうか。

　風が強すぎれば当然、呼吸ができない。風が弱いと、空気の圧力が足りずに呼吸は塞がる。このバランスが大変に難しい。今回はごく単純に風のみを送る原始的なＣＰＡＰに着手するが、本当にできるかどうか。自信はない。

　それでも頑張ろうと思った。先のように、翼を広げて逃げる患者の姿は見たくない。

　伊い坂さか達たちは王様より新しい客間を用意して頂き、作戦会議を開始した。客間はソファに幅広のテーブル、ダブルベッドと豪華ホテルの一室のようだ。伊い坂さかは早速説明を始めた。

「簡単に言うと、口の中に風を送って気道を確保するんだ。で、コーディ。風魔法みたいな、便利な魔法があると、すぐ解決なんだけど……」

「あります。私は魔ま法ほう医い。基本六属はすべて扱えて当然です。このように！」

　コーディが自慢げに魔法杖つえを振る。つむじ風が巻き起こり、テーブルの水差しや椅子が見事にぶっ飛んだ。……リアがずれた帽子を直す。

「金髪。それ王様の喉に使うの」

「……も、もちろん加減はします。しますよ？　ですが威力の強いものはともかく、弱いのは、それはそれで調整が難しく……それに呼吸の確保ということは、睡眠中ずっと風を送り続けるのでしょう？　持続的に弱い魔法というのは、逆に困難だと思うのですが……って、何を笑っているのです、イサカ。私おかしなこと言いましたか？」

「ううん。何でもない」

　彼女の話を、嬉うれしく感じた。以前のコーディなら、伊い坂さかの話を頭ごなしに否定したはずだ。でも最近のコーディは、必ず理由をつけて反論する。

　──魔法と〝カガク〟。互いに協力して、より良い医療を目指したい。

「えっとね。魔法だけで解決するのは難しいと思う。でも魔法の力は借りたい。とくに魔法の物理的な威力はすごいからね。そのためにも、今から作る治療装置について説明したい」

　ＣＰＡＰはコーディの指摘通り、睡眠中に風を送り続ける装置だ。小型の扇風機をイメージすると分かりやすい。その作成には安定した電源や、風を作るためのモーター等が必要になる。最初期のＣＰＡＰも、確か掃除機を改良した製品だったという。

　電気を扱うための導線や金属は王様のツテがある。騎士達たちが扱う銀ぎん槍そうや胸当てがあるなら、鍛冶職人もいるはずだ。化学電池は、東国の錬金術師にエルミーさんから話を繫つなぐ。

「僕の話は以上だけど、コーディ。……えっと。ケイミーさんの治療は、どうなるのかな」

「そうですね。上手うまくいけば、騎士ケイミーの呪いは自然に解けることが期待できます。ですが完全解呪かは不透明で、未いまだ大怪鳥の呪いが残る可能性もあります。……ですので、私も策を考えました」

　コーディが袋から、銀の鎖の首飾りを持ち出した。先端には大怪鳥の黒い羽根が下げられており、薄暗い光を纏まとっている。少しなら問題ありませんと言われて伊い坂さかが首にかけると、血の高ぶる高揚感と、破壊衝動がするりと思考の中に滑り込んだ。──壊したい。

　試しにテーブルを叩たたく。平凡な伊い坂さかの手の中で、木製の机が二つに割れた。軽く肩を叩たたいたような感触しかなくて、うわ、と驚いた所でコーディが手早く首飾りを取り上げる。

「大怪鳥の羽根を用いた装飾品です。王国のロゼに頼んで、届けて貰もらいました。今回の件で王国に調査依頼を出しましたが、やはり大怪鳥の黒衣は王国で退治されたものを素材にしたとの見解でした。……であれば策が打てます。同じ素材であるこれを使い、おびき寄せます」

　コーディの提案によれば彼女自身の血と魔力、同じ大怪鳥の羽根を掲げることで、騎士ケイミーを包む黒衣そのものを呼び寄せるという。城の高い所に、旗のように掲げるとの話だ。

「戻る可能性が最も高いのは、騎士ケイミーが受けた解呪の衝撃から逆算して、八日後の黄昏たそがれ時。それ以前の可能性は低いですが、一応試しておきます」

　魔法や魔物のことは彼女に従うしかない。魔ま法ほう医い学がくはコーディの専門だ。

　──それでも治療の時、きちんと成功していたら。そう思うと責任を感じるし、忸じく怩じたる思いが残る。他人に頼るしかないというのも辛つらい。

「頼んだよ、コーディ。その分、僕は王様の治療を頑張るから」

「ええ。私だって、二度も失敗するのは御免です」

　彼女が頷うなずき、伊い坂さかは次なる治療を開始する。絶対成功させる、と気合いを入れて。







　課題は山ほどあったが、伊い坂さかはまずリアにお願い事をした。例のスイートクローバーなどを、早いうちに大量に用意して貰もらいたい。

「お願いできるかな、リア。頼んでばかりで申し訳ないけど」

「ううん。やる。……私も、がんばったのに失敗は悔しい」

　彼女は帽子の下で、瞳を輝かせる。リアは意外と負けず嫌いだ。

　別件を託した後、伊い坂さかはコーディと共にまず国内にいる鍛冶職人の元を訪れることにした。

　エルミーさんに案内された先は、女性騎士団ご用よう達たしの鍛冶工房だった。王城から少々離れた灰色の建物の中は、壁掛けに幾本もの銀ぎん槍そうを備えた鍛冶場だ。職員は皆女性で白装束のような巫女みこ服姿に、短刀サイズの魔法杖つえを手にしている。彼かの女じよ達たちは杖つえ先さきに呪文を囁ささやき、金床に敷いた金属へ杖つえを撫なでるように滑らせていた。青白い魔力の火花が散る。武具の表面は銀だが金属ベースは鉄であり、魔法による銀の塗装が行われている。鍛冶というより神事のようだ。

　伊い坂さかは代表者の女性と面会させてもらい、紙に図面を描いた。まずはコイルやネジ、鉄線といった基本的な金属物だ。本職である武具と大きく異なるので不安もあったが、彼かの女じよ達たちの鍛冶は魔法によるもの。物理的な力学ベクトルさえ単純なら、針金やネジのような形状も可能だという。魔法はシンプルな力には滅法強い。

　炎を起こす。水をわき出させる。風を起こす。一方向に叩たたき付つける──

「あの。ちなみに、この鉄を打ち付ける以外の加工法を、試したりは……例えば混ぜるとか」

　金属加工における鍛冶は、どちらかといえば錬金術や〝カガク〟に近い。が、

「そのような行為を行えば罰が下ります。適切な理を超えた混合や変化は、歪ゆがみを生じます。不純物の混濁は人間の生命を脅おびやかし、災いを招きます」

　女性は恐れ多いとばかりに祈りを捧ささげた。

「イサカ。しれっと錬金術への誘導をしないように。魔法は錬金術と違って純粋なものです」

　錬金術は案外〝混ぜもの〟をするから嫌われるのかもしれない。

　コーディに窘たしなめられつつ、次にリアが爆発騒ぎを起こした錬金術師宅を尋ねて謝罪する。例の眼帯男と顔を合わせると、意外にもすんなり許して貰もらえた。伊い坂さかは騒ぎの見舞金として幾らかの銀貨を支払いつつ、目的のものを問い合わせる。

「磁石を探しています。金属にくっつく不思議な石でして」

【磁石】は紀元前から存在する天然の磁鉄鉱で、騎士達たちの船でも羅針盤として使われていた。その他【亜鉛】の情報も欲しい。【亜鉛】の生産自体は十二世紀頃から始まり、こちらも古くから銅と亜鉛の合金【真しん鍮ちゆう】として扱われた歴史がある。

　少々高額だが用意できると言われた。ただ、

「この前の、黒帽子の小娘。アレを連れてこい」

「……それは謝罪という意味で？」

「違う。あの爆発物だ。アレ魔法じゃないな。興味がある」

　男は少々バツが悪そうであった。見た目は乱暴者だが、彼も錬金術師の一人だ。

　伊い坂さかはすこし考えて了承し、ただしと付け加えた。

「彼女の父親を馬鹿にした件を、きちんと謝ってください。それが条件です」と。




　ＣＰＡＰ作成には材料集め以外にも大切なことがある。

　王城の客間に戻った伊い坂さかは、エルミーさんにある依頼を申し出た。

「エルミーさん。僕ぼく達たちが作成しているＣＰＡＰという装置について、エルミーさんにも仕組みと構造、使い方に関する知識を勉強して貰もらいたいんです。お願いできませんか」

「私がですか!?　……ま、待ってください、私、気合いと根性はありますけど、こんなに複雑なのはちょっと荷が重いかなと思ったりするんですけど！」

「そこを何とか」

　ＣＰＡＰは睡眠中に風を送って呼吸を改善するが、ワクチンや治療薬と異なる点がある。

　根治治療ではないことだ。

　ＳＡＳの治療は減量が第一であり、ＣＰＡＰはその間の応急措置として使用する。おそらく伊い坂さか達たちが王国に帰った後も、末長く使う必要がある。そしてＣＰＡＰには風の圧力調整をはじめ、マスクやフィルターの交換など様々なメンテナンスが必要だ。それらを彼女にお願いしたい。エルミーさんは錬金術に詳しく、王様と幼おさな馴な染じみなので適任だと思うのだが……

「そ、そのお話は、ちょ～っと考えさせて貰もらってもいいですか？　私ただの召使いですし、気合いと根性でどうにかなるものではないですし、王様の健康に関わる超重要な役目ですし！」

　エルミーさんは顔を真っ青にして、わたわたと手を振った。でも彼女以外の適任者がいるとも思えない。お願いします。治療に必要だから是非、と伊い坂さかはごり押した。

「大丈夫です、エルミーさん。簡単にＣＰＡＰの問題点を並べます。まずマスクの着け心地に、ホースやフィルターの点検は序の口で、一番の問題は喉に送る空気圧です。これは体重によって増減し、また寝苦しさに直結するので重要です。そのほか故障時はマスク内に二酸化炭素が溜たまって呼吸苦を起こして危険な……って、エルミーさん？　エルミーさん!?」

　エルミーさんは白目を剝むいてダウンした。この世界は【空気圧】以前に【空気】を理解することが難しかった。それでも教えるしかない。心を鬼にして勉強を始める。




　やるべき事は他にもあった。

「王様。まずはこちらをお持ち下さい」

　王様の私室にも現あらわれた伊い坂さかは、国王様に五キログラム程ある辞書の山を抱えて頂いた。脂肪のついた腕がずしりと沈む。

「ふむ。重いな」

「体重十キロというのは、これが二つ分。つまり王様の身体は、これ位重くなっているんです」

　減量において「体重を減らしなさい」という命令は効果が薄い。誰だって「宿題しなさい」と怒られるのは嫌なように、減量への強制には心が反発する。

　大切なのは脳内のイメージだ。例えば辞書を持ち、その重量から自身の身体にどれだけの負担がかかっているかを自覚して貰もらう。その他、減量で膝や腰の負担も減ると説明する。瘦せることは日々を快適にし、とても幸せになる、という意識を持って貰もらうのが第一目標だ。

「ちなみに王様は、お菓子などの間食はされますか？　例えば仕事机におつまみがあったり」

「うむ。我が机には欠かさず甘菓子が置いてある。素晴らしいことだ」

「撤去でお願いします……」

　目につく部分にお菓子を置かない。冷蔵庫に食材を詰め込まない。美味おいしそうな商店街からは回り道をして帰る。まあ王様は商店街には行かないと思うけれど、心理的なハードルを物理的に上昇させることは大切だ。その他、早食い対策に「ゆっくり嚙かんで食べる」動作として、一口食べたらフォークを置くなど、動作と関連づけて指導する。

「その方針、許可しよう。我は今後間食をせず、食事も指示されたものだけを口にする」

「ありがとうございます。あと僕の方から、料理長様にビタミンや食事の取り方について、お話ししても宜よろしいでしょうか」

「うむ。良きに計らうがいい」

　王様は大変聞き分けの良い方であった。怖いくらいに。




　数日かけて工房や錬金術師の家を訪ね歩き、材料を集めて事前実験を開始する。当初ホテル状態であった客間はあっという間に化学実験室のような鉄と薬剤に塗まみれ、コーディが鼻を押さえる一方、リアは心地良さそうに香りを楽しんでいる。

　伊い坂さかはまず素焼き板を挟んで二つに分けた容器に、銅と亜鉛をそれぞれ差し込む。そこに希硫酸を加えて鉄線を繫つなぎ、シンプルな二次電池を作成。簡易的ではあるが化学電源を確保する。

　続けて金属ネジに鉄線をぐるぐる巻き、簡易コイルを三つほど準備する。そのコイルを三角形になるよう配置し、中心に金属棒を通す。後は磁石を左右に置くことで簡単な三極モーターの完成だ。フレミング左手の法則と右ねじの法則に従い、化学電池から電気を得て物理的に回転し始めたモーターを前に、コーディとリアは声をあげた。

「な、なななっ！　魔力がないのに、動いてる！　どういう仕組みですか!?」

「レン。すごい。なにこれ、なにこれ。初めて見た」

　コーディとリアが回転するモーターに、子供のように目を輝かせた。うわぁすごい、何で動いてるんですかこれ。ちょっと嬉うれしい。

「イサカ、これはもしかして古代の奇跡、いえ禁術!?　いかに錬金術といえど自動で動く道具まで作れるとは。……これ本当に錬金術ですか？　魔法使ってないですか？」

「ちがう、金髪。私、父の言葉を思い出した。これは別世界にいる忍者の仕業」

「ニンジャ！　それは一体何者ですか!?」

「彼かれ等らは水上を歩き、蛙かえるに変化し、アイエエエと叫び、恐るべき忍術を使う」

「変化の魔法に水上歩行。イサカの国に住む、高度な魔法使いという事ですね。忍術とは新しい魔法形態。つまりイサカは忍者の末まつ裔えいだった……？」

「そう。そして忍者はこうやって手を組み、印を結ぶ」

　リアが右手の人差し指と中指を立て、ご丁寧に刀印を結ぶ。

　私も実践します、と魔法使いのコーディも手を組み、二人揃そろって「南無南無」と呪文を唱え始めた。どこから突っ込みを入れれば良いのだろう。錬金術師と魔法使いが忍術を唱える光景は実にシュールだ。そもそも忍者は実在しない。

　……しないよね？

　ジーコ、ジーコ、とモーターの駆動音だけが響き、リアが肩を震わせ苦笑した。

「ぜんぶ噓うそ。金髪、騙だまされた」

「あなたがやらせたんでしょうが！　私も変だと思いましたけど！」

「金髪、修業不足。でも今から話す忍術は本当」

　と、リアは神妙な面持ちで真実を告げた。

「父からの受け売り。女忍者はくノ一と呼ばれ、色いろ仕じ掛かけで情報を盗んだ。伝承がある」

　彼女の父ヤマダさん。あなたの娘さんに対する教育について一言。

「なっ……い、色いろ仕じ掛かけですって!?」

「そう。女の色気。つまり」

　リアはコーディの胸元に手を伸ばす。ぺたぺたと平たい……に触れ、その目がふと細くなり、あっ……、と寂しい小声を呟つぶやいたのち深しん淵えんにまで届きそうな絶望的な溜ため息いきをついた。

「ない。壁。まな板。金髪とても哀れ。悲しい。忍者も錬金術の才能もないあうっ」

「噓うそをつくなこのクソ錬金娘！　ていうか、あんたも私に誇れるほど大きくない！」

「揉もむと大きくなると聞いた。でも金髪、揉もむものがなかった。虚無。あまりに哀れあうっ」

　リアが変わらずコーディの胸をむにむにと揉もみしだき、怒ったコーディが彼女のほっぺをぐいと引っ張った。困ったのは伊い坂さかである。止めたいのは山々だが、手を出すと危険だと本能が告げていた。理由は知らない。

　とにかく誰か止めてと祈ったその時、客間にエルミーさんが顔を見せた。彼女は伊い坂さかの勉強用資料を片手に「やっぱりこれ無理です分かりません！」と泣きつき、豊かな胸が伊い坂さかの胸にぽよんとダイレクトアタック。顔が熱くなり、リアは驚きに目を見開いてこう告げた。

「金髪、あれが伝説の、くノ一。色いろ仕じ掛かけ。男はあれで死ぬ」

「イサカあああああっ！」

　伊い坂さかはやっぱり魔法でぶっ飛ばされた。
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　かくして四日、五日と伊い坂さかは奔走した。鍛冶工房に指定した金具を発注し、エルミーさんの勉強を見て、王様の調理係にビタミンや栄養学を説明する。ＣＰＡＰ本体の改良についても、伊い坂さかは当初化学電池を用いたが、魔法具を用いた魔法発電機の方が良いいと考えを改め方針を変更した。数々の魔法が扱えるなら、発電用タービンを自在に回せると気付いたのだ。さらに、シレジアさん達たちに依頼した植物について──

「って待ちなさい、イサカ！　あなた何一人でバタバタしてるのですか！　大体、王様の治療はそう急がなくても良いはずです！」

「いやでも、コーディにはケイミーさんの件をお願いしてるし、今度は失敗できないし、それに何だか僕、いますごく元気が溢あふれてるんだ」

　心の底から気力が湧いてくる。身体が熱いのだ。睡眠時間もきちんと三日で七時間ほど寝ている、と伊い坂さかは笑顔でコーディに返す。大丈夫、まったく問題ありません。

　無論そんな筈はずはなかった。人間の身体は病の前に平等だ。
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「……はい？」

　日も暮れた夕食時、王様の私室を訪れた伊い坂さかは呆ぼう然ぜんとその光景を見つめていた。

　宝石のように輝く魔法のシャンデリアの下、天蓋付きのベッドが置かれた室内にて、王様の食卓には四角いプレートに山盛りの料理が並べられていた。こんがりと焼き上げた肉汁溢あふれるメインのステーキ料理に、デザートは林りん檎ごとミカンを盛り付け、米と野菜は山盛り一杯。呆ぼう然ぜんとする伊い坂さかの前で二メートル近い背丈の強面こわもて料理長が、料理のご説明をなされていた。

「国王様、本日のお食事をお持ち致しました。どこぞの魔ま法ほう医いが我々の食事に口を出したと聞きましたが、食は万物に効く妙薬。自信をもって王に料理をお届けします」

「うむ。料理長の心遣い、我は大変嬉うれしく思う」

　脂肪のついた豊かな頰を揺らし、汚れ防止のナプキンをつける王様。って、

「いや、先日お話ししましたよね、栄養について！」

　真四角のプレートを指差す。レストランに出てくるお子様ランチのような器は、伊い坂さかお手製の五つのくぼみに分けたプレートだ。炭水化物に肉魚、野菜等をそれぞれ枠の中に収めて食事量をコントロールする特製品であり、断じてプレートに山盛りにして良い訳ではない。

「王様。僕の話に頷うなずいてくれましたよね……食事量は減らしますって」

「うむ。では明日から減量開始を許可しよう」

　頷うなずく王様に、料理長が待ったをかける。

「王様。我々は王の御身を考え、いつも最高の料理をご用意する所存。明日も是非ご堪たん能のうを」

「うむ。では明日も美味おいしく食べるとしよう」

　伊い坂さかは机を叩たたき付つけた。相手が偉い人だからと遠慮する訳にはいかない。

「あのですね王様、これは大切な話です。ＳＡＳだけじゃありません、肥満は他にも糖尿病や高血圧など、たくさんの病気の原因になるんです。自分で考えて拒否してください！」

「王様。我が国の魔ま法ほう医いや大臣にも意見を伺いましたが、食事が害であると意見する者は一人としておりません。どうか異国の魔ま法ほう医いの戯たわ言ごとに、お耳を貸さぬよう」

　伊い坂さかはつい料理長を睨にらんでしまった。彼が悪い訳ではないと理解はしている。食事は健康の元という信仰は歴史的にも根深い。日本でも昔は糖尿病や脚気かつけで体調を悪くした将軍様を気遣い、名物のカステラを持ち込んだものだ。もちろん甘い物ばかり食べた将軍様は余計に臥ふせる。理屈は分かるが、許す訳にはいかない。

「王様！」

「王よ！」

　決断を迫られた小太りな王様は、伊い坂さかと料理長にきょろきょろと目配せして……

　うぐっ、と口元を押さえた。いや。

　吐き気を堪こらえた？

「王様!?　どうしましたか。何か」

「だ、大丈夫だ、問題ない。……食事は、今日はもう良い。料理長、魔ま法ほう医い、下がるが良い」

「でも。とにかくお座り下さい」

　口元を隠して休む王様に、伊い坂さかはベッドでは横にならないよう腰掛けさせる。【嘔おう吐と】時に仰向けは禁忌だ。吐いた物が気管に詰まる可能性があり、窒息に繫つながる。

　料理長がタオルをお持ちしますと部屋を出た。伊い坂さかは王様の背中をさする。何度か深呼吸して落ち着いたが、顔色は良くない。

「王様。……吐き気は以前から？　ほかに症状は」

　伊い坂さかの知らない病が隠されているのか。吐き気は【胃もたれ】に始まり【逆流性食道炎】など幾つか心辺りがある。が、

「何でもない。我の一時的な不調だ」

「ですが」

「原因は分かっているのだ。我の心の弱さ。選ぶというのは、いつも苦しい」

　伊い坂さかは目を細めた。……選ぶのが、苦しい？

「体調に問題はない。案ずるな。──ところで王国の魔ま法ほう医い。聞けば、エルミーも我の治療に協力させているらしいな」

「はい。彼女には頑張って貰もらおうかと」

「即刻、止めよ」

「え」

「我の体調管理にエルミーを巻き込み、錬金術を吹き込むことは止めよ。錬金術を公で扱うことは、好ましくない」

「……それは。ですが王様の健康のために……王様が黙認して頂ければ」

「我が健在のうちは良い。エルミーが錬金術を嗜たしなんでいる事も知っている。だが我がもし王の座を降りるような事態が起きれば、エルミーは違法行為の罪に問われる可能性がある。暗黙の了解が、何時までも続くとは限らん。……我が大切な友には心配をかけたくない。分かるな？」

　王様がじろりと睨にらんだ。鋭い瞳に、黙りこむ。

「分かれば、下がるが良い」

　ドアが開かれ、料理長とお付きの衛兵が駆け寄ってきた。大丈夫ですか王様と迫る衛兵達たちに追い出される形で、伊い坂さかは放り出される。

　寒々しい廊下で、意味が分からないまま頭を抱えた。

　……王様は一体、何を悩んでいるのだろう。王の座を降りるような事態とは、何の話か。

　──ハッキリ言えるのは、伊い坂さかにはまだ知らない事実があって。現状では、協力してくれないという事だった。それは困る。

「……何とかしないと」

　声に出して呟つぶやくと、妙に喉が痛んだ。

　肌寒さを覚えながら客間に戻る。部屋には未いまだ試作中のＣＰＡＰと、発電機の元である金属箱が転がっていた。二次電池による発電に代わり、熱と水を発する魔法具を使用した蒸気発電機の名残だ。魔法の水晶球には亀裂が走っている。何度か実験してみたが、耐久性を失念していた。魔法具の扱いにはコーディの協力が必要になる。どうしたものかと悩んだ時、不意にコーディが客間に戻ってきた。

「コーディ、良かった。ちょっと手伝って欲しいんだけど。この発電機の……」

　ふと、彼女の顔が歪ゆがんだ。違う。床が傾いた。

　地震かと身構えるが、床に続いて、世界がくらくらと傾いている。

　コーディの姿が二つに増える。

　……自分が、揺れている……？

「ちょっと。どうしたのです、イサカ？」

　コーディが近寄り、伊い坂さかの額に手を被かぶせる。

　冷たくて気持ちいい。意識はそこで途切れた。
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【医者の不養生】という諺ことわざを思い出す。

　他人に健康を説きながら、自身は不健康に過ごすことだ。

「あれだけ走り回れば倒れます。その位、素人しろうとでも分かりますよ？　まったく……」

　気がつくとベッドに運ばれ、コーディに濡ぬれタオルを被かぶせられていた。38・４の表示を示した体温計に唸うなり、喉がイガイガする。典型的な【風邪】だ。医学的にも【寝不足】は免疫機能の低下や集中力低下をはじめ、様々な病の大敵である。

　伊い坂さかの横でコーディが回復魔法を始めた。身体が芯の内からぽかぽかと温かくなる。喉の痛みも和らぎ、視界が優しい光に包まれた。……毛布のように心地よい。

「気持ちいい」

「当たり前です。あなたの話によれば一時的ですが、効果はあるんですから。まったく」

　回復魔法は、例えるならのど飴あめや解げ熱ねつ剤ざいを使った後のような心地よさがあった。時間が経たてば症状は当然ぶり返す訳だが、成程、他の治療が無い世界において魔ま法ほう医い『様』と呼ばれる奇跡を実感する。

　伊い坂さかがゆっくり顔を上げると、コーディは眼鏡越しに目を尖とがらせていた。怒る理由は、……ちょっと分かる。

「イサカ。治療を急ぐ必要はありましたか？　私の知らない、切羽詰まった事情でも」

　特にない。

「では、国の騎士や錬金娘に集めさせた薬草。あれが単なる治療薬でない事との関係ですか？」

　伊い坂さかは首を横に振る。コーディが金髪を弄いじり、不満げに口を尖とがらせた。

「では一体何です？　あんなにも無理に召使いに勉強を教え、王様の食事指導を急せいて。悪いことではありませんが、何か、早める必要があるのですか」

　伊い坂さかは子供のように布ふ団とんを被る。

　コーディはつまらなさそうに鼻を鳴らした。

「……そんなに私は信用なりませんか」

「え」

「あなたは私の相方です。喧けん嘩かはします。ですが病で倒れて心配しないほど薄情ではありません。……大体なんですか。私の心配はするくせに、自分はだんまりなんて。卑ひ怯きよう者」

　少し子供っぽい口調がぐっと来た。

　──熱に浮かされながら、考えてみれば、心当たりはあるのだ。

　ただ、話したくないというか……

「話さないと、駄目？」

「べつに話さなくても構いません。あなたが決めることです。でも話してくれると嬉うれしいです」

「……それ、ちょっと卑ひ怯きようじゃない？」

「守秘義務は守ります。私の証あかしに賭けて」

　彼女は自らの魔ま法ほう医いバッジを提示した。

　杖つえと十字架の証あかしよりも、コーディの心配そうな顔の方が百倍は効いた。

「えっと。怒らない？　笑わない？」

「あなた弱ってると随分可愛かわいいことを言いますね。大丈夫です、なんでも話しなさい？　私はとても心の広い女です。情けない秘密のひとつやふたつ、受け止める度量はあります。大体あなたにはもう、私の恥ずかしいところを……何度も見られてますし」

　照れて白い頰を搔かくコーディに対し、それでも伊い坂さかは口ごもる。橙だいだい色いろの魔法灯が眩まぶしいのは、身体が弱っているせいか。白い天井がふわふわと揺れていた。

　自分の話は苦手だ。上手うまく話せる自信は、ないけれど。

「たぶん。失敗したのが、堪こたえたんだと思う。自己分析だけど……」

　そうですか、とコーディは素直に頷うなずいた。

　──必ず成功させる。そう誓って、ケイミーさんの解呪に挑んだ。

　結果は患者さんを治療しきれず、逃がした。

　エルミーさんは何も言わない。今も成功を信じている。だが伊い坂さかの目には、明らかに失敗だ。

「ですが、イサカ。治療が失敗と決まった訳ではありません。第一、あなたに責任は無いと私は考えます。あのネズミの魔物が一番の原因ですし、魔物に侵入を許すような、この国の怠慢も原因です。そもそも王城の一室に魔物が忍び込むなんて話、本来は国の威信に関わる出来事ですよ？」

「うん。それは、僕も頭では分かってる。自分に全部の責任があるとは思わない。……けど、それって患者さん側から見たら関係ない話だよね。誰がどう間違ったか、なんて」

　伊い坂さかは人が元気になるのが好きだ。大好きだ。

　伊い坂さかは人が苦しみ、助からないのは、心が裂かれる程に苦しい。

　コーディは不思議そうに首を傾かしげた後、ふと気付いて金髪を梳すいた。

「イサカ。もしかしてあなた、治療に失敗したのは人生初ではないですか？　確か前の世界で、ダイガクなる学舎にいたと話していましたね。そこは魔ま法ほう医いの学舎と同じく、本来は医学の実践を行う前の場所では？」

　そっと頷うなずいた。

　伊い坂さか練れん次じ郎ろうの最終経歴は大学の医学生だ。帰宅中にスッ転ぶという、すごい理由でこの世界にやってきた。コーディと出会い、彼かの女じよ達たちの医療を何とかしようと、知識を総動員して活動を始めた。幸い伊い坂さかの記憶力はずば抜けて高く、いくつかの幸運にも恵まれ成功し続けてきた。

　それでも素人しろうとなのだ。

　知識では理解している。失敗を覚悟した事は、幾度もあった。

　でも実際に手痛いミスを、……とくに今回は手術に近く、患者の生死にダイレクトに関わる場面にて患者を逃がしてしまった──それが響いて。

　焦あせった。

「私、あなたは凄すごい人だと思っていました。でも、そういう弱い部分もあるのですね」

「まあ元々、僕は臆病だから」

「そうでしたね。あなたはいざという時、弱気です」

「……コーディは、ある？　今まで失敗したこと」

「ええ、山ほど。ですから、ここは私、経験豊富な魔ま法ほう医いコーディアリア・フランツェとして。あなたの人生の先駆者として。おことばを授けます」

　と、彼女は杖つえを脇に置いて……

　ベッドに横たわる伊い坂さかの額に、冷たい手を乗せた。

「よく聞きなさい、イサカ。私だって失敗はしたくありませんし、怖い。ですからいつも実践、全力、力一杯にやっています。……でも。それでも失敗はあります。悲しいことに」

　彼女が瞼まぶたを閉じて魔ま法ほう医いの証あかしを摑つかみ、黙もく禱とうを捧ささげた。

　コーディの失敗。伊い坂さかの知らない、回復魔法で助けられなかった人々の存在……

「私も人に誇れるほどの治療経験はありませんが、失敗はありました。残念ながら、命を看み取とった経験もあります。人には【寿命】もあります。そもそもあなたと出会ってから、私は失敗ばかり。自覚はありますか？」

　コーディに睨にらまれた。まあ、少しは。

「あなたと出会い、私の医療は根底から間違っていたと突きつけられたのです。その辺の麦や大根に私の回復魔法はけちょんけちょんにされ、今回の睡眠の病に至っては、私は事実上なんの役にも立ちません。私の王国魔ま法ほう医いのプライドは形無しで、しかも当の本人はそのことに無頓着で知識披露してどやぁして女の子とくっついて」

「……いや、あの」

「最ッ低……最近あの錬金娘があなたを見る目も怪しいですし、胸の大きな召使いに迫られて……やっぱり殿方は大きい方が……私だって、これからだもん……今から、どーんと……もっと大人っぽく、色っぽく……」

　彼女の目つきが酒に酔ったように怪しく、その手がいつの間にか伊い坂さかの前髪を握り締めている。ちょっと痛いうえ、彼女の口元からは「胸か。男は胸なのか」と怨えん嗟さの言葉を……

「コーディ、あの、本題」

「ハッ！　すいません日々の恨みが漏れてしまいました。いまは我慢します。いまは」

　そのうち呪われたらどうしよう。

　コーディが仕切り直す。

「つまりあなたが来て以来、私はもう滅め茶ちや苦く茶ちやにされたという話です。錬金術を使って治療するなんて、天地もひっくり返る事実です。それでも患者さんが元気になる……私が何度その光景を見て、布ふ団とんで悶もだえたと思います？　ええ、あなたが一度限りの失敗とも言えない失敗未満に悩む間、私は悔しかったのです。あなたの成功は私の馬鹿さを示すものであり、……もしかしたら今まで診てきた人の中に、誤った対応をした人がいた可能性もあるということですから」

「……でも、それは仕方ないんじゃ」

「ええ。仕方ないのです。今のあなたが、それです」

　彼女の人差し指が、伊い坂さかの眉間を示す。

　撃ち抜かれるかと思った。

「全力を尽くしました。その結果を抱えて、前に進む。違いますか？」

　コーディの芯を見た気がした。

　失敗は誰だって辛つらく、悲しい。当たり前のことだ。

「魔ま法ほう医いの道は、修羅の道だと、私の先輩は口にしました。その通りだと思うから、必死です。とても怖い事だと、私もいつも思います」

　彼女の目がそっと細くなる。淡い魔法灯を反射したその瞳が、伊い坂さかには太陽のように眩まぶしく感じた。彼女はいつでも全力少女。時に悩み、頭を抱え、砂の主に立ち向かってゲロを吐き、のたうち回り、身体を炎に焼かれてもなお治療に身を捧ささげる少女の姿だ。

「イサカ。私だって失敗したら落ち込みます。言い訳は幾らでも出来ますが、あなたの話通り、患者当人にとっては失敗の原因など関係ありません。良くなれば正義、悪くなれば悪。結果がすべて。……ですが、それを後に引いてはいけません。失敗して、落ち込んで、すこし泣いて、あなたに自慢され、そうして先に進む。失敗を引きずり次の患者に悪影響を与えることは、もっと悪いことです。そんな余計な感傷は踏み潰しなさい？」

　きつい言葉に反して彼女の口調は優しく、伊い坂さかの頰に流れる涙をそっと払う。気がつくと、熱いものが零こぼれていた。失敗は伊い坂さか一人の出来事ではない。誰にでもある。そんな当たり前の事実を、今さら思い知らされた。

　経験という意味では、彼女の方が遥はるかに先輩であり、先んじていた。

「……そうだね。ありがとう、コーディ」

「ええ。存分に感謝なさい？　そして反省なさい。あなたは自分を臆病者と言いますが、その実は謙虚さが足りない傲慢な男です。この程度の失敗で、くじけない。……理解したなら、いまは暫しばらく休みなさい」

　彼女がタオルを洗い直し、伊い坂さかの額に添えた。健康には注意して。優しい声がして、彼女が回復魔法を再開する。伊い坂さかが知る限り、コーディがこうも熱心に魔法を使うことはない。温かい光に包まれながら伊い坂さかは眠る。いまは一時の休息。お休みなさい。優しい声が水のように身に染しみた。




　──その深夜。

　柔らかな月明かりに目を覚ました時、伊い坂さかの身体はゆるやかに解げ熱ねつしていた。喉の痛みは薄れ、身体にかかる重さも和らいだ。身体を起こし、暗闇に目を細める。

　まだ夢心地の中、ふと眠る前の会話を思い出した。

　胸に手を当てると、自分がドキドキしているのを感じる。

　……嬉うれしかった。コーディに、励まされて。

　伊い坂さかは自分が知識だけの人間だという自覚がある。人としての心構えは弱く、なにより、誰かの前で涙を見せた経験がなかった。伊い坂さかの師匠くらいだ。

　感謝したい。そして今は休もう。それから、明日また頑張りたい。

　そう誓って布ふ団とんをたぐり寄せようとした時、ふと、シーツ先が引っかかった。

　布ふ団とんの端でコーディが突っ伏したまま、静かな寝息を立てていた。暗闇の中でも彼女の金髪はうつくしく、耳を澄ませば小さな呼吸が聞こえる。彼女らしい攻撃的な睫まつげがぴんと立ち、幼さの中に凜り々りしい目鼻立ちがよく見えた。少しズレた眼鏡は、顔に載せたまま。白く健康的な頰と、水気を含んだ艶つややかで小さな唇が見える。

　可愛かわいいなと思って、伊い坂さかは……ふと感じた。

　なんだか──妙に、喉が渇いた。

　風邪と発汗の影響だろうか。心音は静かにペースを上げている。袋から携帯用の飲料水を口に含んで喉を潤し、布ふ団とんに戻る。だが伊い坂さかは何故なぜかその晩、あまり寝付きが良くなかった。コーディの顔が頭から離れない。隣で眠る少女の姿が、単なる相方ではなくなってしまう、そんな夢に囚とらわれてしまったせいで。
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　翌々日の昼、体調を戻した伊い坂さかはコーディと共にエルミーさんの宿舎を訪れていた。出迎えてくれた彼女は気の毒なほど恐縮していた。

　エルミーさんに対し、伊い坂さかは頭を下げて謝罪する。彼女の意向も確認せず、王様のために、と勉強を急せかした件について。

「いえ、私こそ気合いが足りなくてごめんなさい！　頑張っているんですけど、やっぱり無理かなって思うことも多くて！　根性が足りないんです、はい、エルミー頑張ります！」

　彼女の元気な返事は有あり難がたかった。

　伊い坂さかは深く息を吸う。落ち着いて、吐いて。よし。

「エルミーさん。お尋ねしたいことがあります。エルミーさんは、どうして錬金術をご存じなんでしょうか。お城勤めで、王様のお側にいるのに」

　鍛冶職人のように錬金術を忌いみ嫌きらう人がいる中、エルミーさんの立場を考えると不自然だ。この世界における〝カガク〟は、興味本位で勉強できる内容では無いはず。

　王様からは忠告を受けたが、伊い坂さかはやはり治療に尽力したい。ＣＰＡＰを管理する人として彼女は適任だと思うが、エルミーさん自身の意向を聞きそびれていた。

「えっと。私が錬金術を勉強したのは、深い意味はないんですけど……私、普通だからです。気合いと根性しか持ってない、カタツムリ人間だからです！」

　エルミーさんは鼻息荒く、大きな胸を揺らしながら両手を広げて普通をアピールした。

　彼女とその姉、エミー姉妹はごく普通の人だという。特筆すべき力も魔法もない。姉のケイミーは騎士ではあるが、お世辞にも才能があるとは言えず凡庸の域を出ない。そこで考えた。

　普通の人間が、王様の力になるためには？

　彼女の姉ケイミーは騎士の道を選び、呪いに苛さいなまれた。

　一方、エルミーさんが目をつけたのは、学ぶことで力を得る〝カガク〟だった。

「最初は悪い錬金術を王様に近づけさせないように、と思って始めました。錬金術には毒物や爆発する薬があって、それは気合いでは防げません。敵を知るという奴やつです！　私が詳しかったら、王様に近づく悪い錬金術をやっつけられますから。……でも勉強していくうちに、錬金術は悪いものばかりじゃない。そう気付いて、勉強してみようと思いました。……王様には、バレちゃいましたけど」

　エルミーさんは照れたように笑う。

　──それは普通である彼女の、努力の証あかしだ。

「お話は分かりました。では、その王様のためにも、治療のお手伝いを正式にお願いできないでしょうか。王様は嫌がるかもしれませんが、僕は適任だと思います」

「えーと、……でも。私でいいんですか？　こんな普通な、しかも召使いの私で」

　普通の召使い？

　コーディが耳打ちする。

「イサカ。彼女は自分が、王様の治療に相応ふさわしい身分でないと思っているのでは？」

「というと？」

「王様の身を守るのと、王様の治療をするのでは意味が異なります。例えばイサカ、あなたが自分の国の、一番偉い人の治療を任される姿を想像してください。責任が取れますか？」

　伊い坂さかは自分が総理大臣の治療を任される姿を想像した。とんでもない話だと思い、気づく。エルミーさんは錬金術を嗜たしなんでいるが、一般人だ。王様の治療は、荷が重い。そんな単純な話すら見落としていたと気付いて申し訳なく思いつつ、……それでも。

「エルミーさんのお気持ちは分かりました。その上で、お願いできませんか。僕ぼく達たちもできる限りお付き添いします。何かあった時は必ず手伝いますし、責任は僕が取ります」

　伊い坂さかはエルミーさんの手を摑つかみ、お願いする。

「でも……私で、本当に大丈夫でしょうか」

「医学に身分や立場は関係ありません。エルミーさんは自分が一般人だとお話しされましたが、でも、普通の人が頑張って勉強すれば、誰でも医者になれる」

　それが〝カガク〟の良い所だし、彼女になら任せられる。

　エルミーさんは指をもじもじさせ、少し悩んだけれど「……はい」と返事をした。伊い坂さかが安あん堵どし、つい嬉うれしくて彼女の手に力を込めた。隣のコーディが、謎の咳せき払ばらいを挟む。

　コーディは眼鏡の鼻あてを押さえながら、ぶつぶつと。

「それにしても……このような健けな気げな召使いが、何故なぜあんな王様を慕っているのか不思議です。あんな王の一体どこが良いのです？　私だったら失礼ですけど、王様よりはイサカの方が頼りになりますし、信頼も置けると思いますけれど」

　コーディが呆あきれて、伊い坂さかの肩を杖つえでつつく。

　今のは、ちょっと嬉うれしい。

　……コーディがハタと気づき、伊い坂さかを杖つえでぶっ叩たたいた。

「まあ、あくまで医学の中だけで、ですけど！　それ以外は信用できませんけど！」

「そんなに力強く拒否しなくても……」

　コーディに返しつつ、一方で気になる話ではあった。王様の資質について。

「エルミーさん。王様は、昔からあんな感じだったのでしょうか」

　仮に現国王ケイルが以前からあの様子なら、彼は王様に選ばれないはず──

「……実は、以前の王様は、とても素敵な方でした。あんな風になったのは、本当にここ最近、二月ほどの事なんです」

　彼女はぽつぽつと、その頃の王様のことを教えてくれた。




　現国王ケイル・クラックの就任当初、人々は彼に相応の期待を抱いていた。新国王は元々ぽっちゃり体型だったが、その姿はかつての英雄グリムドファーに酷似しており、評判も決して悪くなかったという。勿もち論ろん、彼は期待に応えようと奮闘した。その最たるものが、トリア山脈における竜退治の失敗である。

「理由は私も又聞きなんですけど、一つは第十三騎士団が抜けたことと……あとは竜の傍そばに、大きなネズミ？　の魔物が現れたそうです。しかも次々に、不意打ちで。……王様は本当に悩んでました。まるで相手の魔物が、入れ知恵でもされたみたいだー、って」

　その後も王の連戦連敗は続いた。一方、国内では一人の男が徐々に頭角を現あらわし始める。現大臣グラシア・ラジーだ。彼は元々ただの一貴族であったが、ある時期を境に予知魔法に目覚め、その力を用いて魔物退治に尽力したことで急激に出世し、現在の地位へと上り詰めた。その大臣が有能であることも理由に──王への信頼は、次第に失われ始めた。

　それでも彼は国の主だ。事あるごとに判断を求められる。新たな魔物への対策。外交問題。伊い坂さかには想像もできない、一国の王に積もる苦悩……

　そしてある会議にて、王様はこう呟つぶやいたという。「皆の話を聞き、その通りにしよう」と。

「それは王という職務の放棄では？　どんな理由があろうと、他人に丸投げは最悪です」

　毒づくコーディだが、伊い坂さかには分かる気がした。

　王様はたぶん、……失敗が続いて、怖くなったのだ。伊い坂さかが経験した、その何倍もの失敗を。

　自分が同じ立場で、己の指示ミスで沢山の人に迷惑をかけたら。想像するだけで恐ろしい。

　──少しずつ見えてきた。

　王様の病。エルミーさんの事情……

　昔〝師匠〟が話していた。病を見るな、患者を見ろ、と。

　王の病は【睡眠時無呼吸症候群】だ。伊い坂さかはその対策として減量指導を行い、ＣＰＡＰの作成を始めた。しかし……、その先を、意識しただろうか？

　いまの王様は己への自信を失っている。治療の第一は、患者さんの「治したい」という意欲だ。それを無視して、外面的なＣＰＡＰ作成や食事指導を行おこなっても効果がない。

　物理的に治るだけでは、駄目なのだ。

「……お話、ありがとうございました」

　伊い坂さかはエルミーさんに一礼をして部屋を後にした。

　宿舎から王城へと戻る中庭を歩きつつ、隣のコーディに声をかける。

「難しいね、コーディ」

「ええ。人の気持ちや、落ち込みまでは……って、イサカ。まさかそれも〝カガク〟で何とかなるとは言いませんよね？」

「人の心までは無理だよ。でも、ぶつかっていくしかないと思う」

　医者も患者も人間だ。最後はコーディを見習い、体当たりで行くしかない。

　とはいえ、手立てが存在しない訳でもなかった。空を見上げる。太陽はゆっくりと、夕刻へと傾き始めていた。王様が元気になる方法。少しでも力になれる方法、それは──

「ねえ、コーディ。今日なんだけどさ。城の屋上で毎日やってるケイミーさんの件、僕も一緒に行っていいかな」

　頭の中で数えた。今日はケイミーさんの治療日から八日目だ。

　空は黄昏たそがれ時に相応ふさわしく、青から赤へと落ちていく。
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　武ぶ国こくグリムヒル王城、石の城には街全体が一望できる展望用バルコニーが存在する。城の頂点にはためく鷹たか模様の旗を背にして街を見渡せば、広大な砂海と石と土、人々の行き交う首都の姿が一望できる。

　日が落ちた夕暮れ時は、絶景と呼ぶのに相応ふさわしい時間帯だった。焼けるような夕日が街全体を沈めていく最さ中なか、コーディが伊い坂さかの横に並ぶ。彼女の血と魔力を吸い込んだ黒い羽根飾りを自らの杖つえ先さきに下げ、バルコニーの一角に突き立てた姿で佇たたずんでいる。

「コーディ。王様は、いまは迷うことも多いと思う。でも、きちんと自分の判断を下した時もあったんだ。……騎士ケイミーの話を聞いた時だ」

　王様は、誰もが与太話と考えるＳＡＳの話すら、皆の意見を聞くと述べた。だが騎士ケイミーの治療だけは、大臣に反論して伊い坂さかに滞在許可を下した。

「王様の治療に繫つながるかは、分からない。でもケイミーさんの治療を、きちんと行おこなって、元気に王様の元に戻ることは。きっと王様のためになると思う。まずはそこからだと思う」

「ええ。ついでに私わたし達たちの禍根も癒いやせますからね」

「それは……うん」

　伊い坂さかは心なし、顔を赤くする。

　コーディが微笑を浮かべて杖つえを掲げた。先端に、毒々しいまでの紫色の光を灯ともす。紫外線でも出ていそうな濃い色を横目に、伊い坂さかは武ぶ国こくグリムヒルの街を見渡した。行き交う荷馬車に、米俵を抱えて歩く人々。警備に精を出す男女の騎士達たち。熱気と喧けん噪そうが目に映る。

　伊い坂さかは乾いた空気を、もう一度吸い込んで。

　お願い、と祈りを捧ささげた。

　医学に神頼みは通じない。だが稀まれに、あり得ないことが起こる。

　ある患者の逸話だが、手術中に大量出血を起こして輸血が足りず、やむを得ず患者本人から吸引した血液バケツをひっくり返して輸血したという。感染症等などの点から見てもあり得ない話なのだが、患者はその後も元気に生きている。つまり運が良かった。

　そんな奇跡を願って──

　伊い坂さかは、風に紛れる翼の音を耳に捉えた。

　コーディを窺うかがう。彼女は虚こ空くうを見上げ、目を細めた。

　夕暮れの風に煽あおられる中、一筋の黒い翼が、ひらりと影を伸ばす。

「……来た？」

「当たり前です。色々と手を打ちましたから、九割方は来ると思っていました。……イサカ、あなたもしかして、奇跡を祈りませんでした？　だとしたら私を甘く見過ぎです。私だって、勘だけで治療している訳ではありません」

　コーディに窘たしなめられる前で、黒衣姿の女性がバルコニーに着地する。黒衣の背についた翼を閉じた姿からは不思議と威圧感を覚えず、血色のような眼光も、身体を覆う黒い羽根もない。

　コーディが念のため伊い坂さかを背にし、杖つえを構える。黒衣の騎士が一歩、踏み出す。そして、

「……君きみ達たちが、私を治してくれた魔ま法ほう医いか？」

　理性のある、低い声で応じてくれた。

　──……成功？

　コーディは杖つえへの力を緩めず応じる。

「その通りです、騎士ケイミー。……あなたが喋しやべれるということは。大怪鳥の呪じゆ詛そは、ほぼ弾はじくことができた、という事ですね」

「ああ。君きみ達たちのお陰だ。ありがとう」

　彼女が黒いフードを外した。露あらわになった素顔はエルミーさんと血のつながりを感じる薄い眉に、騎士らしい凜り々りしさと大人びた顔立ちを含んでいた。

　──情けないと思われても構わない。その時、伊い坂さかの胸に突き上げるような喜びがこみ上げた。治療は不完全だが成功していた。それで、十分だ。

「分かりました。では、騎士ケイミー。今から残りの解呪を行います。いまのあなたなら、問題なく耐えられるはず。こちらに」

　コーディが頷うなずき、杖つえ先さきを床につく。石の床に、事前に配置した白い魔法陣が浮かぶ。

　これで彼女の治療は終了だ。後は王様にその旨むねを伝えて、次へ……

「待って欲しい。私にはまだ、やるべきことがある」

　騎士ケイミーが手を挙げ、夕焼けの空に、黒い翼を広げた。

　……やるべき事？

「魔ま法ほう医いよ。私には倒すべき敵がいる。君きみ達たちのお陰で、私はようやく大怪鳥の力を扱うことが出来るようになった。これで、奴やつを倒しに行く」

　騎士ケイミーが、ふと、バルコニーから城下町へと視線を落とす。

　伊い坂さか達たちも確認するよう言われて下を見ると、……小さな騒ぎが起きていた。

　土を踏み固めた中央通りや、その小道に。黒い影が蠢うごめいている。

　遠目のせいか、当初それは黒い犬のように見えた。もしくは虎。あるいは小熊。見分けがつかなかったのは、出現した黒い魔物がすべて同一の形をしていたからだ。丸々とした体たい軀くに、漆黒の毛並みに覆われた魔物。棘とげのような尻尾に爛らん々らんと血走る赤い瞳と、針のような前歯を持つ巨大ネズミだ。本来のネズミのものから小熊サイズにまで至る黒ネズミ達たちが、目視できるだけでも三十近く。町中に次々と出現し、騎士達たちと交戦を始めていた。

　──大規模な襲撃、という大臣の言葉が過よぎる。

　もちろん騎士達たちはその程度の魔物には屈しない。彼かれ等らは槍やりを放ち、或あるいは槍やり先さきから光の矢を放ち、次々と魔物を仕留めていく。魔物は数が多く戦線は拡大しつつあるものの、雑魚ざこ相手に引けをとる騎士ではない。ケイミーさんが続ける。

「あれが今、私わたし達たちが敵対している魔物だ。武ぶ国こくに牙を剝むくネズミ、いや、魔物ドリルドグ。かつてはアリの女王として国を窮地に陥おとしいれ、今はネズミの母体を得た、新たな存在。……だが私はようやく奴やつらの秘密を、大怪鳥の知恵より知ることができた」

　彼女の話に、ふと思い出す。大怪鳥の衣は、力と同時に知恵を与える、と。

「百年前。英雄グリムドファーは、魔物ドリルドグを倒し切れていなかった。傷ついた魔物を、密ひそかに救出した厄介者がいた。そいつは狡こう猾かつな知恵を持ち、七色の身体を持つという」

　騎士ケイミーが右手に銀ぎん槍そうを摑つかんだ。夕日を反射し、彼女の横顔を照らす。

　怒りに満ちた表情を。

「百年が経たち、活動を再開した奴やつ等らは徒党を組んだ。城内に潜り込み、私わたし達たちを弱体化する。相手は小さなネズミと知恵ある魔物だ。どこにでも潜り込み、作戦の裏をかくことができる」

　幾つか心当たりがあった。

　第十三騎士団に対する、だまし討ち。竜退治に不意打ちしたという、ネズミの魔物。

　海賊船にて大豆を貪り、伊い坂さかの薬品を破壊した因縁の相手だ。

「私は王のために、大怪鳥の力を使うことを決意した。結果的には呪いに打ち負け、迷惑をかけた。……だから、私は今度こそこの力を使い、命に代えても奴やつらの長を打ち倒す。そして私わたし達たちの王に、元気になって貰もらいたい」

　彼女の声は勇ましく、同時にとても穏やかだった。

　……彼女もまたエルミーさんと同じように、王様をお慕いしているのだ。

　騎士ケイミーが、そっと頭を下げた。

「魔ま法ほう医い様。私の解呪は必要ありません。敵は必ず、私が倒す。たとえその影響で、私の身体が再度呪いに蝕むしばまれ、命を落としたとしても。今日ここを訪れたのは、その旨むねをあなた方に伝えたいと考えたから。──ありがとう。王にも、そう伝えて欲しい」

　そして彼女は伊い坂さかに背を向け、黒い翼を広げた。

　膝をぐっと屈かがめ、階下の敵を倒すべく、夕日の下へと飛び立つために。

　……で。

　伊い坂さかとコーディはその黒衣の裾を思いっきり引っ張った。

　べちん、と騎士ケイミーはバランスを崩して顔面から突っ伏した。

「な、何をする」

「すいません、ケイミーさん。僕ぼく達たち、人助けが仕事なので。命を賭けて、とかは別の漫画でやって欲しいと言いますか……そもそもお医者さんの指示なく勝手に退院してはダメです」

「何を言っている。私は命を賭けてでも」

「それに、ケイミーさん。あなたが無理をしなくても、戦う方法はあります」

　どういう意味かと問うケイミーさんに、伊い坂さかは再びバルコニーから階下を見るよう勧める。彼女が不機嫌そうに覗のぞくと、先程から蠢うごめく大小のネズミ達たちはやはり騎士達たちと対たい峙じを続け、牙を剝むいて──

　次々と不自然に倒れ、或あるいは酔っぱらったように、ふらふらと酩めい酊ていしていた。小さなネズミから、熊のような巨大ネズミ、その全てが足を震えさせ、泡を吹いて倒れていく。

「実は、罠わなを仕掛けさせて貰もらいました。……最初から」

　伊い坂さかがそのネズミと初めて相対したのは海賊船の船内だ。かの魔物達たちは、ただひたすらに豆を貪り続けた。ドクに聞いた通り、貪食の魔物という言葉に相応ふさわしい行動だった。

　──その正体は知らずとも、おかしな魔物という印象はあった。治療を意図的に妨害した事実は、伊い坂さかの記憶に苦々しく残っている。

　そこで敵の性質を逆手に取ることを考えた。

　ネズミという生物は歴史上、医学史に深い関わりがある。【ペスト】や【コレラ】などの感染症を運ぶ恐るべき悪魔であり、欧州の人口を半減させた存在の一端として有名だ。それらの獣に対し、人類は病の治療と同時に、感染源を絶つ数々の〝カガク〟を用いてきた。

　人類が初めて用いた対ネズミ用化学薬品【クマリン】は、元はスイートクローバーを腐敗させたものから作成した殺さつ鼠そ剤ざいだ。作用は以前述べた通り、血液の凝固作用を抑制する。ネズミに処方した場合は体内で血が固まらず、内出血を起こさせ撃退する。ある日その殺さつ鼠そ剤ざいを改良した【ワルファリン】で服毒自殺を試みた男がいたが、その男が結果的に生存した事から、人間用の抗凝固剤として使えるのではと研究が始まり現在の脳梗塞予防薬となる。つまり元々【毒】なのだ。その他、ネズミは臭いのきついものを嫌うため、ハッカやミントといった植物はネズミよけとして有用だ。

　さらにはリアに依頼した素材【リン】。黄おう燐りんは別名、猫いらずの名を持つ物質であり、これを発展させた【リン化亜鉛】は、食したネズミの体内にて毒ガスを発生させる。

　伊い坂さかは当初これらの薬品を、次の治療前に完璧に揃そろえる予定であった。万が一、ケイミーさんの再解呪に麻酔が必要となった場合への魔物対策であり、同時に騎士達たちが悩まされている、ネズミ退治への対抗策として。

　リアが負けず嫌いなのと同じように。伊い坂さかも、同じ失敗は繰り返さない。

「魔物を倒すのに、呪いの力は分かりやすくて便利かもしれません。……時に必要なことも、認めます。でも、こういった知恵を使う方法も、あります」

　魔法が、使い方一つで発電すらも出来るように。

〝カガク〟も、すべては使い道次第だ。

「ケイミーさん。王様は、あなたのことを心配していました。あなたが戻ると、きっと王様も喜びます。エルミーさんも。……魔物を倒すことも大切ですが、それ以上に、人は元気な友達を見ると嬉うれしく思います。ですから、そのような呪いは脱ぎ捨てて。王様に、あなた自身から、魔物の話をお伝えして。その上で皆さんと共に、その魔物をやっつけましょう。……協力できる事があれば、僕もお手伝いしますから」

　伊い坂さかにとっても魔物ドリルドグは因縁の相手だ。王の自信を喪失させ、伊い坂さか達たちの前でトラブルを起こし続けた難敵。手伝えることがあれば、職業の垣根を越えて協力したい。

　伊い坂さかの言葉に、騎士ケイミーはそっと瞼まぶたを下ろした。城下町では未いまだ戦闘が続いている。確認するまでもなく完勝だ。ケイミーさんの手元から、槍やりが滑り落ちる。

「魔ま法ほう医い様。……私には、騎士としての力がなかった。努力はしたが、騎士としての才能が。だから、呪いに頼ろうと思った。純粋な力に」

　彼かの女じよ達たちはやはり姉妹なのだと感じた。

　普通であるが故に、錬金術を学んだエルミーさん。

　普通であるが故に、呪いに手を出したケイミーさん。

「だが、こんな方法があるのなら。私は、間違っていたのだろうか？」

　彼女の言葉に伊い坂さかはそっと首を振る。失敗は、誰にでもある──だからこそ。

「大丈夫です。僕もよく失敗します。でも、……人の死に関わるような、致命的な失敗でなく。やり直せるものなら、大丈夫なのだと思います」

　そう応えた伊い坂さかの前に、コーディが立つ。一礼をして杖つえを掲げ、解呪の魔法を奏かなで始めた。騎士ケイミーは膝をつき、静かに光を受け入れる。城下町での魔物退治が終了し、歓声が響く。その声を背景に、城の空に一筋の光が輝いた。彼女を包む黒衣が音を立てて崩れていく。
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　すべてが終わった後、騎士ケイミーは王の御前に膝をつき、頭を垂れて事の顚てん末まつを報告した。此こ度たびの呪い騒動の結末と、現在この国を襲う魔物ドリルドグ。そして、魔物に入れ知恵をしているという虹色の魔物──

　すべてを語った後、いかなる処罰も受け入れると申し入れる。

　見張りの兵士達たちも魔物の話に驚く中、騎士ケイミーはただ淡々と事実を述べた。

「此こ度たびは、ご迷惑をおかけしました。私の未熟故の過あやまちです。……ですが、王よ」

　玉座に座る王様は、そのふくよかな頰に汗を垂らして動揺している。

　ケイミーさんが王の手を摑つかみ、瞼まぶたを閉じて祈りを込めた。

「これまでの戦いにおける犠牲、それは王一人の責任ではありません。この国の、かつての英雄達たちですら、かの魔物ドリルドグを仕留めきれていなかった。此こ度たびのことは、やむを得ない面もあったのです。……ですから王よ。その責任を、決して一人で負わないでください。私も、……エルミーも。他の者も。そのような王のお姿を見ると、悲しくなります」

　騎士ケイミーの言葉は慈愛に満ちていた。忠誠を誓う武勲の国の、一人の騎士だ。

　王様は、玉座に腰掛けたまま身体を震えさせている。

「……ケイミー。私は、しかし」

　その時ドカン、と玉座の間の扉が開いた。

　突然だったので伊い坂さかは敵襲かと驚き、コーディが杖つえを構え、リアが伊い坂さかの後ろにぴょんと隠れる。転がり込んできたのはエルミーさんで、彼女は両手に大きな金属製の箱を摑つかみ、王様の前にドスンと置いた。伊い坂さか達たちが苦心して作り上げたＣＰＡＰの試作品だ。昨日ついに扇風機のような小型の羽根をつけたので、そろそろ王様にお披露目しようと思っていたが──

「王様、見てください！　これが王様のために頑張って作った治療道具です！」

　彼女は勉強したらしい。伊い坂さかの作った仕様書を見ながら、スイッチオン。って、

「待ってエルミーさん。その試作品、まだ発電機の調整中で……」

　その途端、玉座の間にブロロロロと物もの凄すごい雑音が響き、王様が驚く前で金属箱がポンと爆発する。白煙を上げて箱の上蓋が吹っ飛んだ。煙を吹き出す装置に全員が呆あつ気けにとられる中、エルミーさんは目を丸くしてあわあわする。

「ご、ごめんなさい……魔ま法ほう医い様に、試作品ができたと言われて、動いたのを見せたくて」

　頭を抱えるエルミーさん。でも。

「……構わぬ。面白いものを作ったな、エルミー」

　王様が、くすりと笑った。

　その顔は、頰が豊かにふっくらしているせいか、優しいお兄さんみたいな愛あい嬌きようがあった。丸みを帯びた顔つきで、とても優しげに頷うなずいたのだ。

「我が、皆に迷惑をかけている事は理解している。大臣の予知がよく当たることもあり、我はもう、この国には不要だと感じていた。だが、そうも言っておれん。知恵を持つ魔物、そんな恐ろしい敵がいるのであれば、……悩んでる暇など無いのかもしれん」

　エルミーさんの顔が輝いた。

　王様は格好良く玉座から立ち上がろうとして、腹が手すりにぶつかり、つんのめる。コーディが微妙な顔をするのを余所よそに王様はまた脂汗を流し、玉座でバタバタしながら皆に告げた。

「今すぐ全ての騎士を集結させよ。討伐すべきは武ぶ国こくグリムヒルの宿敵ドリルドグ。そして知恵ある虹色の魔物ベティドーガ！　これは王の、偉大なる決断である！」

　一国の王の言葉が響き、ケイミーさんとエルミーさんが敬礼する。見張りの兵士も共に礼を行う中、王様は玉座の手すりを叩たたいて力強く宣言した。

「その魔物を倒したら、我は減量を始める！」と。







　ケイミーさんの治療は完了した。王様も少しずつ、気力を取り戻しつつある。あと一歩だと伊い坂さかが拳を握ったその時、王への挨拶を終えた騎士ケイミーが改めて伊い坂さか達たちに向き直った。伊い坂さかとコーディそれぞれの手を握り、握手を交わす。

「君きみ達たちのお陰だ。ありがとう。魔ま法ほう医いのお二方。それと──」

　最後に、彼女はリアの前に立った。

　今回、リアは密ひそかな立役者だ。伊い坂さか達たちがＣＰＡＰ作成に尽力している間、彼女には殺さつ鼠そ剤ざいの準備をはじめ数多くの依頼をした。その製造過程で不慣れな交渉も請け負ってくれたと聞く。例の眼帯の錬金術師の元にも向かい、不器用ながら協力を要請したとも聞いた。

　騎士ケイミーはリアの小さな手に触れ、再び床に膝をつく。

「あなたには、まだお礼を伝えていなかった。その顔、よく覚えている。怖い思いをさせて、すまなかった。謝って許されることではないと承知しているが、その上で、言わせて欲しい」

　ケイミーさんの言葉は、王様へのもの以上に優しく。

　リアの小さな指先を両手で包み、恭うやうやしく告げた。

「助けてくれてありがとう。心の底から恩に着る。──あなたの助力で救われた」

　深い謝意を示した姿に、リアは少しの間、呆ほうけたように佇たたずんでいた。幼い子供のように、どうしたら良いか分からず伊い坂さかとコーディを見る。初めて直面するものに戸惑うように。

　──患者さんからの、感謝の気持ち。

　リアがその時、何を感じたのかは永遠に分からない。伊い坂さかは人の気持ちには疎うとい。ただ彼女の内面に、ほんの少し。普段は氷のように静かな世界の中に、温かい灯火を見た気がした。

　リアが戸惑いながらケイミーさんの指先を握り返す。いつまで経たっても離さない。気付いたケイミーさんが顔を上げ、申し訳なく謝罪した。

「不器用な謝り方だが、許して欲しい。何分、私は他人と喋しやべるのが苦手なのだ」

「ううん」

　リアも小さく首を振る。

「私も同じ」

　そう呟つぶやいた彼女の声には、柔らかい熱が籠っていた。

　……もしかしたら。

　彼女の中に根付いた小さな呪いも、僅かに解けたのかもしれない、と伊い坂さかは思う。
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　騎士ケイミー・エミーが王城に帰還したその日、騎士達たちの間ではもう一つ喜ばしい噂うわさが流れていた。伊い坂さか達たちの支援によるネズミ退治が、予想以上に功を奏したことだ。

　城下町での戦闘は元々騎士隊が圧倒的優勢に見えたが、それは人命被害に関する部分のみ。魔物ネズミ本来の害悪さは魔物による襲撃ではなく、民家の食物を食い漁あさり、人々に危害を加える小ネズミだという。大通りに出現する巨大ネズミは、あくまで他のネズミが餌を運ぶための陽動に過ぎない。

　──奴やつ等らは貪食の魔物だ、とドクは語った。伊い坂さかの毒餌は想像以上に魔物達たちに打撃を与え、快勝と呼ぶに相応ふさわしい戦果を挙げていた。魔物退治に頭を悩ませていた騎士達たちにとってこれ程痛快なことはなく、伊い坂さかは立役者としてコーディやリアと共に祝賀会に招かれた。

　宴会の席にて騎士達たちは男女を問わず宴うたげに盛り上がり、エルミーさんは食器を片手にパタパタと走り回り、伊い坂さかはシレジアさんから山ほど酒を勧められたが懸命にお断りした。コーディは地酒である白酒を堪たん能のうし、顔を赤くしてエルミーさんの胸を揉もんでいた。会話が苦手なリアは伊い坂さかの横にべったりくっついていたが、時おりケイミーさんと話している姿を見かけた。

　上昇機運は続く。伊い坂さか達たちの活躍は城下町にも流れ、その伊い坂さかを国に招いたのは王様だという噂うわさがまことしやかに流れていた。曰いわく、王国に依頼し、魔物退治の専門家を呼んだ。公にはできないため魔ま法ほう医いという形で派遣されたのだ、と。

　その祝いの席にて、王様からとある相談を受けた。

「王国の魔ま法ほう医いよ。我のために一つ、具合を悪くした時のための薬を用意して貰もらえないか。……ケイミーや皆の前では息巻いてみせたが、人はそう簡単には変わらん。分かるな？」

　国王様は日々のストレス故か、今も決断時には吐き気に悩まされるという。

　本来このような心因性の吐き気には、長期の休息が必要とされる。正しい生活リズムと職務軽減を始め、ストレスを下げる事が何よりの薬だ。元々ＳＡＳは、睡眠不足から【鬱病】を併発する精神的負担も大きい病でもある。──しかし。

「王様。本来はゆっくり休んで頂くのが、一番の治療です。ですが今は……」

「分かっている。我は仮にも一国の王。必要とあれば、踏ん張ってみせよう」

　王様にこのような決断をさせた事は、申し訳なく思う。吐き気止めには伊い坂さかの持つ薬剤の他【五ご苓れい散さん】という五つの生しよう薬やくを配合した漢方薬を処方する。自分も可能な限り協力すると申し出ると、王は深々と頷うなずいた。
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　かくして王城内で祝いの席は華やかに行われ、伊い坂さか達たちは有あり難がたく酒と食事を頂いた。

　そう、皆で食事を分けあったのだ。







　──その翌日。

　目覚めは二日酔いではなく腹痛から始まった。ごろごろと腹が唸うなり、刺すような痛みと食道よりせり上がる吐き気と熱発。自覚症状から病の正体に気付いた時、コーディが客間に飛び込んできた。

「大変です、イサカ。宴会に出ていた者が、次々と腹痛を訴えて……っ、くっ」

　コーディも酷ひどく青ざめ、呻うめきながら訴えた。

「イサカ。これは何者かが食事を毒に変える呪じゆ詛そを……ってイサカ、あなたもですか!?」

「だ、大丈夫、じゃないけど大丈夫」

　吐き気を堪こらえてベッドから這はい上あがる。

　喉を水で潤し、腹部を押さえながら。

「コーディ。これは【食中毒】っていう病気で」

「いいから休んでなさい！　……っ、あ、頭が」

「え。コーディ頭痛いの？　食中毒でも頭痛はあるけど……というか、お腹なかは？」

「私は単なる二日酔いです、お腹なかは痛くありません！」

「えぇ～……？」

「仕方ないの、お酒が美味おいしかったんだから！」

　彼女の酒臭い吐息が鼻にかかり、伊い坂さかはしかめ面つらを浮かべて説明を始めた。
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　──【食中毒】。原因は細菌ウィルスをはじめ多岐に渡るが、多くは有害な微生物および毒素を含む食物を口から摂取することにより発症する病である。代表例だけでも【カンピロバクター】や【サルモネラ菌】、近年では【ノロウィルス】、正式名称ノーウォークウィルスの悪名高さが有名だろう。大規模な集団食中毒は現代でも猛威を振るい、個人も含めると日本だけで年間二万人近い患者が出る。食事という、人間の根幹に潜む恐るべき病と言えるだろう！

　伊い坂さかはがんばって説明して体力を使い切り、ベッドに倒れ込んだ。

「説明はいいから寝てなさい！　それに、この手の症状なら私の魔法白書にも記載があります。食事を介して人々に伝わる風の呪じゆ詛そ。対策も分かっています。原因となった、呪じゆ詛その宿る食事を火にくべて灰とする。そうですね？」

「……悪くはないけど、コーディ。リアと協力して、この前作ったエタノールを用意して欲しいんだ。それを薄めて、まず厨ちゆう房ぼうをきちんと殺菌消毒して欲しい」

　食中毒対策の三原則。【付けない】【増やさない】【殺す】。

【付けない】はウィルスや菌の付着を阻止するための洗剤や石せつ鹼けん、流水による徹底洗浄。

【増やさない】は冷蔵および冷凍保存により、温度上昇による菌の繁殖条件を整えない。

【殺す】は加熱調理による殺菌だ。

　まずは原因となった調理場を熱湯とアルコールで消毒する。刃物類やまな板等は徹底的な洗浄を行い、人が触れた机や皿、テーブルなども含めて除菌を行うこと。調理の際には七十五度以上に加熱、肉用包丁と一般用包丁は使い分ける。

　当たり前の話であるが故に、この世界に感染の概念が浸透していないことが悔やまれた。いずれも魔法で実践可能なだけに、知識さえあれば対策は可能なはずだ。

「細かい話は後でまとめるから……それと、コーディ。患者さんが増えてる様子はない？」

「患者が出始めたのは今朝方ですので、何とも言えませんが……」

「分かった。じゃあとにかく、掃除をきちんとするように。特に嘔おう吐と物には、絶対に手で触らないように掃除して……あう」

　伊い坂さかはお腹なかを押さえて布ふ団とんを抱きしめた。食中毒の原因が【ノロウィルス】だった場合は人から人への感染が危惧される。治療に携わる魔ま法ほう医いまで感染したら致命傷だ。

「逆に、患者さんが増えないなら……確か昨日のメイン料理は、鳥肉とスープだったかな……魚はなかったと思う……多分【サルモネラ菌】か【ブドウ球菌】、最悪【Ｏ１５７】辺りだと思う。ハッキリとは言えないけど」

「その辺は分かりませんが、イサカ。どう対策します？　食事呪じゆ詛そには回復魔法の効果は薄いと魔法白書にも出ています。もちろん全く効果が無い訳ではありませんが」

「うん。でも大丈夫……慌てなくても大丈夫。僕の症状的に【コレラ】や【腸チフス】みたいな、抗菌薬が必要そうな病気じゃない。普通の……っていう言い方も変だけど、普通の食中毒なら、きちんと水分補給をすれば治る。ただ……」

　食中毒の基本はしっかり休み、経口補液をすることだ。軽症例なら自然経過で改善する。ただし強い下痢等による脱水には対処が求められる。場合によっては抗菌薬も必要だが、今回は仕方がない。それよりも。

「お年寄りの人で症状が酷ひどくて脱水が進むと、危険な状態になるんだ。……そういう人には、脱水対策の点滴をしたい」

　伊い坂さかは自分の袋から携帯用の点滴袋を取り出した。現代からの持ち込み品ではなく、伊い坂さかが王国にて調合した輸液だ。以前、王国で風邪やインフルエンザが流行した際、必ず使用する機会があると踏んで数を揃そろえておいたものだ。

「宴会に出てた人は、数は多いけど若い人が多かったよね。だから点滴まで必要な人は、そんなにいないと思う。で、そういう人さえカバー出来れば……」

「ってイサカ、あなたが行くのですか!?　あなたいま患者でしょう！」

「だって他に点滴できる人いないし……」

　正直辛つらいが、腹痛程度でへばっては伊い坂さか練れん次じ郎ろうの名が廃る。這はってでも、患者さんのお手伝いに行かなくては。それに食中毒対策の周知徹底を……

　身体を起こした伊い坂さかを、コーディはぐいとベッドに押さえ込んだ。

　彼女は両手を震わせ、パチン！　と自分の頰を叩たたいて気合いを入れる。

「っ……いない、ことはありません。ええ、点滴。できる人がいれば良いのでしょう？」

「そんな人なんて……」

「いますとも！　何でもこなせるサイキョーの魔ま法ほう医いが！　あなたの目の前に！」

　彼女は自らを示した。

「私です。私がやればいいんでしょう、その天敵とやらを！」

「ある意味天敵かもだけど……コーディが？」

「何ですか、その胡う散さん臭くさい商売人を見るような目は！」

　疑った訳ではない。あれだけ現代医療を否定してきたコーディが、現代医療の要かなめたる点滴に手を出す決断に、どう反応して良いか困惑したのだ。

「コーディ、もしかしてまだ酔ってるんじゃ……」

「あなた毎回ケチ付けないと気が済まないんですか!?　私は正気ですし素面しらふです、頭痛はしますが正常です！」

「ごめん、でもちょっと自分の耳を疑って……」

「私だって、おかしなことを口にしてると思います。でも、その点滴とやらが以前、あなたの話すインフルエンザの呪いに効果があったのも知っています。それに」

　彼女は客室に転がるＣＰＡＰの残骸を示す。試作品の傍そばには魔法具である水晶玉が転がっていた。発電機の調整用に使ったものだ。

「あなただって自分の医療に魔法を組み込み、挑戦しているのです。私だって……れ、錬金術のひとつくらい、かか、簡単にやってみせますとも。ええ認めます、あなたも、あの錬金娘の扱う〝カガク〟とやらは凄すごい！　魔法も決して劣りませんが、使い方次第で優れたものになる。それくらい私でも学習します！」

　彼女自身むず痒がゆいのか、胸元を搔かき毟むしるように指先を動かしながらの返答だ。【蕁じん麻ま疹しん】が出そうな程に、誇り高き魔ま法ほう医いのプライドが疼うずくのを感じる。

　それでも声に出して明言してくれた。

「……コーディ」

「何ですか、そんな嬉うれしそうな声を出して。勘違いしないで下さい？　私はあくまで、錬金術の一部の有用性を認めただけで、全部を認めた訳ではありません」

　腕を組み、ぷいとそっぽを向くコーディ。それで十分だ。伊い坂さかの口が綻ぶ。

　彼女とは、今後も素晴らしい医療ができる。そんな未来が見えた気がした。

　伊い坂さかは頷うなずき、自分の袋から輸液と点滴チューブ、次いで翼状針を布ふ団とんに並べる。

「ありがとう。じゃあ、コーディ、お願いするよ。でも、まず練習をしようか」

「練習？　何のですか」
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「なにって点滴の」

「ぶすっと刺して液体を落とすだけでしょう？　以前見ましたし」

「……コーディ……魔法と違って、点滴は腕にぶすっと刺しただけじゃ単なる事故だよ……？」

　伊い坂さかは彼女にゴム製のバンドと注射針を手渡した。まずは上腕側にバンドをきつく巻いて貰もらう。浮き上がる末まつ梢しよう静脈に狙いを定め、針先を血管に沿って、斜めになるように刺す。もちろん血管を外して皮下に入れば【血管外漏出】、いわゆる点滴漏れを起こしてしまう。また万が一にも動脈を刺してしまった場合、血が勢いよく噴き出るため即時止血が必要になる。

　ただし彼女は特別だ。

「大丈夫。コーディは、現代の看護師や医者にはない回復魔法があるから注射をやり直せる」

「わ、分かってます。でも何度も刺すのは気が引けますし、怖いです」

　その気持ちは大切だ。

　コーディが指先を震わせながら、蝶ちよう型の飾りがついた針を摑つかみ、静脈へと押し込む。

「わ、ち、血が出てきました」

「うまく静脈に入れば、血の逆流が確認できる。そしたら針の内筒だけを抜いて……うん、上手。次にこの連結部分を回して繫つなぐ」

「あなた達たちの世界ではこれを、回復魔法なしで行おこなっているのでしょう？」

「うん。何気に点滴一本入れるだけでも大変なことだからね」

「……魔法にも技術はあります。あなたが知らないだけで、簡単ではありません。ですが、これもまた技術がいるのですね。当たり前の話ですが」

　その後、コーディに点滴の下げ方やチューブの扱い方、万が一にも針の使い回しをしないよう指示を行い、問題があれば通信用の魔法球を通じて連絡するよう伝える。

　肝心の食中毒対策については、コーディから提案が出た。

「前回のインフルエンザの時は、例のワクチンという薬を、身体の抵抗力を高める付与魔法という形で配布しました。今回も同じ手でいきましょう」

　魔法の世界には建前が必要だ。コーディは王様と大臣の二人には食中毒の真実を伝え、そこからトップダウン的に解呪魔法の一種としてアルコールを配布する作戦を立てた。アルコール消毒は『魔法の聖水』として。点滴は『魔法の力を補充する魔法薬』との別名を立てる。インフルエンザでの経験が生きた形だ。

「イサカ。その消毒というのは誰にでもできるのですか？　単にあなたの薬を塗るだけ？」

「そう、と言いたいけど、出来ればリアにお願いしたい。滅菌作業は彼女なら経験があると思う。僕からも連絡してみるよ。コーディは、まず王様の説得をお願いして……あう」

「少し休んでから錬金娘に連絡しなさい。魔法球はドクに操作して貰もらいます。いいですね？」

　コーディに念を押されたが、ただ寝ているのも忍びない。食中毒は感染源が残る限り拡大する。伊い坂さかはコーディが出た後、即座にドクにお願いしてリアと連絡を取った。化学薬品を扱う知識があれば、清潔操作にも慣れているはずだ。これらの知識を当然と思ってはいけない。

　現実にある怖い話として、ある未開拓の村民にインスタント食品を「水につけて食べよう」と説明したところ、彼かれ等らは泥水につけて食し、腹を下したという逸話がある。

　──知識は、武器だ。

　水晶越しに映し出されたリアの姿は、伊い坂さかが心配する必要もなくマスクと手袋にエプロンを着用していた。庶民的な掃除中のお姉さんみたいで、可愛かわいらしく新鮮だ。

「リア。患者さんが増えてる様子はある？　掃除はどう？　体調の悪い人が掃除に加わってることはないよね？」

「問題ない。王様が、私と金髪の命令を聞くよう指示した」

　リアが頷うなずく。……そうか、王様が。

　心なしか、腹痛が和らいだ気がした。対策は、手早く進んでいる。

「リア。ドアノブや触ったところは全部消毒してね。それと食事は、必ず加熱したもの。原因はまだ特定できてないから、宴会に使った食事の余りは処分して、ほかの野菜は水洗いして、肉は火を通して。体調の悪い人の病人食は、食べれる人はスープや果物がいいと思う。水分と一緒に塩分も取るようにしてね」

　点滴による補給に頼らず脱水を防ぐためにも、適切な水分と塩分は重要だ。あとは消化に良いバナナなど。

　伊い坂さかは布ふ団とんを抱えたまま一通り彼女に伝えた。わかった、という返事が心地よい。

「リア。手伝ってくれてありがとう。無理言ってごめんね」

　感謝を伝えると、彼女はマスク越しの顔をすこし赤くして顔を背けた。

「レンの話、少し分かった。感謝されるのは、……悪くない」

　リアが通信を切った。伊い坂さかは布ふ団とんを抱きしめる。もちろん嬉うれしかったからだ。




　それから三日が経たち、王城内で猛威を振るった食中毒事件は終息の様相をみせ始めた。コーディの提案する魔法解呪作戦と命じたアルコール消毒、そして点滴治療を徹底したお陰だ。大臣は当初コーディの説明、つまり微生物による食中毒説を頭から否定したと聞くが、王様はその意見を退けて実施した。結果、患者数は早くも減少しつつある。

　原因物質も伊い坂さかが騎士達たち一人一人より事情を聞いた結果、食事に出ていた鶏とり肉にくが原因ではないかと思われた。既にコーディにより焼却処分されていたため真偽は不明だ。

　城内のアルコール消毒はその後も順調に進み、事態発生から五日後にはほぼ沈静化され一件落着の運びとなり、伊い坂さかは一安心したのであった。

　──ところが。
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「町中で食事の呪じゆ詛そが多発してる……？　その話は本当ですか、レシア副隊長様」

「そゆこと。なんか知らない？」

　客間にいた伊い坂さかにその一報を伝えたのは、魔物ドリルドグ対策として本城へと召還された第十三騎士団、小さな騎士レシア副隊長だ。現在、彼かの女じよ達たちは総出で魔物ドリルドグの住すみ処かを捜索中だが、その合間に町中で食中毒事件が多発しているとの報告を受け、伊い坂さかに話を持ってきた。

「食中毒が出ている、ですか……うーん」

　正直、返事に迷った。報告を見たが、食中毒の発生箇所に共通点が見当たらない。

「レシア副隊長様。彼かれ等らが同じ水源を使用してるとか、同じ所で食事をした等はありませんか」

　そのような事実もない、と否定された。となると食中毒ではなく、単なる【腸炎】が偶発的に重なった可能性もある。どちらにしろ、と伊い坂さかは症状が重い患者の許へ直接伺うことにした。

　コーディと共に訪ねたのは東国内にある一般的な民家だ。外壁が石造りの、床には茣ご蓙ざを敷いた簡素な家にて、伊い坂さかは症状を訴える白しら髭ひげのお爺じいさんの容体を観察する。腹痛に下痢、発熱など一般的な食中毒症状に思える。口にしたのは米と野菜だ。

「ちょっと痛いですけど、この魔法の秘薬を使いましょう。回復魔法も一緒に行います」

　伊い坂さかはご老人に点滴加療を行い、点滴パックを洋服かけに下げたのち台所を調査する。石造りの竈かまどの傍そばには刃物やまな板代わりの土台が無造作に立てかけられ清潔とは言い難がたいが、この世界では一般的ともいえる。念のため、伊い坂さかは二次感染を防ぐため消毒作業を行う。

　その調子で数軒の民家を拝見した。狭い空間に三世帯共同で住んでいたり、布製テントを広げただけの家屋など形は様々だが、全て一般的な家庭だという。

　やっぱり偶然かもしれない。城内で食中毒事件が起きているから、普通の腹痛も食中毒だと感じているのでは。伊い坂さかがそう考え始めた矢先だった。

　キッカケは偶然だ。同じ手順で患者さんの容体を窺うかがい、体調不良も軽度だったので水分補給をお願いした後、ふと食事内容について調査しようと野菜の保管袋を開いた時だ。

　レタスの葉に、一センチ程度の小さな糞ふんが張り付いているのを発見した。家畜やペットを始め、多くの動物はある程度【サルモネラ菌】を保菌している事例が多く、動物の糞ふんや尿は食中毒の原因になる事が多い。代表例はネズミである。

　……？

　伊い坂さかの指先が止まった。

　脳内で、分厚い医学辞書が警鐘を鳴らす。

「コーディ。……ごめん、ちょっと前の家に戻って、調べていい？」

　伊い坂さかは慌てて踵きびすを返かえした。

　レタス袋に、ネズミの糞ふんだけ落ちている。偶然なら食中毒の原因として十分だ。

　ただ。もしその動物に、人間並みの頭脳をもって助言する奴やつがいたとすれば。

　食料に手をつけず、意図的に糞ふんだけ残したとしたら？

　前の民家に戻るなり伊い坂さかは地べたに這はい蹲つくばって目を凝らした。地面の足跡を観察し、保管された野菜や米をつまみ、臭いを嗅いで、舐なめ回すように睨にらみつける。ネズミの糞ふんは見当たらないが異臭がした。ネズミは確か尿を流しながら走るという。

　発生事例の七件すべてを確認して王城に戻ると、レシア副隊長が青ざめた顔で告げた。

「ねえ魔ま法ほう医い。なんか今、五十人くらい腹痛でヤバイって話がソフィーから……」

　伊い坂さかは顔をしかめた。

　……あまり想像したくないが、他に答えが見つからない。

「コーディ。確か、前に話した魔物に……知恵があると言ってたよね」

「ええ。それが何か？　まさか食事の呪じゆ詛そを、魔物が撒まいているとでも？」

　呪いと異なり、魔法的な意味は無い。しかし呪いのようなものでは、あった。

　伊い坂さかは大きく息をついて、その病名を。いや、悪意を口にした。

「これは、魔物による食中毒【バイオテロ】の可能性があります」
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　──【バイオテロ】で有名なのは二〇〇一年に起きた米国の炭たん疽そ菌事件だが、実は【サルモネラ菌】を用いた食中毒バイオテロ事件も世界には存在する。意図的な病の散布は生物兵器、貧者の核兵器と称されるものであり、国際的な脅威として常に議題に上がるものである。歴史的にも生物兵器が使用された例は多く、かつては戦時下において【ペスト】に感染した遺体を敵陣地に投下し、意図的に感染を広めた事例もあるという。

　国王様に報告した伊い坂さかはすぐさま会議室へと呼び出された。会議室は円卓状のテーブルを中央に置いた部屋で、最さい奥おうに国王様が腰掛け、周囲をぐるりと囲うように国の重鎮方が座っている。全体的に濃い顔立ちの髭ひげ面づらが多い。大臣の姿も王の隣にある。金髪を弄いじり、左肩に白い鳥を乗せたまま不機嫌そうな面持ちで腕を組んでいた。会議室の壁には、ここにも英雄グリムドファーの絵画が飾られている。

　続報が飛び込んできた。新たな報告によると、既に町中で五百人以上の被害が報告されていた。更には町中にある肉屋や米屋など、食料庫に集中して足跡が発見されたという。

　敵は既に、食料に対する直接攻撃を始めていた。町中では早くも人に触れると呪じゆ詛そが移るとのデマ情報が飛び交い始め、混乱が始まっていると聞く。

「まずいな……」

　食中毒は元となる食材一つを絶てば良く、原因物質の特定も可能だ。だが無差別の広域バイオテロ事件となれば、保菌するネズミが存在する限り、ありとあらゆる食料が原因となる可能性を秘めている。……いや。

　それで済むなら、まだ優しい。

　食中毒という言葉から食事を連想しがちだが、食中毒は保菌動物の糞ふん便べんから川や土壌まで汚染される。ネズミが保菌するとなれば伊い坂さか自身の症状から考えても【サルモネラ菌】の可能性が濃厚だが、肝心のサルモネラ菌は見事に河川の水を汚染する可能性がある細菌だ。

　その対策となると……！

　コーディが手を挙げ、黒塗りの本を出した。宙に浮かんだのは喋しやべる生き字引、ドクだ。

「ドク。あなた昔、あの魔物と戦ったことがあると話していましたね。今はネズミの姿のようですが、敵はふつうのネズミのように個々で増殖するのですか？」

『いや。魔物ドリルドグは、あくまで一匹の魔物が核となり増殖する魔物だ。本体は人間でいう心臓の形をしており、心臓の中に生物を取り込み、それを軸に増殖する。そして魔物ドリルドグは、本体さえ叩たたけば後は烏う合ごうの衆。逆に言えば、いくら雑魚ざこを倒しても無意味だ。全く腹立たしい魔物よ。我に腹はないが』

「つまり根元を絶つことができれば良いわけですね」

　コーディの言葉を皮切りに、ざわざわと側近達たちが騒ぎ出した。

「魔物の主を倒すのだ。諸悪の根源を叩たたき潰し、呪じゆ詛そを打ち破るのだ！」

「だから、その主が見つからないのが問題なのだろう、たわけ者！　奴やつ等らはかつてドリルドグが使ったアリの巣の奥深くに引っ込んでいる。居場所が分からんのでは仕方がない！」

「では先の聖水を民に配り、対策をすれば良いのでは。聞けば、聖水は酒より造れるという。魔ま法ほう医いの祝福を薬に与え、皆に配るのです」

「食に火を通せば、呪じゆ詛そは消えるとも聞いた。その話を、騎士達たちを通じて皆に広めるのだ」

　側近達たちの話は割と現実路線だ。対策は二つ。

　一つは根元を絶つこと。魔物ドリルドグ、もしくは未いまだ姿を見せない虹色の魔物ベティドーガ、そのどちらかの撃破だ。特に魔物ドリルドグの撃破は最重要と見ていい。一方、

「ねえ、コーディ。虹色の魔物は、倒せる見込みはあるのかな」

「そうですね。正直、見つけられればという話です。虹色の身体は目立ちます。魔物ベティドーガの身体は魔法を弾はじく性質を持ちますから、魔法での色彩偽装も不可能です」

　とはいえ雲隠れされてしまえば、撃破できる見込みは薄い。やはりネズミ退治が先決か。

　もう一つの対策は正確な知識の伝搬、防御的な手段だ。いかに魔物が感染を広めようとも、菌の性質は変わらない。食材をきちんと確認し、加熱調理して消毒を徹底すれば防衛は可能だ。ただ、その対策方法を皆にどう伝えるか。片っ端から食材を加熱し、徹底的な洗浄を行うという知識を、一般住民に短期間で周知することは難しい。敵は意図的に細菌を振りまく怪物だ。騎士隊を通じて情報提供を行おこなっても、食中毒の広まる早さに対し、一体どこまで抗あらがえるか。

　……人々の間に知識を広める、より効率的な方法はないか。

　或あるいは強引に、絶対に感染していない食物だけを選ぶことは出来ないか？

　考えて、考えて──いや。考えている暇すら惜しい。

　今すぐ対策を広めるのが最善手だ。

　そう結論づけて顔を上げ、……ふと目が合った。

　王様の、その背後に。

　会議室をはじめ、それは国のどこにでも飾られている英雄の絵画だ。国の建国者にして伝説のヒーロー、グリムドファー・クラック。白のマントを着込んだ少々小太りな英雄様。

　アイディアが浮かんだ。

　付け焼き刃ではあるが、情報伝達の手法として。

「……王様。英雄を、復活させませんか」

　気がつくと伊い坂さかは立ち上がり、声を出していた。

「国の英雄グリムドファー・クラックは、絵画で見ると白のマントに白服、少々小太り、と特徴的な格好をしています。王様も、元は英雄に似ていると評判だったとお聞きします。その姿を真似まねて人々の前に立ち、伝えるんです。この呪いの原因は、百年前に英雄を苦しめた魔物にある。しかし今は、呪いに打ち勝つ方法がある。……市民の皆さんは今、不安な状況にあると思います。どうしたら、この呪いを防げるのか。その方法を求める中で、王様が英雄の姿で、皆に示す。これは重要な事です」

　医学知識ではないが【テロ】の語源はラテン語で恐怖を意味する【terreo】から始まったと言われる。不安や恐怖から誤情報が流れ、医学的根拠のないデマが広まることは避けたい。

「……我が、かの英雄に、だと？」

「僕ぼく達たちも全力でサポートします。先程のお酒による消毒、呪いの浄化を始め、ネズミ対策として用意した殺さつ鼠そ剤ざいも全投入します。……さらに言えば、今より状況が悪化して、国内の食料の大部分が汚染された時に、次善策を立てやすくもなります」

「どういう意味か？」

「これは最悪の場合ですが、城下町の皆さんへの食事を、国側で徹底的に衛生管理した上で配給する手もあるかなと思います」

　全員に衛生管理の周知徹底をするのは困難だ。しかし食中毒の専門対策を行おこなったスタッフだけが、徹底的に管理した上で人々に食事を配布すれば。非常事態宣言に近い最終手段だが、そうした場合に備え、王様の言葉を事前に伝えておく意味はある。

　この呪じゆ詛そは食事を介し、感染すること。

　適切な対応を行えば、呪じゆ詛そに抗あらがうことが可能であること。

　欲しいのは迅速な初動とカリスマ性だ。あくどい言い方をすれば、人々を煽あおる。ニセ情報による煽せん動どうは避けるべきだが、正しい情報を確実に伝える手段は、有益なはず。

「ただ、この対策は一時しのぎに過ぎません。あの魔物が本当に賢い魔物だとしたら、そのうち気付くはずです。この呪いの、より効率的な広め方に。……時間との勝負だと思います」

　もし魔物が食中毒だけでなく【ペスト】のような、真の悪魔の病に気がついたら──想像しただけで背筋に寒気が走る。

　ふむ、とドクが唸うなった。

『食料を管理する、か。その手法なら、敵本体への攻撃に繫つながる可能性もあるな』

「どういうこと？」

『魔物ドリルドグが貪食に走るのは、ひとえに本体の増殖エネルギーを得るためだ。故に、我々が食料を厳正に管理し、また奴やつ等らに毒餌を撒まき続ければ、それ自体が奴やつを追い詰める攻撃となる。……まあ、最後は本体を叩たたかねばならんが』

　ドクの言う通り、根本的な対策はやはり魔物の駆除だ。防御だけでは難しい。どうする。伊い坂さかにはコーディのような力は無い。知恵を絞り、事態を乗り切る策を立てる。今回の相手は、大怪鳥のような怪物ではない。

　知恵比べだ。狡こう猾かつな頭脳を持つ魔物の、その上を行くには……

　待てよ。知恵？

「ねえ、ドク。疑問なんだけど……今回はネズミの魔物と、頭のいい魔物が、二匹で手を組んでる状況なんだよね？」

『騎士ケイミーの話では、な。事実、奴やつ等らは魔物を使い、呪じゆ詛そを広めている。全く、我の百年前の活躍に汚点を残しおって。見つけたら必ずや成敗してくれる』

「でもさ。その二匹の魔物って……僕とコーディ、リアみたいに、本当に上手うまく連携してるのかな。話を聞いてると、賢い魔物がネズミを率いて食中毒を広めてるような印象だけど……本当に魔物が賢かったら、殺さつ鼠そ剤ざいなんて食べないと思うんだ」

　先日の戦闘は伊い坂さかの記憶にも新しい。散発的に出現した魔物達たちは、殺さつ鼠そ剤ざいとして用意した毒餌をもりもり食べて倒れた。本来ネズミは警戒心が強く、臆病な生命体なのに、だ。

　他の推論も立つ。魔物達たちが真に賢ければ、今ごろ武ぶ国こくグリムヒルは壊滅的な被害を受けているはずだ。大量のネズミで感染を広めるにしては、五百人は少なすぎる。

「つまり入れ知恵を受ける頭の良い魔物もいるけど、大半は普通のネズミ……とにかく食べて、本体に餌を届ける役割だと思う。そういった普通の魔物ネズミを追跡すれば、本体を探すことも可能じゃないかな」

『それが出来たら苦労はせん。奴やつ等らもさすがに妨害用の巨大ネズミを配し、攪かく乱らんを目もく論ろむ程度の知恵はあるからな』

「なら、ネズミの餌自体に仕掛けを混ぜれば……」

　伊い坂さかはじっと考え込む。この方法なら、おそらく。

「あのぉ。敵の本拠地が分からない件ですけど、そっちは僕が策を練ります。敵の本体を突き止める方法を。……ただそれでも、魔物本体の発見には時間がかかると思います。その間、すこしでも患者さんを減らすために……王様。先程の件をお願いできませんか」

　伊い坂さかは改めて、王様に尋ねる。

　提案しながら内心申し訳なく思った。新王ケイルは英雄グリムドファーの血筋を受け、皆の期待を背負いながら失敗し、挫折し、いまも悩まされている。

　その王様に、英雄の姿をして皆の前に立てと迫るのだ。

　非常事態とはいえ、そんな事を強制して良いのか。

　──変わり身を立てる方法もあるとは思う。

　ただこれは、国の王が行わなければ意味がない、とも感じるのだ。

　伊い坂さかの話に王様は沈黙した。椅子に腰掛けた王は背後を振り返り、英雄グリムドファーの肖像画を見上げる。絵画の中の英雄は白きマントを羽織り、その手に銀ぎん槍そうを掲げ、人々の希望として佇たたずんでいた。

　王様がひとつ、大きな息をつく。

「我に、その資格があるだろうか」

「それは……分かりません。ですが人々を助ける道には、なると思います」

　軽々しく、出来るとは言えない。それでも王の言葉は多くの人々に届き、健康の支えになると信じたい。

　王は伊い坂さかを見て、コーディとドクを眺め、居並ぶ側近と大臣を見渡した。家臣達たちはみな王に期待の眼まな差ざしを向けていた。彼かれ等らもまた国に仕える役人だ。王を守護し、国を守りたいという意志は、この席にいる全員が同じだ。

　脂肪のついた顎を引き、王は深く頷うなずいて決断を下した。

「エルミーを呼び、我に衣服とマントを持て。ぽよぽよに太っていても、我は一国の王である」

　今度こそ椅子につっかえず立ち上がったその姿は、丸々と太っていても一つの国の王であった。側近達たちが言葉を正しく受け取り、食中毒への防衛戦が幕を開ける。その間も、伊い坂さかはじっと考える。次の手を。次の策を。魔物の先を行く方法を──

　その時、

「……チッ」

　と、誰かの舌打ちが聞こえた。伊い坂さかは顔を上げたが、その時には既に会議は散会され、声の正体は分からなかった。
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　英雄の復活には、もう一つ条件がある。王様の演説による食中毒防止策が、確実に効果を出すことだ。王様の言葉に重みを持たせることで、人々の信頼を確たるものにする。

　必要なのはエタノールを用いた消毒液の配布と同時に、基本的指導として石せつ鹼けんを作成し、手洗いを実践すること。病気に対する最強の技は治療ではなく【予防】だ。

　清潔指導を広める一方、伊い坂さかは今までと同様に殺さつ鼠そ剤ざいを配布する。魔物ドリルドグは子分の魔物が得た食料を吸収し増殖する。そこに【毒】を流し込むのは攻撃の効果があり、また餌を持ち帰るネズミを退治すること自体、敵の栄養源を削そぐことに繫つながる。

　最後に敵本体を探し出す方法だ。

　ネズミや猫の尿には、ある種の蛍光物質が含まれている。【蛍光】について簡単に言えば、光を当てると発光する作用のことだ。一般家庭で使用される蛍光灯も仕組みは同じで、電極内で発生させた紫外線を、ガラス管に塗まぶした蛍光物質へぶつける事で白い光を発している。

　同じ原理でネズミの尿に紫外線を当てれば発光するため、敵の移動経路を調べることが可能だ。新鮮な尿であれば白色に輝く。本来は酸化ニッケルを用いた紫色のガラス等を用い、ブラックライトという形で紫外線を用意するが──

「コーディ。前に大怪鳥を呼ぶ時に、毒々しい紫色を使ってたけど……あの光って、もっと調整することできる？」

　調整と言われたコーディは杖つえ先さきの発光量を大きくしたが、そうではなく。

「もっと濃い紫色というか、スペクトルを短波長の紫外線に近づけるというか。空に浮かんでる虹の、あれの色合いで、内側の紫色をより強く表現して欲しいんだけど」

「あなた変なこと言いますね……魔法の色なんて。式典ならともかく……考えた事もありませんが、まあ試してみます」

　コーディは四苦八苦した末に濃い紫色の光を輝かせてみせた。採取したネズミの尿を暗所で照らすと、白く浮かび上がるのが見えた。これで本体の追跡が可能なはずだ。もっとも色が濃い道筋こそ魔物ネズミ達たちが多く出入りしている場所、つまり本体へ餌を届ける経路のはず。

「あ、コーディ。その魔法あんまり長時間使わないでね。紫外線だから」

「あなた最近、魔法の使い方が随分荒くないですか……？」

　コーディがムッツリする横で、伊い坂さかは続けて魔法袋から白い花を取り出した。リアの使った夜光草だ。夜でもほんのり輝く草花の作用は、夜間も光を放出する【畜光】に近い。現代では放射性物質の一部に見られる現象で、最近では停電時でも使えるようにと避難誘導灯などに使われていると聞く。この夜光草をネズミの餌に混ぜ、発光する糞ふん尿にようの後を追跡する。

　対策を練りながら、ふと感じた。これらの発光や蓄光作用を〝カガク〟で再現するのは時間がかかるが、魔法や異世界特有のアイテムなら容易に行える。裏を返せば伊い坂さかがまだ気付いていない魔法を用いた効率的な〝カガク〟的使用法がある筈はずだ。学ぶべき事は多い。

　追跡のポイントは、とにかく夜光草を大量に配布すること。知恵ある魔物なら多少の攪かく乱らんも狙うだろうが、敵はネズミの一部しかコントロール出来ていない。なら、物量で攻め落とす。殺さつ鼠そ剤ざいも同様だ。敵がいくら賢くても数には勝てない。そして伊い坂さかには、その物量を用意してくれる頼もしい味方がいる。

　リアやエルミーさんを中心に、薬剤作成は非公認ながら錬金術師の家で調合を行おこなって貰もらっていた。王様にだけは許可を取ったが、騎士達たちも薄々感じているはずだ。魔法具ではない、しかし魔物を倒すその薬品の存在を。それでも協力してくれる。

　王様は会議の後から早くも演説を始め、町中で騎士達たちと共に声をあげている。

　勇ましき騎士達たちも、現在はアルコールを担かついで消毒作業の周知徹底を指導している。時間との勝負だ。被害が拡大する前に、完封する。人類が【天てん然ねん痘とう】の撲滅に成功したように。

　そして──
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　事態が動いたのは五日後。敵の居場所が判明し、全騎士隊への召集が行われた。

　騎士達たちの長とその部下が集合したのは城の中央にある中庭だ。レシア副隊長を含めた各隊長が男女二十名、その背後には各騎士達たちがずらりと並ぶ。前方には東国所属の魔法使いや王の側近、大臣も含めて勢せい揃ぞろいしている。

　一段高い台座に立つのは、白のマントを纏まとった王の姿だ。そこには決断に悩む、臆病者の姿はない。覚悟を決めた一国の主の姿──たとえ、内心で苦しんでいたとしても。

　報告は二つ。ひとつは敵本体ドリルドグの巣穴への経路が判明したこと。

　もう一つは現在、大軍とも言える巨大ネズミ達たちが町中に出現し始めたこと。それは、敵本体が居場所を知られた事に対する徹底抗戦の合図と判断された。

　王が槍やりを掲げ、高らかに宣言した。

「勇ましき武ぶ国こくの皆に、我が言葉を告げる。かの王国魔ま法ほう医いの協力により、敵の姿がついに露あらわとなった。今こそ我らが正義を示すとき！　かつての英雄グリムドファー・クラックの名に恥じぬ勇ましき戦いを以もつて、人々の平和を、この手に摑つかむのだ！」

　王の言葉に、広間に歓声が走った。耳に痛いほどの声と共に、騎士達たちが出立し──伊い坂さか達たちはその様子を、後方で静かに見送る。いま出撃した大部分の騎士達たちは、あくまで巨大ネズミの討伐隊であり本体への強襲部隊ではない。

　伊い坂さか達たちは広間に待機する。残るのは先程まで演説を行おこなっていた王と、副隊長レシア率いる少数部隊、第十三騎士団を含めた一部の騎士達たちだ。そこへコーディが合流する。敵の本丸を叩たたく主力部隊だ。そして伊い坂さかの役割も、ここで終わる。

「イサカ。あなたはもう十分です。あとは私わたし達たちに任せて下さい」

　コーディの返事に頷うなずく。自分が戦闘要員でないことは、理解していた。

　……ただ。

「コーディ。お願いがあるんだけどさ。通信用の水晶球で、僕も映像を見られるかな。何か助言できるかもしれない」

「分かりました。ではこれを」

　彼女は首飾りの要領で、例の水晶球を伊い坂さかの首にそっと下げた。

　同じものを、コーディも自らの胸元へ。

　──準備完了だ。あとは彼かの女じよ達たちに託すだけ。

「気をつけて、コーディ」

「誰にものを言ってるのです？　私は王国サイキョーの魔ま法ほう医いです。まあ、心配してくれた事には感謝します」

　コーディは勝ち気に笑い、伊い坂さかとハイタッチを交わす。

　最後に、彼女はついでとばかりに、リアにも目配せした。

「錬金娘。あなたも数々の薬品作り、お疲れ様でした。……正直に言いますと、ここまでしてくれるとは思いませんでした」

　コーディは少々ばつが悪そうに目線を逸そらした後、リアにしっかりと告げた。

「一応、伝えておきます。あなたを連れてきて、良かった。今はそう思います」

「私の勝手」

「それでも、実績を出したのは事実ですから」

　そう伝え、コーディは金髪を揺らして背を向ける。

　彼女の後ろ姿に、リアが手を伸ばした。

「金髪」

「……なんです？」

「べつに心配はしないけど、気をつけて」

「ええ。心配される謂いわれはありませんが、気をつけます」

　中庭を出る騎士達たちと共に、コーディの姿が消えていく。

　これで伊い坂さかの役目は終了だ。あとは彼かの女じよ達たちの結果を待つだけ──だけど。

　残されたリアが、伊い坂さかの袖を引いた。

「レン。一緒にいたい。……全部終わるまで、一応」

「そうだね。じゃあ、リアも一緒に考えよう」

「何を？」

「次に敵がどう打って出てくるか、だ」

「……もう手立てはないと思う」

「かもしれない。けど、それは僕の油断かもしれない」

　伊い坂さかは客室へ戻りながら、そう応えた。

　コーディに通信用の水晶玉を持たせたのは状況確認の意味もあるが、敵の策を直じかに見たいという気持ちもあった。食中毒まで引き起こす魔物が、これで諦めたとは思えなかったのだ。知恵ある魔物が描く次の一手を見極めたい。伊い坂さかに出来るのは思考のみ。歩きながら考える。考えることを止めるのは、コーディ達たちが全ての魔物を倒した後でいい。

　何か見落としはないか。

　伊い坂さかにできることは、他にないか。

　虹色の魔物ベティドーガは、次にどう出るのか。バイオテロすら引き起こす知恵を身につけた魔物だ、不利を悟れば逃亡することも考えられる──いや。感染源としてネズミを用いるのなら、逃げるのは愚策か。

　そもそも。

「ネズミの感染源……というのも……」

　階段を上る途中、ふと足を止めた。

　どうしたの、と呟つぶやくリアの横で、髪を弄いじる。

　──魔物のバイオテロ……よく考えれば、不可解だと感じた。

　単純な疑問だ。

　知恵ある魔物は一体どうして、バイオテロを起こすことが可能だったのか？

　魔物ベティドーガがネズミの魔物と協力する間に、偶然その事実を発見したのか。その割には、タイミングが出来すぎている気がした。

　王城内にて食中毒騒ぎが発生した直後だからだ。

　……もしかしたら。最初の食中毒と、バイオテロには関連性があったのでは？

　或あるいは王城での食中毒事件を目の当たりにしたからこそ、魔物はバイオテロを起こせる事に気がついた。その可能性を考えると──

「だとしたら、必要なのは……」

　テロを起こせる条件。敵はネズミである以上、下準備はさほど必要ない。

　あとは、知識だ。

　バイオテロの実行には食中毒がウィルスや菌という、目に見えない存在で媒介されている、という知識が必要になる。中世ヨーロッパで感染症【ペスト】が流行したとき、人々はそれを宗教的に敵対関係にある人が散布した【毒】だと疑い、敵対者を虐殺した逸話がある。微生物の存在を〝カガク〟のない時代に理解することは難しい。

　では魔物ベティドーガは、菌やウィルスについて一体どこで知識を得たのか。

　自力で発見するのは困難だ。しかし……ひとつだけ、簡単な方法が存在する。

　細菌やウィルスについて、現代の知識を持つ者から直接聞く。

　そして、ウィルスについて現時点で最も詳しいのは──

　伊い坂さか練れん次じ郎ろう、つまり自分だ。

　敵は伊い坂さかの会話を盗み聞きし、食中毒は微生物によるものだと理解したのではないか？

　王城内で起きた食中毒事件にて、伊い坂さかはコーディとリアにだけ、ウィルスの概念を説明した。彼かの女じよ達たちを通じて、王様と大臣にも話を通した。その後はすべて『魔法による呪い』として情報を制限し、細菌やウィルスの話は一いつ切さい伏ふせた。

　ウィルスや細菌が原因だと知るのは、伊い坂さか達たちと、王様と、大臣くらいだ。

　つまり……？

　もしかして、と表情を硬くしながら、伊い坂さかは客間の扉のノブを摑つかむ。捻ひねる。開く。

　直後、眼前に銀のナイフが飛び込んできた。




　避けられたのは偶然だ。宙を浮く刃が頰を掠かすめてドアを抉えぐる。リアを庇かばいながら身を引く前で、銀のナイフが軌道を変えた。その根本は大きな嘴くちばしに啄ついばまれ、伊い坂さかが目を見張る前で白い翼を広げる。大臣の左肩に座していた小鳥だ。その瞳はいまや赤く輝き、伊い坂さかの首筋にぴたりと狙いを定めている。

「くっ……！」

　袋に手を伸ばし、魔法札を投げた。鳥が避ける。非力でも相手は魔物だ。空中でナイフが弧を描き、伊い坂さかの喉元目がけて迫る。魔物の動きが、妙にゆるやかに見えた。自分の動きも。

　悪お寒かんがした。

　寸分違わず、頸けい動どう脈みやくが裂かれる瞬間が脳裏に浮かぶ。

　気付いた時には遅かった。

　伊い坂さかは【死】を覚悟し、目を瞑つぶり──

　衝撃は訪れなかった。

　うっすら瞼まぶたを開くと、まず見えたのは小さな右手だ。ナイフに貫かれた手の平から血が溢あふれ、白く綺き麗れいな手を、床を汚していく。手の先には細い腕があり、黒いローブと見慣れた帽子があり、伊い坂さかの真横から一生懸命に手を伸ばして庇かばう、小さなリアの姿があった。

　彼女は顔を歪ゆがめ、唇が切れるほどに嚙かみ、それでも、

「っ……い、痛くないっ！　錬金術師、甘くない……っ」

　貫かれた右手でナイフを摑つかみ、左手をポケットに伸ばす。試験管の栓を親指で弾はじき、無色透明の液体をぶちまける。直撃を受けた魔物が悲鳴をあげて絨じゆう毯たんに落ちた。伊い坂さかが反応する。彼女を、守らなくては！

　魔法袋に手を伸ばす。摑つかんだのは瓶詰めの高濃度エタノールだ。鳥目がけて投げつけ、液体とガラス片が魔物に突き刺さる。最後に投げた魔法札が小爆発を起こして着火。魔法は〝カガク〟と反応して炎となり、鳥の魔物がこの世のものとは思えない悲鳴をあげる。

　それでも魔物ベティドーガは炎に塗まみれながら空を飛んだ。小さな身体から白色の粉がべりべりと剝がれ落ち、不気味な虹色の素肌が露あらわになる。

　息を吞のんだ。魔物が纏まとっていたそれは顔面用の塗料などに使う【鉛】の白色塗料だ。奴やつは〝カガク〟の産物を身体に塗りつけ体色を偽装していた。驚く伊い坂さかの前で魔物はナイフを失いながらも奇声をあげて飛びかかる。

　リアを庇かばうように伊い坂さかは立ち、歯を食いしばって──

『我の百年前の大活躍にケチをつけおって。忌いま々いましい雑魚ざこめ』

　重い声がした。

　伊い坂さかの真横でドクが口を開き、黒い霧を吹き付けた。酸の噴射のような一撃を顔面から浴びた魔物が悶もん絶ぜつし、空中で軌道を変えて窓を破る。ドクが舌打ちし、追撃を放つが届かない。逃げられたか、とドクが忌いま々いましそうに愚痴る。

「リア、大丈夫!?　すぐ手当てするから」

　慌ててリアの手の平の【創傷】を確認する。血の滴したたる手の平にガーゼを被かぶせ、上からハンカチで固く結んだ。まずは応急処置だ。この手の外傷には現代医療より魔ま法ほう医い療りようの方が強い。魔ま法ほう医いを呼ぼうとして、リアにぐいと摑つかまれた。

「大丈夫。これくらい問題ない。それより、レン。……あっちも始まった」

　リアが伊い坂さかの首に下げた水晶球に目を向ける。映像の向こうで、コーディが騎士達たちと共に杖つえを構える。ネズミの残した夜光草の道を辿たどった洞窟の最さい奥おうに──伊い坂さかは見た。一つの国を襲った魔物、その本体の姿を。
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　闇深い洞窟の奥、無数のネズミに囲まれたそれは、一見すると巨大な黒い山だった。その正体は大小様々な黒ネズミ、或あるいはネズミの死骸が密集し山積みになった姿だ。高さは伊い坂さかの背丈を大きく越え、横幅は優に十メートルはあろうかという小山だった。

　さらに異様なのは、巨大な山の足下を這はう触手状のチューブだ。時おり脈動するそれは【血管】のようにも見え、伊い坂さかは息を吞のむ。水晶球の奥に映る黒ネズミの山が蠢うごめく。大小問わず、ネズミ達たちが次々とこぼれ落ちてはコーディ達たちに迫る。

　穴蔵を埋め尽くすほどの魔物を前に、騎士達たちは怯ひるまない。槍やりから黄金の光が放たれ、コーディ達たちは次々とネズミを灰かい燼じんへと化していく。だが敵の数に際限はなく、撃破した魔物の死骸を踏み越え迫る。数の暴力、黒い波であり、無尽蔵の魔物製造器のようにも見えた。

　コーディがしびれを切らし、眼前に杖つえを構えた。彼女とっておきの光魔法だ。魔物本体に狙いを定め、極太レーザー砲の如ごとき一撃が彼女の身体から放たれる。雑魚ざこを蹴散らし、本体へと突き刺さる。ネズミの魔物が風圧だけで吹き飛び、光の一撃が敵の山に風穴を開けた。騎士達たちから歓声が上がる。

　魔物の山をすべて剝ぎ取ったその先に、魔物ドリルドグ本体は鎮座していた。人間の拳サイズの黒い塊、クルミのような形状をしたそれは【心臓】のように拍動している。足下には黒いチューブが伸び、邪教を崇拝する手のように心臓を支えていた。

　心臓から液体が滲にじみ出でるように、ネズミ達たちが足下で再生を始める。

　コーディは隙を逃さない。

　拍動する心臓目がけて杖つえを縦に振り、風の刃を撃ち飛ばす。彼女の狙撃は見事に敵を捉え、黒い心臓へと迫り──

　すり抜けた。

「……は？」

　コーディがぎょっと目を見開き、ネズミの数が増していく。焦あせったコーディが未いまだむき出しの心臓目がけて炎と雷を放ち、騎士達たちが槍やりから光の矢を放つ。全弾命中。心臓は傷一つなく、激しく拍動を続けている。コーディが水晶越しに悲鳴をあげた。

「効いてません！　ドク、あれは何なのですか！」

『安心せよ。きちんと効いておるし、切断も炎も傷を与えておる。ただ、切断した先から再生してるな、アレは』

「再生!?」

『無限ではない。奴やつとて体力が尽きれば自然に倒せる……と言いたいが、不味まずいな。奴やつめ、あの調子だと百年分の食料を蓄えておるようだ。百年越しとは随分長いと思ったが、厄介な入れ知恵をしてくれたものだ。準備万端ではないか』

「コーディ、足下の太い管を引きちぎって！」

　伊い坂さかが叫んだ。あの存在を通常生物の範はん疇ちゆうで考えて良いかは不明だ。だが無限増殖する存在は、伊い坂さかにも心当たりがある。【がん細胞】だ。人間の身体に生まれた異常細胞は本来の増殖サイクルを無視し、人間のエネルギーを喰くらい、際限なく身体を蝕むしばんでいく。

　だが【がん細胞】は無敵ではない。細胞は栄養がなければ死滅する。魔物ドリルドグが百年の歳月をかけて獲得した栄養源が、あの管から送られているとすれば。

　コーディが杖つえを再度縦に振り、刃を放つ。器用に触手の一本を切断した。だがすぐに太い血管が先端を伸ばし、互いをくっつけ再生してしまう。

「っ……コーディ、何でもいい、毒を流し込んで！」

「毒なんて持ってません！　あなたじゃないんですから！」

「なら管に物を詰め込んで塞栓させて！」

　切断が無理なら梗塞だ。【肝細胞癌がん】などに適用される【血管塞栓療法】、或あるいは細胞に毒物を流し込む【抗がん剤】、何だって構わない。コーディが指示通り、洞窟の壁を破壊し岩盤を敵の管にたたき込む。だが当然のように再生し、或あるいは管の中に異物をねじ込んでも、血管は横道から【側副血行路】のように細い血管を再構築してしまう。まるで生きた細胞だ。無限に分裂を繰り返し、栄養をただひたすら奪う貪食の魔物。化物だった。

　現時点で優勢なのはコーディだ。だが相手の生命力が無限大では、限度ある魔法使いでは。

　伊い坂さかは奥歯を嚙かんだ。生命に無限は存在しない。

　コーディ達たちが押し切る可能性もある、けれど。

「リア。怪け我がの手当て、……大丈夫かな」

　どうするの、と彼女が問い返してきた。

「ちょっと行ってくる。無理はしないから」

「ヤダ」

「え」

「レンは戦えない。……心配」

　血の滲にじむ包帯を押さえ、リアが伊い坂さかの服を摑つかむ。きゅっと唇を嚙かんで、堪こらえるような顔を前に、伊い坂さかは一瞬躊躇ためらい、……頭を振る。

　コーディにこのまま任せ、万が一が起きたら、伊い坂さかは必ず後悔する。

　だから今、考えられる全力を尽くしたい！

「ちゃんと戻ってくるから。下手は打たない。向こうにはコーディもいるからさ。ね？」

　リアの肩にそっと手を置いて微笑ほほえんだ。大丈夫だから、と。

「コーディ、今からそっちに行く！　……あ、えと」

　宣言して気がついたが、彼かの女じよ達たちの元に追いつく移動手段がない。

　どうしようと思ったその時、ふわりと伊い坂さかの前に黒い書物が現あらわれた。

『良いのは威勢だけか。情けない。窓へ近づけ、少年』

　ドクに言われ、伊い坂さかは割れた窓まど際ぎわに近づく。

　直後、ドクが伊い坂さかの首根っこを咥くわえて急加速し、空中へと放り出された。高度はあっという間に王城を越えた。太陽が眩まぶしい。加速した伊い坂さかの身体はすぐに急降下し、砂海間近の巨大な巣穴へと到着する。あまりに一瞬でドキドキした。

「ドク、こんな事できたの？」

『我とて元は偉大な魔法使い。空を飛ぶなど造作もない。ただ我は魂を魔法で維持している故、普段は魔法を控えておるだけだ。使った分だけ寿命が縮むからな』

「……大丈夫なの？　ていうか、魂って」

『大した事ではない。それに魔物ドリルドグの存在は、我が百年前の汚点でもある。過去の清算をきちんとつけねば先だった我が友アーティアや、生意気なグリムドファーの小僧に顔向け出来ん。──急ぐが良い、少年』

　伊い坂さかは頷うなずき、ネズミの巣穴へと飛び込んだ。

　前線の魔物達たちはあらかた倒され、がらんどうの鍾しよう乳にゆう洞どうのようだった。遠方から騎士達たちの諍いさかいと魔法の炸さく裂れつ音が響く。足下には伊い坂さかの仕掛けた蛍光物質が、道のように灯ともっていた。稀まれに飛び出してくる大柄なネズミはドクが黒い霧を放ち、易やす々やすと消し飛ばしていく。

　ネズミの死骸を乗り越えた洞窟の奥に、騎士達たちの後方部隊の姿が見えた。その横顔は疲労に満ち、苦戦する第十三騎士団の姿だ。

　コーディが身を引いて戻るのが見えた。自慢の金髪は黒くすすけ、法ほう衣えも土で汚よごれている。それでも彼女の瞳は力強く、戦意を失っていない。眼前には、水晶玉から覗のぞき込こんだ数と大差ない巨大な黒ネズミ達たちが復活し、大挙して蠢うごめいている。

「何しに来たのです、イサカ」

「……あいつを、倒しに」

「どうやってですか、あんなのを──」

　伊い坂さかはコーディに作戦を伝えた。彼女は顰しかめ面つらを浮かべた。

　勝算は、ある。多分だけど。

「イサカ。ちょっと所ではなく危険ですよ？」

「分かってる。でも、やるしかないと思って」

　伊い坂さかが頷うなずく。洞窟内の各所で騎士隊の魔法が弾はじけ、魔物が吹き飛び、それを乗り越えて黒い波が押し寄せる。

　彼女は金髪を払い、ふっと肩の力を抜いた。

「……もし失敗しても、今度ばかりは私も責任を取れません。宜よろしいですね？」

「その時は一緒に心中して欲しい、コーディ」

　伊い坂さかが笑った。

　コーディが呆あきれ、仕方ない馬鹿だと口にする。

「分かりました。ですが失敗は許しません。結果がすべて。いいですね？」

　頷うなずいて返し、コーディは即座にレシア副隊長を通じて騎士達たちに情報を伝えた。伊い坂さかの狙いは単純明快だ。敵陣を中央突破し、魔物ドリルドグ本体である心臓へ接近。そして倒す！

　騎士達たちが左右を固め、コーディが眼前に杖つえを構えた。杖つえ先さきに強烈な光が収束、本日二発目となる魔法のレーザー砲が放たれる。必殺の一撃は中央のネズミ達たちを容易たやすく吹き飛ばし、再び心臓の姿をむき出しにしながら洞窟の彼方かなたへ消えていく。

　それでも平然と、敵の心臓は鼓動を続けて黒ネズミを再生させていく。

『──行くぞ、娘。少年。準備は良いな？』

　うん、と伊い坂さかはコーディの身体を背後から摑つかんだ。

　二人の身体を、さらにドクが背中で咥くわえ、空へと運ぶ。

　洞窟の上空から見上げた魔物ドリルドグ本体は、蜘蛛くもの巣すのように地面に血管を張り巡らせた怪物だった。中央には心臓が拍動している。即座に再生するネズミの山を見下ろし、伊い坂さかは魔法袋に手を伸ばす。敵は無限大の魔物だ。刻み、燃やし尽くしても、なお再生する。硫酸などの化学薬品で焼いても、再生には抗あらがえない。

　──なら、眠らせる薬では、どうか。

　空から大量の液体エーテルをぶちまけた。エーテルは元々ネズミにも効果がある麻酔だ。空から注いだ薬品が心臓に直接、或あるいは足下の黒いチューブへと滴したたり落おち、血管から吸収され養分のように心臓へと取り込まれていく。

　本体の心臓が軋きしむ。拍動が弱まり、ネズミの再生速度が目に見えて落ちた。効果は、ある。騎士達たちが隙をついて殺到、再生したネズミを蹴散らし、心臓に繫つながる足下の黒い血管へと迫る。レシア副隊長が怒声を上げて槍やりを穿うがち、心臓に繫つながった黒いチューブを切り飛ばす。騎士イレーヌと騎士ソフィーが更に追撃、心臓と繫つながった触手をほんの一瞬、すべて引き離す。

　その触手が再生する直前、伊い坂さか達たちは空から着地した。

　心臓を右手に摑つかむ。握り潰す程に力を込めながら、伊い坂さかは魔物ドリルドグの心臓を懐ふところから出した『時の箱』へと突っ込んだ。蓋を閉じ、コーディに渡す。彼女が箱を抱えて魔法を起動。経過は千年。『時の箱』は時間経過の最さ中なか、決して蓋を開かない。

　あらゆる生物にとって【寿命】は平等に訪れる病であり、致死率は百パーセントだ。

　病は決して噓うそをつかない。

　切り離された触手がうねるように迫る。レシア副隊長を始め騎士達たちが、伊い坂さかを囲うように円陣を組む。残党の黒ネズミ達たちが殺気立ち、ひときわ巨大なネズミが騎士の合間をかいくぐり、コーディ目がけて飛びかかった。熊のように黒々とした塊だ。騎士イレーヌの反応が遅れ、蹴飛ばされる。コーディは『時の箱』を抱えて動けない。

　伊い坂さかはとっさに手を伸ばした。コーディに齧かぶり付つこうとしたネズミの前歯が腕に突き刺さる。電撃のような激痛が走り、歯を食いしばって耐えた。くそっ、と暴れる伊い坂さかからネズミが前歯を離し、コーディに迫ろうと暴れる。止められない。止めなければ。

　──伊い坂さかはただの人間だ。魔法の才能もない。気弱な一般人だ。

　それでも。

　今だけは、力が欲しい！

「っ……これで、どうだ！」

　伊い坂さかはポケットに手を伸ばし、首飾りを摑つかんだ。先端には黒々と輝く大怪鳥の羽根がある。闇の呪じゆ詛そを頭から被り、渾こん身しんの力を込めて巨大ネズミを殴り飛ばした。敵が怯ひるみ、それでも離れない。執しつ拗ようにコーディを狙う。伊い坂さかは袋から最後のエーテル瓶を手に取った。迫る敵の顔面目がけ、麻酔を振り下ろそうとした瞬間──

　鋭い痛みが走り、麻酔薬を取りこぼした。いや違う。奪われた。顔を上げる。

　洞窟の中、虹色の小鳥は身体中を焼き焦がしてもなお、毒々しい光を放っていた。手を伸ばす伊い坂さかの前で、虹色の魔物ベティドーガが麻酔瓶を抱えて急上昇──急降下。そして。

　コーディの顔面に薬剤をぶちまけた。

「なっ……！」

　コーディの額から薄い血が零こぼれる。それでも時の箱は手放さない。レシア副隊長が、伊い坂さかに纏まとわりつく巨大ネズミを貫き屠ほふる。ドクが口を開き、虹色の魔物に黒い霧を吹きつける。鳥の魔物はその一撃で今度こそ灰かい燼じんと化し、魔物ベティドーガの最後となった。敵の頭脳は消えた。しかし。

　麻酔を被かぶったコーディは伊い坂さかの前で明らかに集中力を失い、くらくらと頭が揺れ始めた。エーテルは意識に幻覚を引き起こす。コーディの抱える黄金色の時の箱が、魔法の力を失うように明滅する。

「コーディ、しっかりして！」

「……あと……数秒……」

　コーディが唇を嚙かむ。意識は淀よどみ、薄目をあけた彼女の瞳孔が焦点を失う。膝が震えて崩れ始める。あと数秒。たった数秒。

　伊い坂さかは彼女の肩を摑つかみ、必死に揺り起こそうとして──

　鮮烈に閃ひらめいた。

　その言葉は一体どこの誰が口にしたか。

　どんな眠り姫でも一発で目覚める、人生を賭けるに相応ふさわしい世界最高の魔法が、一つ。

　迷いはなかった。自分にとっての大切なお姫様。

　伊い坂さかはぐっとコーディの身体を抱き寄せ、後頭部へ暴力的に手をかける。

　抉えぐるように唇を奪った。

　その一撃は、艶あでやかなエーテルの〝カガク〟的な香りと魔法の味がした。

　コーディの身体がびくっと反応し、その手に抱きしめた時の箱が光を取り戻す。彼女はどんな時だって結果重視の超実践派だ。何が起きても、どんな時でも最後は必ず成し遂げてくれる。それを信じた。

　彼女が手に摑つかむ、時の箱に光が溢あふれ──

　まず、騎士達たちと交戦していた触手の動きが停止した。

　群がるネズミ達たちが距離を取り、次第に波が引いていく。

　コーディが力尽きたように伊い坂さかにしなだれかかり、手元から時の箱が滑り落ちた。光を失った黄金色の箱が開き、黒ずんだ心臓が零こぼれ落おちる。ぱっくりと木の実のように割れた心臓の内側には、小さなネズミが閉じ込められ、その姿は水分を失い干からびていた。

　魔物の残党が、逃亡を始める。

　遅れて歓声が響き、伊い坂さかはコーディの身体を支えながら、ほっと息をつく。

　そして首飾りの呪いに身体を蝕むしばまれ、コーディと共にぱたりと意識を失った。
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　総大将を失った魔物達たちは住民を襲撃した部隊も含め、一斉に姿を消した。住すみ処かとしていた巣穴からも退散したネズミ達たちは、騎士の話によれば揃そろって西へと逃亡したらしい。その先にあるのは広大な砂漠の海だ。魔物達たちはどこへ消えたのか。レシア副隊長が足取りを確認し、一度だけ、砂の主が砂面に跳ねる姿を見たという。その後、黒いネズミ達たちは完全に姿を消した。

　武ぶ国こくグリムヒルのテロ騒動はその日を境に沈静化へと進み、平穏を取り戻した。伊い坂さかも無事に意識を取り戻した、というかコーディに激怒されながら解呪魔法を受けるはめになった。いつの間に大怪鳥の羽根を盗んだかと聞かれたが、コーディが騎士ケイミーの解呪後、羽根を落として忘れていただけである。……黙って袋に入れていた伊い坂さかも伊い坂さかだが。

　その後はコーディと共に、残る患者の診察に奔走した。幸運なことに致命的な症状は一人も現あらわれることなく、治療は無事に終了した。

　王様は此こ度たびの戦で株を急上昇させ、昔のように慕われ始めている。優柔不断な所はまだあるようだが、エルミーさんを始め皆の協力を得ながら頑張っているようだ。

　なおレシア副隊長達たちは今回の武勲が認められ、シレジア隊長が改めて正規軍に復帰する運びとなった。が、当時の経緯をよく聞けば、降格処分を指示したのは例の大臣であったらしい。かの大臣のことをレシア副隊長は元々敵視しており、それを快く思わない大臣が理由をつけて僻へき地ちに飛ばした、というのが真相だという。

　さて、その大臣──左肩に偽装した魔物を乗せ、予知魔法と騙かたっていた件について。




「違うのです。確かに私は魔物と内通していた面はありました。事実です認めましょう。しかしそれは、魔物を騙だまして情報を得るためだったのです。ご理解頂けますでしょう？」

　伊い坂さかとコーディ、女性騎士や王様に囲まれた大臣は会議室の真ん中で、へらへらと笑いながら弁明した。が、今日に限ってはご自慢の金髪も乱れ、笑顔はひどく歪ゆがんでいる。王様が一応理由を聞くと、大臣はあの魔物ベティドーガに家族を人質に取られ、脅迫されていたという。情報を横流ししたのは自分と家族を守るためであり、決して悪気は無かったと──

「その割にはあなたの家族、いま豪ごう華か絢けん爛らんな旅行中だそうですね？　まあ、帰ってきた頃にはもう家がないみたいですけど？」

　もちろん噓うそはバレバレであった。

　後の調査で判明したことだが、大臣は己の権力欲を満たすため、魔物とつるんで予知魔法という自作自演を始めたという。国の情報を横流ししたのは国王の信頼を失墜させ、自分が国の運営を運びやすくするよう細工したため。その目もく論ろ見みは当初こそ上手うまくいったものの、弱った国王様を助けるべく、王国の魔ま法ほう医いに書簡──後に、エルミーさんが印鑑をくすねて王国に送ったと判明した──が届いて治療を申し出たため、嫌な予感がして伊い坂さか達たちを遠ざけようと画策したという。

　とんだ正義もあったものだと思った。これは魔物が人間を利用したのか、人間が魔物を利用したのか……伊い坂さかには何とも言えない。

　一つ確かなのは、お仕置きが必要だという事である。

　大臣はニコニコして、コーディにおべっかを使い始めた。

「まあまあ、王国魔ま法ほう医い様、何はともあれ事件は解決したのです。ここは全てを砂海に流す気持ちで魔ま法ほう医い様の勇気を称たたえ、私は一市民として出直しを……」

　もちろん許されるはずもない。王様は後ほど処分を下すと語り、まずはコーディの好きにして良いと言われた。彼女は杖つえを構えながら伊い坂さかとリアに尋ねた。

「錬金娘。あなたならこの男、どう処分します？」

「生きたままホルマリン漬け」

「えぇ～……？」

「楽しい硫酸風ぶ呂ろ。証拠は残さない」

　リアの提案は却下された後、コーディは、とりあえず、と杖つえをゴルフクラブのように掲げた。

「まずはボコボコに叩たたきましょう。ええ、人の痛みは己の身体を以もつて知るべきです」

「ま、お、お待ちください魔ま法ほう医い様。私はあなた方を、人を救う者として尊敬しております。そのあなた方が積極的に人を傷つけると？　それは魔ま法ほう医いという職の矜きよう持じに反するかと思いますし、何より私は既に怪け我がをしているのです。騎士達たちに八つ当たりされて、このように！」

　大臣は自らの膝頭をまくってみせた。自分で転んで擦すり剝むいたような傷に、コーディはそっと杖つえを向ける。

　愛に満ちた鬼のような笑顔で回復魔法を行い、大臣の怪け我がを癒いやしてあげた。

「これで怪け我がは治りましたので、遠慮なく殴れますね」

「いえ回復魔法は、そのような使い方ではない筈はずでは!?」

「外傷に対する回復魔法は私の得意分野です。気が済むまで殴って、回復して、また殴って、また回復してまた叩たたきます。宜よろしいですか？」

　コーディの無慈悲な診断に大臣はお願いだからと謝罪を申し入れた。伊い坂さかは何かの漫画でこんな展開を見たことある気がしたが、実際目の当たりにすると可哀かわい想そう……とは思わない。彼の行為で多くの人が傷ついた。伊い坂さかは人助けが大好物だが、他人を病気にする人間を許すほど甘くない。医療は人を救うが刑罰は別物である。

　大臣はついに伊い坂さかに助けを求めてきた。

「そこのあなた、男の魔ま法ほう医い！　私を助けて下さい、今から私、患者になりますから！　きちんと心の底より反省します、ですから私を診てください！」

「すいません、僕【二枚舌】の治療は専門外なんで……」

　で、コーディは容赦なく大臣をボコボコにした。

　さらにリアが加わり、彼女は懐ふところから蠟ろう燭そくを取り出した。

「金髪、これもある。先端に火をつけて傾けると蠟ろうが零こぼれて、とても熱い。喜ぶ男もいる」

「あら。中々良いものを持ってますね錬金娘。蠟ろう燭そくは私も存じていますが、それも錬金術ですか？」

「分野的にはそう。でも問題なく使われてる。錬金術の分類、結構曖昧」

「……私ももう少し、学ぶべきかもしれません。であれば、私も魔法を披露しましょう。火傷やけどもきちんと回復魔法で治します」

「そんなああああああ！」
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　大臣の悲鳴は黙殺され、二人は見事に〝カガク〟と魔法のハイブリッドＳＭプレイという高度な手法で大臣を苛いじめ始めた。今回の長い旅路において、二人が初めて意気投合して笑顔を見せた瞬間である。ただまあ、その笑顔の恐ろしさは……あえて語らず黙っておこう。

　その後の大臣の処分について、伊い坂さかは知らない。国王様が正しく決断した事だろう。

　こうして武ぶ国こくグリムヒルの騒動は一段落し、伊い坂さか達たちはその後改めてＣＰＡＰを完成。依頼された治療案件をすべて終了し、王国への帰還となった。
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　王国への帰路も、やはり例の三人乗り用イカダであった。真夏のような太陽と一面黄土色の砂漠を、小さな船は魔法動力を元に進んでいく。

　国王様は騎士達たちの大船で見送ろうと進言してくれたが、コーディが丁重にお断りした。伊い坂さかもリアも派手なことは苦手なため、コーディが遠慮した、……という訳ではなく。

「これ以上あなたを、あの女性騎士達たちや召使いと関わらせたら大変な事になります。何ですか、毎日毎日、甲か斐い甲が斐いしく」

「いや、だから誤解だって……エルミーさんは勉強のためで、ソフィーさん達たちは……遊びに」

「何の遊びですか？　全く、これだからあなたは」

　揺れるイカダの上、相変わらず膨ふくれ面つらで腕を組み、つんけんするコーディに苦笑する。彼女の様子はあれから一月ほど経過したが、今日も普段通りであった。

　密ひそかにほっとする。彼女の態度が全く変わっていないことに、だ。

　──非常時の行動だったせいだろうか。彼女は麻酔を被かぶった後の記憶が曖昧で、必死に『時の箱』に力を込めた事しか覚えていないという。その後、例の件についての反応はない。

　伊い坂さかとしては、コーディと変わらず話せることは嬉うれしかった。

　一方で、何とも言えない気持ちも残る。コーディに対する伊い坂さかの認識だ。

　彼女が単なる妹のような存在の少女でないことは、既に理解している。彼女には尊敬すべき点が幾つもあり、時に伊い坂さかの上を行く魔ま法ほう医いだ。素敵な存在だとは意識している。

　ただそれは、かの騎士達たちが話していた……【恋】なのか。

　思考にその単語が閃ひらめくだけ、変化が起きたのかもしれない。ただ伊い坂さかとしては、実感として理解していない。単に特別な、一人の仲間に対する親愛の情かな、とも思う。

「どうしたのです？　突然黙り込んで」

「あ、いやその」

「また何かいやらしい事でも考えていたんでしょう。まったく」

　コーディが腕組みをして伊い坂さかの頰を杖つえでつつく。

　その横から、今日もちょこんと腰掛けていたリアがぼそっと呟つぶやいた。

「やきもち金髪」

「何ですって!?　と言いますか、その言葉！　私きちんと調べましたからね。要するに嫉妬でしょう？　なんで私が嫉妬する必要が……ってあなた、またイサカにくっついて！」

　リアが茶化しながら伊い坂さかに寄り添い、コーディが目くじらを立てる。伊い坂さかはこれまた困ったなと思ったが、そのリアがふと伊い坂さかを見上げたかと思うと少々頰を赤らめ、ぱっと手を離してしまった。

　どうかしたの、と心配する伊い坂さかの視線は自然とリアの右手に向かう。彼女の手には未いまだ包帯が巻かれたままだ。魔物ベティドーガに貫かれた手のひらは回復魔法でも完全には癒いやしきれず、その傷痕を残していた。

　彼女に助けて貰もらった恩は忘れていない。必ず、返したいと思う。

　そんな伊い坂さかの気も知らず、リアは普段通りにクールな調子で。

「金髪がうるさいから、手は離す」

「分かれば宜よろしいのです、錬金娘。すこしは学んだようですね？」

「……金髪の胸が哀れで可哀かわい想そうだから離した。私、慈悲深い」

「な、何が哀れですか！　もう一回口にしたら、あなた今度こそ砂の海に落としますよ!?」

「望むところ。今度こそ錬金術と魔法の決着つける。負けたらメスシリンダー洗え」

　コーディが杖つえを構え、リアも拳銃を突き返す。伊い坂さかは頭を抱えて唸うなる。二人はやはり水と油なのだろうか。武ぶ国こくグリムヒルで多少は仲良くなったと思ったのは、気のせいなのか。

　そっと深い溜ため息いきをついて……何とかならないかと砂の海へと目を向ける。

　で、大きな渦巻きを発見した。

　底なし沼のように広大で、巨大な蟻あり地じ獄ごくのような──

「って、こ、コーディ、前！　前見て運転！」

「いま忙しいんです、少し黙っててくだひゃあっ！」

　気付いた時には遅かったが、同じ失敗を二度繰り返すコーディではない。彼女は流砂に引き込まれつつある船に魔法をかけて強引に転進し、青い火花を散らしながらの脱出に成功した。

　無事に砂の主の領域を回避したコーディは、まばゆい太陽の下、肩で息をしながら伊い坂さか達たちに自慢げに告げる。私は魔ま法ほう医いコーディアリア、二度も同じ失敗はしません！　と。

　その言葉に伊い坂さかもつい笑みが零こぼれてしまった。

　正直なところ、今回は失敗の多い旅だと思ったのだ。伊い坂さかもまだまだ修行が足りない。医療に邁まい進しんし、新たなことを学ぶ必要がある。魔法も。人生も。

　今の不安定な気持ちに、うつつを抜かしている場合ではないと思った。学ぶべきことは沢山ある。雲一つない空の下で、伊い坂さかはうんと背伸びをした。

　これからも、次の医療を目指して最善を尽くす。失敗しても、めげないように。力強く決意する伊い坂さかの前に、砂海の向こう。ゆっくりと帰るべき王国の姿が見えてきた。

　──まだまだ、治療の旅は続いていく。







　そんな彼を見ながら、錬金術師リアは密ひそかな戸惑いを覚えていた。

　彼女にとって彼は錬金術の師であり好奇の対象ではあったが、それ以上の意味はないはずだった。父に似た実験好きな青年、それだけの存在で、王国を出た時は金髪がやたら怒るから、面白半分で彼にくっついていただけだった。

　先程から、うまくいかない。

　包帯の巻かれた右手に触れる。

　本来リアには、自分から飛び出して、他人を守るような矜きよう持じはない。

　ただ。あのときだけは、身体が反射的に動いてしまった。

　論理的な彼女としては理解しがたい行動だった。

　そして彼に心配された時。或あるいは牢ろう屋やで、温かく声をかけられた時。リアの中で長く微動だにしていなかった時計の針が、小さな鼓動を始めた気がしたのだ。

　──この人は、自分という人間を見てくれる。

　錬金術のように、単なる実験や機械の一部品ではなく。リア・ヤマダという一個人に触れ、その心を支えてくれる。そう考えた時、小さな息い吹ぶきのようなものを胸の内に感じたのだ。

　船上で背伸びをする彼と、その横でぷりぷり怒る金髪を見ながら彼女は帽子にそっと手を触れる。彼の直してくれた傷痕をなぞりながら、その正体を摑つかもうと考えた。リアの未熟な錬金術では、まだ難しい。それでも、いつか突き止めてみせる。必ず。
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　そしてコーディはそっぽを向きながら、密ひそかに顔を赤くする。

　もちろん全部覚えていた。

　魔ま法ほう医いたるもの記憶力も必要だ。イサカのような阿あ呆ほうと異なり、彼女はそれなりに大人なので大切なことは忘れない。彼の顔を横目で窺うかがいながら、時に頰が火ほ照てりそうになるのを必死に誤魔化していた。

　隣で背伸びをする彼を見ながら、コーディはそっと口元に指を運ぶ。あれは非常時に行おこなった選択であり、目を覚ますためだけの冷静な判断だった。それ以上の意味はない。そう思う一方、いまも唇に熱が残っている気がした。忘れるはずもない。

　そう、──彼女自身が、忘れられずにいる。それが……

　並の男なら横よこっ面つらを叩たたいて絶縁状を突きつければいい。だが彼に対しては、うまく言葉にできない、もやもやとした気持ちが残っていた。……このまま消してしまうには、何か違う──そんなヘンな感情が、胸の内に渦巻いている。

「っ……」

　両頰を叩たたいて気合いを入れた。こんなことで、どうする。

　魔ま法ほう医いコーディアリア・フランツェは医学と使命に身を捧ささげた女。彼女にはやるべき事がある。自身の回復魔法へのさらなる鍛錬、そして錬金術への励み。

　今回もまた未熟さを痛感させられる旅だった。本格的な呪じゆ詛その分野にまで〝カガク〟の応用が利きくとは想像すら出来なかった。彼も魔法に興味を示しつつある。負ける訳にはいかない。彼は自分のことを相棒のように見ているが、彼女としてはある意味永遠の宿敵だと思っている。

　同時に、学んでいこう、とも思った。同じ医学の道を進む、イサカという男の傍そばで。

　……もちろん、一緒にいたいという意味も、すこしだけ込めながら。







　そして三人は無事に王国へと帰還する。様々な、新しい感情の病を乗せたまま。







あとがき代わりの医療落語【葛かつ根こん湯とう医者】




　昔々あるところに、一人の藪やぶ医い者しやがおりました。彼は医学の心得を一切持たず、しかし儲もうけ話にはありつきたいと思う怠け者でありました。そんな彼が唯一聞き及んでいたのは【風邪かぜ】に効くと噂うわさの【葛かつ根こん湯とう】。

　そこで彼は来る人、来る人、患者のすべてに葛かつ根こん湯とうを処しよ方ほうしたのでありました。

　頭痛が酷ひどい？

　そいつはどうぞ、と葛かつ根こん湯とう。

　腹がしくしく痛みます？

　成程、腹が痛けりゃ仕方がないぞ、と葛かつ根こん湯とう。

　屋根から落ちて腕がズキズキするんです？

　そいつは腕に関わる重症だ、これを飲んどけ葛かつ根こん湯とう。

　それで？　そこのお姉さん。アンタの症状は何なんだい？

　──私は旦那の付き添いです。

　そいつはご苦労。退屈でしょう？　どうぞ出来たて、葛かつ根こん湯とう。







　伊い坂さかはコーディに言いました。

「もしかしたら彼は、患者さんの付き添いで来た人にも、おもてなしをすべきと考えたのかもしれないね。医療において家族の理解と協力は大切だという含がん蓄ちくのある──」

「イサカ。あなたの世界やたらと藪やぶ医い者しやが登場しません？　第一、いま私はあなたの女おんな癖ぐせについて尋ねていたのですが？」

「……ちなみに藪やぶ医い者しやが多い理由は、大昔の日本は今と違って医い師し免めん許きよ制せいがなかったせいだ、という説があるんだ。普通の人が、ある日いきなり医者の看板を立てることも出来たんだって。まあもちろん、そんな医者のところに人は集まらないし、真面目なお医者さんはきちんと高名で腕の立つ医師から勉強したって聞くけど──」

「つまりあなたの女おんな癖ぐせも、あなたの師匠から学んだという意味ですね？」

「いや確かに師匠は可愛かわいい看護師さんに目がなかったけど、それとこれは別というか」

「じゃああなたの性根が腐ってるって事で良いですね!?」

　こうして、伊い坂さかはまたもコーディに耳をつねられましたとさ。





おしまい。
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時とき田た 唯ゆい

２月20日はアレルギーの日。人間の猫アレルギーは有名ですが、猫自身もノミやダニ、ハウスダストなど様々なアレルギーを起こす場合があるそうです。猫を飼うときは猫本人のアレルギーも含めてご注意ください。画像は本日の患者さん。
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イラスト／オガデンモン

灼熱の中を歩いてたどり着いた喫茶店のコーヒーフロートは最高でした！　アイスクリームの裏面に付く凍ったコーヒーの部分が至高です！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「時田 唯先生」係

「オガデンモン先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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おことばですが、魔ま法ほう医いさま。②




～異い世せ界かいの魔ま法ほうは強きょう力りょくすぎて、現げん代だい医い療りょうに取とり入いれざるを得えませんでした～








時とき田た 唯ゆい
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